















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　本書は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』の第五巻かん──最終巻です。そのため、既き刊かん（第一巻～第四巻）を読んでいることを前ぜん提ていとして書かれている部分がありますので、はじめて本書を手に取られた方は、まずはそちらをお読み下さるようお願いいたします。




　とゆーことで、お待たせいたしました！

　冒ぼう険けん者しや養成学校を舞ぶ台たいとした『アリアンロッドＲＰＧ』リプレイ、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』の最終巻をお届とどけいたします。




　それでは、いつものことながら説明から。

　本書は『アリアンロッドＲＰＧ』というＴＲＰＧのリプレイです。

　ＴＲＰＧ──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームとは、数人で遊ぶゲームの一種です。ひとりがＧＭ（ゲームマスター）、残りの人はプレイヤーとなってそれぞれＰＣ（プレイヤーキャラクター）をひとりずつ創つくり、ＧＭが用意したシナリオと呼よばれる物語や冒険を楽しむ遊び──それがＴＲＰＧです。

　多少異ことなる部分はありますが、『ファイナルファンタジーXI』や『ラグナロクオンライン』のようなオンラインＲＰＧのゲーム機やコンピュータに相当する部分をＧＭが担たん当とうして遊ぶゲーム、と考えると分かりやすいかもしれません。

『アリアンロッドＲＰＧ』はこのＴＲＰＧのひとつであり、〝エリンディル〟と呼ばれるファンタジー世界を舞台としています。

『アリアンロッドＲＰＧ』を遊ぶために必要なものは、ルールブック、ゲームで使用する何なん枚まいかのシート、鉛えん筆ぴつなどの筆記用具、そしてサイコロ（ＴＲＰＧではダイスと呼ぶことが多いです）。あとは一いつ緒しよに遊ぶ仲間と場所、時間だけです。

　しかし、この説明だけでは『アリアンロッドＲＰＧ』でどのようにして遊んだらいいか、少し分かりづらいかもしれません。そこで、このＴＲＰＧの遊び方やその雰ふん囲い気きを伝える目的で書かれた読み物が誕たん生じようしました。それが、実じつ際ざいにＴＲＰＧを遊んでいる様子を文章に起こしたもの──〝リプレイ〟です。

　つまり、本書は『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでいる様子を文章化したもの、そう考えていただければよいでしょう。




　それでは、解かい説せつはこのあたりにして、そろそろ本ほん編ぺんへと参りましょう！







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　エリンディル中央南部に位置する〝賢けん者じやの街〟エルクレスト。

　ここにはエルクレスト・カレッジという、冒ぼう険けん者しや育成のための学園があった。

　この学園に入学したファムとヴァリアス、そして同じ寮りようの先せん輩ぱいのカミュラ、カッツら四人は新学期早々からさまざまな事じ件けんに遭そう遇ぐうする。

　その事件のひとつでファムは未来の孫であるプリシアと出会い、何者かがファムを魔ま族ぞくにしようと企たくらんでいることを知る。さらに、これらすべての事件は古いにしえの時代に栄えていた種族の生き残りである〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディが関かかわっていたことも分かる。

　スカディの狙ねらいは、かつてエリンディル中原を支し配はいしていた〝覇は王おう〟の所有していた〝覇王の遺い産さん〟。だが、エルクレスト・カレッジに保ほ管かんされていた〝覇王の遺産〟のうち、ふたつが奪うばわれてしまう。一方、ファムたちは〝覇王の遺産〟のひとつ、〝神しん遺い剣けん〟デュランダルを復ふつ活かつさせるアイテムを手に入れ、残された〝覇王の遺産〟の情じよう報ほうも入手する。

　だが、喜びに沸わくファムたちの許もとに、エルクレスト・カレッジが何者かに占せん拠きよされるとの報が伝えられる。〝覇王の遺産〟を手に入れるか、それとも学園を救いに行くか。

　ファムたちは重大な決けつ断だんを迫せまられていた。
















光と闇やみの序じよ曲きよく　～オーヴァチェア～




　真っ暗な闇の中。

　何も見えず、何も聞こえない。ただ、自分の鼓こ動どうだけが聞こえてくる。

　ドックン、ドックン、ドックン──。




　いつからここにいるのかすら分からない。

　でも不安はなく、奇き妙みような安心感だけが身体からだと心を包み込こんでいる。

　ドックン、ドックン、ドックン──。




　上もなく、下もない。過か去こもなく、現げん在ざいもない。

　ただ、自分がいるだけ。周囲には何もない。

　ドックン、ドックン、ドックン──。




　あたしはまた目を閉とじる。

　するといろいろな記き憶おくが浮うかんでくる。過去のこと、そして起こること。

　いや、もしかすると過去だと思っていることが未来で、未来だと思っていることが本当は過去なのかもしれない。

　ある時、あたしは魔法使いだった。力を秘ひめた杖つえを持ち、竜りゆうと戦っていた。

　ある時、あたしは恋するただの乙女おとめだった。好きな人のことを遠くから見つめることしかできなかった。

　ある時、あたしは少女だった。暖だん炉ろの前で大好きなお祖母ばあちゃんから、いろいろな冒険の話を聞いていた。

　ある時、あたしは……。




　ふと気が付くと、どこからともなく光が差し込んできた。

　朝の日差しのように眩まぶしくもなく、照りつける夏の暑さもない。

　柔やわらかで、暖あたたかく、そして心がホッとする優やさしさを与あたえてくれる光──。

　その先に見えるのは、聳そびえ立つ尖せん塔とう。精せい緻ちな彫ちよう刻こくで彩いろどられた大きな門。

　そして緑色に輝かがやくペンダントを下げている女の子。




　そしてあたしは、その光に吸すい込まれ──。







プリプレイ







◆プリプレイ 01◆新たなる決意




「四巻かんではあきらめましたけど、やっぱりセージになろうかと思うんですよ」

「ついにクラスチェンジですか」

「はい！　せっかく最終巻ですし、頭いい系けいというのもやってみようかと……って、なんでそこで肩をすくめるんですか!!」（一同笑）




　二〇〇七年某ぼう月げつ某ぼう日じつ。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室は楽しそうな笑い声に包まれている。そう、今日は『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』最終巻の収しゆう録ろくなのだ。

　残すところ、あと二話。俄が然ぜん、ＰＣの成長についても慎しん重ちようになる。




「でも、メイジの《マジックキャンドル》とか《マジックロック》も気になるんですよね」

「どんなスキル？」

「《マジックキャンドル》は灯あかりを作る魔ま法ほうで、《マジックロック》は鍵かぎ開けです。芸人としては、やはりネタに走りたいなと」（笑）

「鍵開けはいらないんじゃないかな。シーフなのにこのキャンペーンでトラップを解かい除じよした記き憶おくないし」

「それは、カッツさんが失敗してばかりいるからじゃない？」

「うっ！　そ、それだはな。トラップに引っ掛かかった方が、リプレイ的に盛もり上がるという緻ち密みつな計算があって……」

「そんな計算いりませんよ」

「まぁ、セージがひとりいるとエネミーの特とく殊しゆ能のう力りよくが分かりやすくなるから便利だな」

「《エフィシエント》を取れば、《エアリアルスラッシュ》のダメージも上がりますよ」

「なるほど～。では、セージということで」




　そんな会話が繰くり広げられる中、タイミングを見計らってＧＭが告げる。




「それじゃあ、そろそろセッションを開始しましょう」

「は～い」

　さて、それでは恒こう例れいのプレイヤー紹しよう介かいからはじめましょう。




●小こ島じまめぐみ──キャラクター：ファムリシア（通つう称しよう、ファム）

　元げん氣きプロジェクト所しよ属ぞくの声せい優ゆうさんで、愛称は〝こじまめ〟あるいは〝まめ〟。『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン、『ナイトウィザード The Animation』のロンギヌスなどを担たん当とう。この他にもインターネットラジオのパーソナリティーや、Cri☆sisという声優さんが組んでいるバンドにも参加するなど、多方面で活かつ躍やく中。

『ハートフル』では、ダイスの神様に愛されており、特にダメージロールのダイス目は特筆すべきものがある。そのために、ＧＭが戦せん闘とうプランの変へん更こうを余よ儀ぎなくされることが多い。




●小暮英麻こぐれ・えま──キャラクター：カミュラ

　マウスプロモーション所属の声優さんで、なぜか〝英麻さま〟と〝さま〟付で呼よばれている。『ナイトウィザード　The Animation』の緋室灯ひむろ・あかりとアンゼロットの二役、『マーメイドメロディぴちぴちピッチ』のかれんを担当。

『ハートフル』では、シナリオのポイントを的てき確かくに突ついてくる鋭するどい読みを見せて、周囲をうならせることもしばしば。また、小島さん同様にダイスの神様に愛され、カミュラの《ヘイスト》と《プロテクション》の効こう果かは絶ぜつ妙みような値あたいを叩たたき出す。




●大畑顕おおはた・あきら──キャラクター：ヴァリアス・ヴァンガード

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員で、通称〝Ｏはた〟。ＴＲＰＧのデータ作成を主に担当している。『ハートフル』では三下というイメージに加えて、さらにダイス目が中途半端という部分も露ろ呈ていしてしまった。せめてダイス目がもっと悪ければ、ネタになるのにとは本人の弁べん。だが、平へい均きん値ちのやや下を行くダイス目が彼の本ほん質しつを表わしているような気がする。

　合い言葉は「固定値はオレを裏うら切ぎらない！」




●菊きく池ちたけし──キャラクター：カッツ・バルゲル

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長で、通称〝きくたけ〟。『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』『ナイトウィザード』などのゲームデザイナー。『ナイトウィザード』のアニメ化は、記憶に新しいところだろう。

『ハートフル』では、三下以下の下げ僕ぼくという立場からスタートし、さらにダイス目が悪いというキャラクターが定着してしまい、本人はとても悩なやんでいる（と思う）。はたして最終巻で汚お名めい返上なるか！　こうご期待。




　という、いつものメンバーでお送りする『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル⑤　約束のアンサンブル』。それではいざ開かい幕まく！







◆プリプレイ 02◆今回予告とシナリオハンドアウト




ゆーら（以い降こう、ＧＭ）：さぁ、いよいよ今回と次回でキャンペーンも終しゆう了りようです。前回のエンディングでも言ったとおり、エルクレスト・カレッジが何者かに占せん拠きよされてしまったところから、今回のセッションはスタートします。

小島（以降、ファム）：確たしか、ゴーレムがいっぱいやってきたんですよね。

Ｏはた（以降、ヴァリアス）：それで学園が占拠された、と。

ＧＭ：そうです。では、最初に今回予告を読み上げますね。




　すべての〝デュランダルの欠片かけら〟の入手に成功したのも束つかの間、

　何者かにエルクレスト・カレッジが占拠されたとの報ほうがもたらされた。

　エルクレスト・カレッジに向かうか、それとも〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンを手に入れるために〝覇は王おうの墓ぼ所しよ〟に向かうか、四人は決けつ断だんを迫せまられる。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第九話

『記憶と現実のモザイク』

　記憶という名の幻げん影えいが現あらわれる。




小暮（以降、カミュラ）：なるほど。それでこの前、全員で一いつ緒しよに行くか、それともパーティを分けるか聞いたわけですね。

ＧＭ：そうです。その意見を元にしてシナリオを作りました。

きくたけ（以降、カッツ）：どう分かれるかで、シナリオハンドアウトも変わるからな。

ＧＭ：はい。とゆーわけで、意見を聞いた結果、シナリオハンドアウトはこうなりました。




●ファムリシア用シナリオハンドアウト

〝覇王の遺い産さん〟も残るは〝金剛の盾〟プリドウェンのみ。

　そして、このプリドウェンの情じよう報ほうが、〝遺い跡せきの街〟ラインから半日ほどの場所にある〝覇王の墓所〟にあるという。

　プリドウェンをスカディに渡わたしてはならない。あなたはヴァリアスと共に〝覇王の墓所〟に向かった。




ファム：ヴァリアスさん、よろしくお願いしますね！

ヴァリアス：おう！　《プロテクション》がないのがちょっと不安だがな（笑）。

カミュラ：じゃあ、わたしもそっちに行きましょうか？

カッツ：おいっ！　それじゃあ、こっちが私ひとりになるじゃないか。

ファム：じゃあ、あたしがそちらに行きますっ！（笑）

ＧＭ：……今になって変へん更こうしないでいただけると助かるんですけど（笑）。まぁ、もし変更するならば、それはそれで対たい応おうしますが。

ヴァリアス：まぁ、最初の案でいいんじゃないか？　オレがファムをかばっても、ファムの魔法の攻こう撃げき力りよくならなんとかなるだろう。




●ヴァリアス用シナリオハンドアウト

〝覇王の墓所〟（※）は、すでに多くの冒ぼう険けん者しやによって探たん索さくし尽つくされた場所だといわれている。

　だが、〝覇王の遺産〟のひとつ〝降こう魔ま剣けん〟ロンゴミアントは、つい最近になってここで見つかったと聞いたことがある。まだ他にも未探索の場所があることは十分考えられる。

〝覇王の墓所〟ではカッツ先せん輩ぱいもカミュラ先輩もいない。ファムを守ることができるのはあなただけだ。




ヴァリアス：そっか。覇王の墓所って『ゲーマーズ・フィールド』に掲けい載さいされた『アリアンロッド』のシナリオの舞ぶ台たいとなった場所か。

ＧＭ：せっかく覇王の話をしているので、そちらも使うことにしました。ちなみにすでに探索されているダンジョンなので、トラップはすでに解かい除じよされています。

ヴァリアス：それは助かる。さすがにトラップを見つけることはできないからな。

カッツ：どちらかといえば、シーフの能のう力りよくは学園に潜せん入にゆうするこちらの方が重要だろう。まぁ、だからこそ、こういうパーティ分けになったのだからな。

ＧＭ：じゃあ、エルクレスト・カレッジ組のシナリオハンドアウトにいきましょうか。





（※）覇王の墓所　『ゲーマーズ・フィールド8th Season Vol.5』に掲載されたシナリオ「覇王の遺産」に登場している。また、覇王の墓所についての解説が『ゲーマーズ・フィールド12th Season Vol.3』に掲載されている。






●カミュラ用シナリオハンドアウト

　エルクレスト・カレッジが何者かに占拠されたとの報を聞いた時、あなたが思い出したのは先生や各かく寮りようのプリフェクトだけが知っている秘ひ密みつの抜ぬけ道だった。この抜け道を使えば、誰だれにも知られずにエルクレスト・カレッジの中に入ることができるはずだ。

　まずはエルクレスト・カレッジの中の様子を知ることが先決だろう。そうすれば何か手を打てるかもしれない。




カミュラ：秘密の抜け道？

ＧＭ：いざという時のための避ひ難なん用です。公おおやけに知られると学生たちに悪用されかねないので、先生とプリフェクトしか知りません。

カミュラ：どこに繋つながっているんですか？

ＧＭ：エルクレストの街にも学園が所有している建物があるんですが、そこから学園の一号ごう棟とう地下にある遺跡に繋がっています。

カミュラ：地下ですか。あっ、そういえば学長からもらった転送石って使えるんですか？

ＧＭ：もちろん使えますよ。転送石だと一号棟の中にある神しん殿でんの分社に飛ばされます。

カミュラ：転送石で学園に戻もどってもいいんですよね。

ＧＭ：もちろん。どちらの方法を取るかは、みんなで相談して決めてださい。




●カッツ用シナリオハンドアウト

　エルクレスト・カレッジには多くの友人や先生たちがいる。彼らは大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　それにようやく再さい会かいできたラリエットも……。

　だが、心配なのはファムやヴァリアスも同じはずだ。あそこにはプリシアやケセドもいるのだ。その気持ちを抑おさえてファムたちはあなたにすべてを任まかせたのだ。

〝覇は王おうの墓所〟へと向かう彼らのためにも、必ず学園を救わなければ！




カッツ：そうなんだよ。学園の中にはラリエットがいるんだよな。カッツ的には、まず妹を助けたい。

ファム：それにプリシアもいるはずですから。

ヴァリアス：とはいえ、そっちはカッツ先輩とカミュラ先輩に任せるしかないからな。

ファム：お願いしますっ！




＊　＊　＊




ＧＭ：とゆ～ことで、今回はダンジョンシナリオになっています。今までとはちょっと違ちがう工く夫ふうも凝こらしましたから、がんばって攻こう略りやくしてくださいね。

カッツ：パーティがふたつに分かれているから慎しん重ちようにいかないとな。

カミュラ：攻撃役がカッツさんだけですものね（笑）。

カッツ：任せてくれたまえ。

カミュラ：あと、ヴァリアスさんたちはＨＰポーションをたくさん持っていかないと。

ヴァリアス：あっ！　おぉー、確たしかに。

ファム：カミュラさんに【ＨＰ】を回復してもらえませんものね。

ＧＭ：はい。じゃあ、レベルアップと買い物を先に済すませてしまいましょう。




●ファムリシアの成長

ＧＭ：それではレベルアップで変わったところを発表してもらいましょう。まずはファムからお願いします。

ファム：分かりました。はじめに言ったとおり、サポートクラスがセージになりました！

ＧＭ：ついに転てん職しよくですね。

ファム：はいっ！　さらにキャラクターレベルが８になりましたので、【ＨＰ】が37、【ＭＰ】が77になって、スキルはメイジから《エキスパート：風》（※）、セージから《エフィシエント》（※）を取りました。

ＧＭ：さらにファムの魔ま法ほうのダメージが大きくなった（笑）。

ファム：あと、セージにクラスチェンジになったので《エンサイクロペディア》（※）も使えるようになりました。これで敵てきの正体も分かります。

カッツ：今までエネミー識しき別べつなんて、ほとんどしなかったもんな（笑）。

ファム：装そう備びは前回と同じです。ただ、ＨＰポーションとかをたくさん買いました。

ヴァリアス：それが重要（笑）。





（※）《エキスパート》　メイジのスキル。選択した属性の魔術の効果が上昇する。

（※）《エフィシエント》　セージのスキル。魔法の効果が上昇する。

（※）《エンサイクロペディア》　セージのスキル。エネミー識別をセットアッププロセスに行なえる。
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●ヴァリアス・ヴァンガードの成長

ヴァリアス：同じくキャラクターレベルが７から８にアップして、【ＨＰ】が68、【ＭＰ】が45になった。そしてオレは気がついた（笑）。

ＧＭ：今度は何に？

ヴァリアス：クライマックスフェイズの戦せん闘とうで、よく戦闘不ふ能のうになることに（爆笑）。

ＧＭ：おいっ！

ヴァリアス：そこでガンスリンガーから《ラストアクション》（※）を取得。これで戦闘不能になっても、一回攻撃できるぜ！　もうひとつは、重い槍やりを装備するために《エンラージリミット》（※）を取った。その結果、武ぶ器きがウィングランシアという、投げても手元に自動的に戻もどってくる槍に変わった。それと予よ備び武器として光の槍も買った。

ＧＭ：え？　そんなに武器を買ってお金足りるの？

ヴァリアス：足りるわけないじゃないですか！

ファム：はいっ！　ヴァリアスさんに一万Ｇ貸かしました！（爆笑）

ＧＭ：また借金か……。





（※）《ラストアクション》　ガンスリンガーのスキル。戦闘不能になった時にメインプロセスを一回行なえる。

（※）《エンラージリミット》　ウォーリアのスキル。装備品や所持品の重量制限が上昇する。
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●カミュラの成長

カミュラ：次はわたしですね。わたしもキャラクターレベルが８になりました。【ＨＰ】は46、【ＭＰ】は74です。最初からフェイトを１点使って《ファミリア》を使えるようにしておきますので、ファミリアの分も入れて【ＭＰ】は[image: ]です。

ヴァリアス：そっか。オレも今回は最初から《ブルズアイ》を使えるようにしておこう。

ＧＭ：前の巻かんでは忘わすれそうになりましたからねぇ。それでスキルは何を取りました？

カミュラ：《ヘイスト》を３から４レベルに上げて、もうひとつは《ブレッシング》（※）を取りました。

ＧＭ：《ブレッシング》ですか。

カミュラ：これをトラップ解かい除じよの前にカッツさんに掛かければいいかと思って。

カッツ：またカッツ専せん用ようかよ。まぁ、《ブレッシング》してもらえれば助かるが（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいです。あ、それから神しん獣じゆうの杖つえのスキルも決めておいてください。

カミュラ：それはもう決めてあって、《サモン：フェンリル》にしました。今回はバラバラになりますから範はん囲いの回かい復ふくはあまり使わないかと思って。

ヴァリアス：確たしかに。さすがカミュラ先せん輩ぱいだぜ。





（※）《ブレッシング》　アコライトのスキル。行為判定のダイスを一個増やす。
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●カッツ・バルゲルの成長

ＧＭ：では最後はカッツ、どうぞ。

カッツ：実は私もクラスチェンジしたのだ。

ＧＭ：サムライですか？

カッツ：うむ。サムライも捨すてがたかったのだが、いろいろ考えてウォーリアにした。

ＧＭ：あれだけ、前巻ではサムライ、サムライ言ってたのに（笑）。

カッツ：戦場をコントロールするスキルが欲ほしかったのだよ。ということで取得したスキルは《プロヴォック》（※）と《カバームーブ》（※）。キャラクターレベルも上がったので【ＨＰ】は57、【ＭＰ】も57。もちろんフェイトを使って、モンクの《インテンション》は有ゆう効こうにしておく。

ＧＭ：装そう備びは？　サポートクラスがウォーリアになると使える防ぼう具ぐが増ふえるんじゃ……。

カッツ：それが【筋きん力りよく】が全然足りなくて装備できなかったので、頭部をオリハルコンの髪かみ飾かざり、装身具を豊ほう穣じようの花か冠かんにした。もう、ビジュアル的な部分は考えるのを止やめた（笑）。

ＧＭ：分かりました。せっかくなのでｂｏｍｉさんにイラスト化してもらいましょう。

カッツ：おいっ！（一同笑）





（※）《プロヴォック》　ウォーリアのスキル。敵を挑発して、そのラウンドの行動を自分への攻撃にさせる。

（※）《カバームーブ》　ウォーリアのスキル。離れた相手に《カバーリング》を使用することができるようになる。
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オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆運命の選せん択たく




　エリンディルには世界の理ことわりを司つかさどる顕けん現げんたる六種の精せい霊れいの他に、運命を司る精霊が存そん在ざいしていると説とく者がいる。その精霊は世界の変へん革かく──すなわち時代が移うつり変わる時に目覚め、他の精霊の王に力を与あたえるとも、エリンディルに住まうありとあらゆるものたちに運命の選択を迫せまるような試し練れんを与えるともいわれている。

　それら運命の精霊を司る精霊王の名こそ、〝銀の輪の女王〟アリアンロッド……。




ＧＭ：さて、それではさっそくオープニングフェイズから始めましょう。場所は第八話と同じく〝迷めい路ろの街〟メアンダール。目の前には神官長のナジムがいるという、前回からの続きとなります。

カッツ：ナジムか……。ひとりでリリスと戦っていたあの神官長だな。

ヴァリアス：そして見事に敗れ去った（笑）。

ＧＭ：はい。そのナジムさんです。

カミュラ：では、ナジムさんからいろいろと教えてもらいましょう。

カッツ：そうだな。まずはエルクレストの現げん状じようから教えてくれ。

ＧＭ／ナジム：「第八話のエンディングで言った以上のことは分からん」と胸むねを張はっていいます（一同笑）。

カッツ：おいっ！

ＧＭ／ナジム：「エルクレスト神しん殿でんも混こん乱らんしておるようでな。エルクレスト・カレッジが多数のゴーレムによって占せん拠きよされた、そのゴーレムは見たこともないタイプで魔ま法ほうに対しても高い抵てい抗こう力りよくを持っていた、くらいのことしか伝わってこないのだ」

カミュラ：くわしいことはエルクレストに行ってみないと分からない、ということですね。

ＧＭ／ナジム：「うむ。そういうことだ」大きく頷うなずきながら答えます。

ファム：それじゃあ、覇は王おうの墓ぼ所しよについては？

ＧＭ／ナジム：「それならば知っておる。〝遺い跡せきの街〟ラインの近くにある有名な遺跡だ」

ヴァリアス：でも、そこって冒ぼう険けん者しやに探たん索さくし尽つくされているって聞いているぜ……と、シナリオハンドアウトに書いてある（笑）。

ＧＭ／ナジム：「だが、最近になって覇王の遺産が見つかっているからな。まだ他にも隠かくし部屋があるかもしれん」

ファム：そっちも、やっぱり行ってみないと分かりませんね。

ヴァリアス：他に訊きくことってあったっけ？

ファム：ブルギニオンさんのこと？

カッツ：だな。

ＧＭ：ブルギニオンについては、ある程てい度どのことはすでに知っています。錬れん金きん術じゆつの道具を駆く使しして、エリンディルの正せい確かくな地図を作った人です。種族はネヴァーフで、性別は男。

ヴァリアス：まだ生きているのか？

ＧＭ／ナジム：「いや、もうすでに他界されておるだろう。メアンダールを出立された時には、すでに二〇〇歳さいを超こえていたはずだ。ネヴァーフとしてはかなり長命ではあったが、それから四〇〇年近く経たっているからな」

ファム：そうですか……。

ＧＭ／ナジム：不安そうなファムを見てナジムは笑え顔がおで語りかけます。「そう心配するな。〝覇王の墓所〟へ行けというメッセージを残した以上、ブルギニオン殿は〝覇王の墓所〟に何か仕し掛かけを施しているはずだ」

カミュラ：ナジムさんの言うとおりですよ。それよりもここから二手に分かれることになるんですから、お互たがいにがんばらないと。特にカッツさん（笑）。

カッツ：そうだな……って、なんで私だけ（笑）。

ヴァリアス：まぁ、とにかく。学園のことは、カッツ先せん輩ぱいとカミュラ先輩に任まかせた。

カッツ：そっちこそ、ファムのことは任せたぞ。今度は学園で会おう。そうだ、その時にうまい飯をふたりにおごってあげよう。

ファム：ほんとですかっ!!　じゃあ、上野のお店で焼き肉がいいです！

カッツ：なんでそこでリアルな話が出てくる？（笑）

ファム：え？　そ、それじゃあ……（真ま面じ目めな声で）学園に戻もどったらカッツさんに言いたいことがあるんです。

カッツ：ぶばっ！　こんなところで死にフラグ立てないでいただきたい。

カミュラ：そうだ。（嬉うれしそうに）学園に戻ったらカッツさんの誕たん生じよう日びをお祝いしましょう。

カッツ：誕生日を勝手に作るな（笑）。

ファム：それ、いいですね。じゃあ、ケーキはあたしが作ります！

カッツ：おいっ！

カミュラ：というわけで……コホン。カッツさん、学園で再さい会かいしましょう。

カッツ：って、カミュラは私と一いつ緒しよに学園に行くんだろ！

ファム：あはははは（笑）。

カッツ：まったく、このままだと本当にひとりで学園に行ってこいと言われかねんな。

カミュラ：さて、冗じよう談だんはさておき。みなさん、ここからが正念場ですよ。がんばりましょう。

一同：おーっ！

ＧＭ／ナジム：「では、急いで《テレポート》の準じゆん備びを始めるとしよう」ナジムは神官のひとりに、ラインとエルクレストへの《テレポート》の経けい路ろの確かく認にんと担たん当とうの神官を呼よび出すように命じます。

ファム：経路の確認？

ＧＭ：《テレポート》といっても、好きな場所に飛べるわけではないんですよ。あらかじめ飛ぶ先を決めておく必要があるんです。ただ、各神殿ごとに他の街の神殿を《テレポート》先にしておくように義ぎ務むづけられているので、《テレポート》だけで街から街へ移い動どうすることもできます。ただし、飛ぶ先は必ず神殿になってしまいますが。

ファム：それでディアスロンドからメアンダールまで《テレポート》で行けたわけですね。

ＧＭ：そういうことです。ただし、すべての神殿同士で繋つながっているわけではないので、何回も《テレポート》が必要になることもあります。メアンダールの神殿は、ラインとエルクレストが《テレポート》先に指定されていないので、その経路を調べる必要があるわけです。

ファム：なるほどぉ。

ＧＭ：とまぁ、軽く説明したところで、シーンを変えましょう。ここから先はファム＆ヴァリアス組と、カミュラ＆カッツ組に分かれての行動となります。買い忘わすれたアイテムとかポーションとかあったら、今のうちに買っておいてくださいね。

ファム：これでＨＰポーション足りるかなぁ。

カッツ：重量に余よ裕ゆうがあるなら、多めに持っていった方がいいぞ。

カミュラ：まだ重量に余裕があるの？

ファム：はい。あと少しですけど。

カミュラ：じゃあ、これをファムに渡わたしておきます。どうやら使わずにすみそうだし。




　不安そうな表ひよう情じようを浮うかべているファムに、カミュラは魔ま法ほう陣じんの刻きざまれた水すい晶しようを手渡した。




「これですぐに学園に戻ってこれるでしょ」




　それはカミュラが学長から預あずかった転送石。

　じっと転送石を見つめているファムの顔から、徐じよ々じよに不安そうな表情が消えていく。




「ありがとうございます！」




　カミュラにお礼を言うファム。その表情にはいつの間にか笑顔が戻っていた。







◆オープニング 02◆覇は王おうの墓ぼ所しよ




　小高い丘おかの麓ふもとにある石いし造づくりの質しつ素そな建物──それが〝覇王の墓所〟への入口であった。

　内部の探たん索さくはほぼ終しゆう了りようし、今では詣もうでる人もほとんどいないためか、後から取り付けられた木もく製せいの扉とびらは背せの高い雑ざつ草そうで隠かくされてしまっている。




ＧＭ：さて、それではまずはファムとヴァリアスのシーンから始めましょう。

ファム：はーい。

ヴァリアス：ういっす。

ＧＭ：メアンダールからラインへと《テレポート》したふたりは、ラインから半日ほど歩いて〝覇王の墓所〟へと向かいます。そして、今。ファムとヴァリアスは一番奥おくの部屋にいます。

ヴァリアス：早っ！（笑）

ファム：え？　トラップとかはないんですか？

ＧＭ：最初に説明したとおり、覇王の墓所は探索しつくされている遺い跡せきなんです。だから、解かい除じよ可か能のうなトラップはすべて解除されています。

ヴァリアス：そりゃ、そうだ。

ＧＭ：とゆーことで、今いる場所は三〇メートル四方くらいの大きな部屋の中です。

ファム：何か見えますか？

ＧＭ：いえ、何もありません。

ファム：え？　何もないんですか？

ＧＭ：はい。何もありません。入ってきた扉はありますけど。

ヴァリアス：ということは、ここが魔族アブライエンが封ふうじられていた部屋か。

ファム：アブライエン？

ＧＭ：そういうシナリオが『ゲーマーズ・フィールド』に掲けい載さいされていたんです。ちなみに、そのシナリオで手に入れることができるのが〝覇王の遺産〟のひとつ、〝降こう魔ま剣けん〟ロンゴミアントというわけです。

ヴァリアス：その剣が巡めぐり巡ってエルクレストに来たというわけだな。

ＧＭ：そういうことです。

ファム：でも行き止まりなんですよね。とりあえず壁かべを叩たたいてみましょう（笑）。

ＧＭ：ファムが壁の方へと近づいていき、壁を叩こう…。

ファム：（嬉うれしそうな声で）ペンダントが光るんですよ！

ＧＭ：…とすると……はい？

ファム：いえ、ペンダントが光るといいなと。実は今回が最さい終しゆう巻かんじゃないですか。だから、ペンダントが何かに使えないかと思って『天空の城しろラピュタ』を見てきたんですよぉ。

ＧＭ：このリプレイのために？

ファム：はいっ！

ＧＭ：そういうことなら、その演えん出しゆつはいただきましょう。ファムが壁に近づくと、ファムの胸むねにあるペンダントが暖あたたかい緑色の光を放ちます。と、同時に壁を構こう成せいしている石材の隙すき間まからも光が漏もれ始めます。
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ファム：ヴァリアスさんっ！　こっちへ来てください!!

ＧＭ：ゴゴゴゴゴゴゴ！　光が溢あふれる場所を境さかいにして壁が左右に開き、その先にはさらに通路が現あらわれます。

ヴァリアス：こんなところにも隠し通路が？　このダンジョンのシナリオを書いたのはオレだけど、こんな仕組みがあったのは知らなかったぜ（一同笑）。




　当たり前です。




ファム：とりあえず進むしかないようですね。

ヴァリアス：そうだな。

ファム：行きましょう！

ＧＭ：ペンダントによって出しゆつ現げんした通路を歩いていくと、やがて扉に突つき当たります。

ヴァリアス：開けるしかないか。カッツ先せん輩ぱいがいないんじゃ、トラップを調べることもできないしな。ファムは下がってくれ。扉はオレが開けよう。

ＧＭ：扉には鍵かぎはかかっていませんので、何事もなく開けることができます。トラップはかかっていません。

ヴァリアス：ふぅ、助かった。

ＧＭ：扉の向こうは、先ほどの広間よりもかなり小さい部屋になっています。広さは一〇メートル四方くらい。

ファム：どんな部屋なんですか？

ＧＭ：錬れん金きん術じゆつのさまざまな道具が置かれていますね。学園内で見たことがあるものから、見たことのないようなものまでいろいろとあります。

ヴァリアス：確たしかブルギニオンって錬金術師だったよな。彼の工こう房ぼうか？

ＧＭ：しばらく辺りをキョロキョロと見回していると、部屋の奥おくの暗がりにゆらりと動くものが……。

ヴァリアス：なんだっ!?

ＧＭ：ゆらーりゆらーりと左右に揺ゆれながら近づいてくるその影かげが、だんだんと姿すがたを現わします。

ファム：お、お化けさんですか？

ヴァリアス：そんなわけないだろ……って、これファンタジーか。普ふ通つうにアンデッドがいるじゃん（笑）。

ＧＭ：ゴーストが普通にいますからね。さて、その影ですがどうやら人の姿をしているようです。ただし、ちょっと小さい。

ファム：小さい？

ＧＭ：だいたい人間──この場合、ヒューリンですが──の三分の二ほどの大きさです。しかもちょっと太め。

ヴァリアス：それって、ネヴァーフなんじゃないか？

ファム：ってことは……ブルギニオンさんっ!?




　驚おどろくファムとヴァリアスの声が部屋中に響ひびき渡わたる。

　影の中を近づいてくる人物の顔がようやく顕あらわとなり、驚くファムとヴァリアスの前にその姿を現わす。それは、豊ゆたかな真っ白な顎あご髭ひげを蓄たくわえたネヴァーフの老人だった。

　彼はぶすっとした顔で、まるで値ね踏ぶみするかのようにファムとヴァリアスを交こう互ごにしばらく見つめた後、一転して人ひと懐なつこそうな笑え顔がおを見せるとふたりに声を掛かけてきた。




「ほう、こんなところにお客さんとは珍めずらしい。ブルギニオンの工房に何か用かの」







◆オープニング 03◆エルクレストへの帰き還かん




　エルクレストの街は、不気味な静けさに包まれていた。

　大通りには買物客もおらず、そもそも大半の商店も閉しまっている。

　いつも大おお勢ぜいの人々で賑にぎわう〝賢けん人じんの広場〟にも誰だれもいない。ただ、巡じゆん回かいしている騎き士しの鎧よろいが奏かなでる金きん属ぞく音おんが響くだけだった。




ＧＭ：次はカミュラとカッツのシーンです。無事、エルクレスト神しん殿でんへと《テレポート》することができました。

カッツ：とりあえず、神殿の神官長に話を訊きこう。それが一番早そうだ。

ＧＭ：では、ナジムから連れん絡らくも来ているので、そのまま神官長のところまで案内されます。

カッツ：で、街の中はどうなっているんだ？

ＧＭ／神官：カッツが道すがら案内役の神官に訊くと、説明してくれます。「街の方は特に問題ありません。ただ、念のために外出は控ひかえるようにと評ひよう議ぎ会かいから通達が出ています」

カミュラ：学園の方はどうですか？

ＧＭ／神官：「エルクレストの水銀騎士団だんが冒ぼう険けん者しやと共に奪だつ還かんを試みましたが、すべてゴーレムに撃げき退たいされています」

カミュラ：魔ま法ほうが効ききにくいと聞いていますけど、本当なんですか？

ＧＭ／神官：悔くやしそうな顔で神官は頷うなずきます。「ただ、ゴーレムを指し揮きしていたのが深しん紅くの甲かつ冑ちゆうを着た戦士ということだけは判はん明めいしています。何者かは分かりませんが……」

カッツ：深紅の甲冑？

ＧＭ／神官：「甲冑の戦士が出てきた途と端たんにゴーレムたちが退たい却きやくしていったので間ま違ちがいないでしょう。ただ……」

カミュラ：ただ？

ＧＭ／神官：「その戦士が投げた槍やりによって、騎士団と冒険者は全ぜん滅めつしてしまいました」

カッツ：《ゲイ・ボルグ》か？　シーン全体に攻撃じゃどうしようもないな。

カミュラ：ねぇ、カッツさん。もしかして赤い甲冑の戦士って、二巻かんでモーズレイ先生と一いつ緒しよに出てきた女じよ性せいじゃない？

カッツ：ヤツか！　となると《ゲイ・ボルグ》を使える理由も分かるな。確たしかスカディに伝わるスキルと言っていたからな。

カミュラ：学長や他の学生たちは？

ＧＭ／神官：「確かく認にんは取れていませんが、大半の学生たちは逃にげ出すことができたようです」ここまで言ったところで、言いよどむ神官。「……ただ、彼らを逃がすためにアルディリケ学長や教きよう師しのほとんどが学園内に残ったままです」

ＧＭ：というところで、神官長のところに到とう着ちやくします。神官長の名前はジャスパー＝エムロード。エルダナーンの男性で、年ねん齢れいはだいたい四○歳さいくらいです。カミュラたちが部屋に入ると、立ち上がって握あく手しゆを求めてきます。

カミュラ：面めん識しきはあります？

ＧＭ：あります。学園の祭典などの時には出席しますし、もともと冒険者と神殿の結びつきは深いですから。

カミュラ：では、こちらも手を差し出しましょう。

ＧＭ／ジャスパー：「よくご無事で。まずは状じよう況きようをご説明しましょう」ジャスパーは、挨あい拶さつもそこそこにエルクレストと学園の現げん況きようを話してくれます。とはいっても、さっき神官から聞いた話と大差ありませんが。

カッツ：つまり、こちらから仕掛けても被ひ害がいが増ふえるだけ。ただし、向こうからは何もしてこない。内部の状況は分からない。そんな感じか。

ＧＭ／ジャスパー：「そのとおりです。かといって、何もしないわけにはいかない。神殿も評議会も対応に困こまっているのが現状です」大きなため息をつくジャスパー。

カミュラ：そういうことなら、わたしの出番ですね。

カッツ：（優やさしい笑え顔がおで）がんばってください。

カミュラ：何言ってるんですか？　カッツさんも一緒に来るんですよ！

カッツ：やっぱり、そうですよね（一同笑）。

カミュラ：神官長。学園に繋つながる秘ひ密みつの抜ぬけ道があるのをご存ぞんじですか？

ＧＭ／ジャスパー：なるほど。学園関係者と各かく寮りようのプリフェクトだけが知っているという、あの通路ですか。しかし、あの道はとても狭せまいために大勢の騎士や兵士を送ることはできないはずですし、そもそも資し格かくのある者と一緒でないと……。

カミュラ：そうなんですか？

ＧＭ：道に繋がる扉とびらを開けるためには個こ人じん認にん証しようが必要なんです。もちろん魔法的な手しゆ段だんによるものですけど。

カミュラ：学園から逃げ出すことのできた先生やプリフェクトは？

ＧＭ／ジャスパー：「残念ながら今のところ確認できていません。おそらく他の学生たちを逃がすので精せい一いつ杯ぱいだったのではないかと……」悔しそうに呟つぶやきます。

カミュラ：分かりました。そういうことであれば、わたしたちが行きましょう。それがプリフェクトの務つとめですし、助けなければならない人もいますしね。

カッツ：あっ！　そうだよ。学園の中に妹がいるんだよ。行かなきゃダメじゃん（笑）。




　いまさらそんなこと言わないでください。




ＧＭ／ジャスパー：そういうことでしたら、こちらは陽動を引き受けましょう。まだ抜け道の存そん在ざいは知られていないと思いますが、念には念を入れておいた方がよいかと。

カミュラ：お願いします。さぁ、忙いそがしくなりますよ。わたしたちオルランド寮の力を見せてあげましょう。

カッツ：なんでそこで寮が出てくるんですか？

カミュラ：だって、プリフェクトですから。他の寮は役立たずですし（笑）。

カッツ：イエミツが聞いたら、歯ぎしりして悔しがりそうなセリフだな（一同笑）。ん？　そういえばプリフェクトが誰も逃げてないってことは、イエミツもまだ学園の中か。

ＧＭ：そうなりますね。

カッツ：ここは助けてあげて、恩おんを売っておくのがよいかと（一同笑）。

カミュラ：まぁ、なんて腹はら黒ぐろいことを言うんですか、カッツさん！　……それはいいアイデアですね（爆笑）。

ＧＭ：どっちなんですか。まぁ、それはともかく通路から入るということでＯＫですね……っと、そういえば、転送石はファムに渡わたしたんでしたっけ。

カミュラ：そうです。

ファム：はい！　受け取りました。

ＧＭ：分かりました。それではこちらもシーンを終しゆう了りようします。次からミドルフェイズです。







ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆ブルギニオンの告白




　冒ぼう険けん者しや必ひつ須すともいわれる『トラベルガイド』には、詳しよう細さいなエリンディルの地図が掲けい載さいされている。この元となる地図を作製したのが、覇は王おうの友人としても知られるネヴァーフの錬れん金きん術じゆつ師しブルギニオンである。

　その伝説の人物がファムたちの目の前にいた。




ＧＭ：さて、ここからミドルフェイズになります。まず最初はファムとヴァリアスのシーンからです。ちなみにカミュラとカッツは登場できません。

カミュラ：まぁ、そうですね。

カッツ：遠く離はなれてエルクレストにいるからな。

ＧＭ：そういうことです。とゆーことで、ファムとヴァリアスの前にはネヴァーフの錬金術師の老人がいます。

ファム：えっと、えっと……。お、おじゃましてました！（一同笑）




　過か去こ形けいですか。




ヴァリアス：いや、まぁ、すでにおじゃましていることに間ま違ちがいはないけど（笑）。それよりもここに来た目的を言った方がいいんじゃないか？

ファム：え？　……あっ、言われてみれば確たしかにそうですね。えっと、あたしの名前はファムリシアです。ファムと呼よんでください。メアンダールという街の神官長のナジムさんに言われてここに来たんですけど……。

ＧＭ：「ナジム？　ずいぶん懐なつかしい名前を聞くのぉ」そう言いながらネヴァーフの老人はファムが掛かけているペンダントに目をやります。「なるほど、そのペンダントは〝ブリガンティアの血〟じゃな。ということは、デュランダルを鍛きたえ直す時が来たというわけか」

ファム：ということは？

ＧＭ：ネヴァーフの老人はそれには答えず、「こちらへ来なさい」と言いながら隣となりの部屋へと向かっていきます。では、ここで【感知】判はん定ていをどうぞ。

ファム：【感知】ですか？　……（コロコロ）12です。

ヴァリアス：こっちは11。

ＧＭ：ではふたりとも分かります。ネヴァーフの老人が向きを変えて歩き出した時に、かすかに機械の音が聞こえたような気がしました。

ファム：おじいさんからですか？

ヴァリアス：モーター音とか歯車とか？

ＧＭ：そんな感じですね。

カミュラ：きっとお茶ちや汲くみ人形みたいにカタカタいってるんですよ。

ＧＭ：お茶汲み人形って、江え戸ど時代にあったからくり人形の？

カミュラ：そうそう。きっと、彼の後をついていくとふたり共人形に改かい造ぞうされてしまうんですよ（笑）。

ファム：えー！　おじいさんは悪い人だったんですかっ!!




　そんなことありません。




ヴァリアス：機械音がするってことは、おそらくゴーレムかなんかじゃないか？　ナジムさんも、もう死んでいるはずだみたいなこと言っていたしな。

ＧＭ／ゴーレム：「そのとおり。わしはブルギニオンの記き憶おくを移うつされたゴーレムじゃ。ここに来たのはデュランダルを求めてじゃろう」

ファム：そのとおりです。

ＧＭ／ゴーレム：「残念だが、デュランダルを再さい生せいさせるためには、すべての〝覇王の遺い産さん〟が必要じゃ」

ヴァリアス：あと、行方ゆくえが分からないのは〝金こん剛ごうの盾たて〟だけだ。ブルギニオンが持っていたって聞いたから、ここに来たんだけど……。

ＧＭ／ゴーレム：「〝金剛の盾〟プリドウェンじゃな」

ファム：そうです！

ＧＭ／ゴーレム：「プリドウェンは……」

ヴァリアス：プリドウェンは？

ＧＭ／ゴーレム：「ここにはない」

ファム：はい？

ＧＭ／ゴーレム：「プリドウェンは、エルクレスト・カレッジにある」

カッツ：おいっ！

ファム：なんとーっ！

ヴァリアス：こっちは無む駄だ足あしかよ～。

ＧＭ／ゴーレム：「そんなことはない。プリドウェンはエルクレスト・カレッジの基き礎そとなっている古代遺い跡せきに封ふうじてある。そのため、普ふ通つうの方法で手入れることはできん」

ヴァリアス：どうすれば手に入れることができるんだ？

ＧＭ／ゴーレム：「方法はふたつある。もっとも単たん純じゆんな方法は……」

ファム：方法は？

ＧＭ／ゴーレム：「エルクレスト・カレッジを破は壊かいすることじゃ」

ファム：え───────っ!?

カッツ：おいっ！

ＧＭ／ゴーレム：「もちろん、そういうわけにはいかないだろう。そこで、もうひとつの方法じゃ」

ヴァリアス：最初からそっちを言え（笑）。

ＧＭ／ゴーレム：「エルクレスト・カレッジの記憶を利用するのじゃ」

ファム：記憶？

ヴァリアス：記憶を利用する……難むずかしいことを言うなぁ。

ＧＭ／ゴーレム：「それほど難しいことではない。人が過去を記憶しているように、物も過去を記憶している、というだけの話じゃ」




　ブルギニオンの姿すがたを借りたゴーレムは静かに語りだす。




「記憶とはとても儚はかなく、脆もろいものだ。お主は昨日出会った人のことは憶おぼえているだろう。では一週間前に会った人は？　一ヶ月前、一年前に会った人のことは？　おそらく正せい確かくに憶えていないだろう」




　一いつ所しよ懸けん命めい思いだそうとするファムたち。

　だが、ゴーレムの言うとおり正確に憶えているはずもない。




「だが、お主に一年前に会ったという人が現あらわれたらどうなる？　そして、その人がその時のことを話してくれる。印象的な出来事であれば即そく座ざに違ちがうと分かるかもしれない。だが、その人が頻ひん繁ぱんに会う人で、その内ない容ようがちょっと立ち話をしただけというものだったら？」




ファム：きっと信じてしまいます。

ヴァリアス：あぁ、そうだな。

ＧＭ：「しかし、そんな事実がなかったとしたらどうだろう。実じつ際さいには起こらなかったことが、お主たちの中では過か去この出来事として記憶されるわけだ」




　なおも問い掛かけるゴーレム。

「たとえば、そのペンダントを手に入れた時のことを憶えているかの？　だが、その記憶は本当じゃろうか？　もしかしたら誰だれかにペンダントを手に入れたという嘘うそを吹ふき込こまれたことによって、そのペンダントが現われたのかもしれんぞ？」




ファム：そんなこと言われても、記憶を疑ったらきりないですよ。

ＧＭ／ゴーレム：「所しよ詮せん、過去というものは記憶の中にしかないからの」

ヴァリアス：で、その哲てつ学がく的な話は分かったけど、それがどうかしたのか？

ＧＭ／ゴーレム：出来の悪い学生を見るような目つきでヴァリアスを見て、ゴーレムはため息をつきます。「まだ分からぬのか。つまり、エルクレスト・カレッジの記憶へと入り込んで、記憶を変えてしまえということじゃ。学園の持っているプリドウェンを封じているという記憶を変えてしまえば、手に入れることができるということじゃよ」

ファム：そんなことができるんですかっ！

ＧＭ／ゴーレム：「人が記憶を思い出す方法があるように、ある手順にしたがえば物の記憶に入りこむこともできるのじゃ。突とつ然ぜんいなくなってしまう人を神かみ隠かくしにあったと言うが、それらの一部は偶ぐう然ぜんこの手続きを踏ふんでしまい、物の記憶へと入り込んでしまったがために起こったことじゃ」

ファム：なるほどぉ～。

ヴァリアス：ちょっと待て！　ということは、記憶に入ったら戻もどってこれないってことか？

ＧＭ／ゴーレム：「案ずるな。入る方法があれば、出る方法もある。そのどちらも教えるから安心せい。あとはお主たち次し第だいじゃ。いいか、まず……」




　この遺い跡せきの中にある転送装そう置ちの使い方、エルクレスト・カレッジの記憶への入り方、そして記憶から出る方法をファムたちに教えたゴーレムは、疲つかれたかのように椅い子すに座すわり込んだ。




「ありがとうございました、ブルギニオンさん……のゴーレムさん！」




　ペコリと頭を下げるファムを、優やさしい笑え顔がおで見つめるゴーレム。

　転送装置が作動し、ファムたちが青白い粒りゆう子しとなって消えたことを確かく認にんした後、ブルギニオンの姿すがたを模もした機械人形は、静かに目を閉とじる。




「そろそろ記憶の保持が難しくなってきたようじゃの……。シャルリシア殿どの。最後のワシもようやくあなたの元にいけるようです」




　いつのまにか、部屋の中にかすかに響ひびいていた機械音も聞こえなくなっていた。







◆ミドル 02◆古代遺い跡せきへ




　狭せまく、暗い地下道をゆっくりと進む。さらされた肌はだをひんやりとした空気が包み込む。

　灯あかりは手元にあるランタンだけ……。
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ＧＭ：では、次はカミュラ・カッツ組です。隠かくし通路をしばらく前に進んでいくと、扉とびらに突つき当たります。

カッツ：一いち応おう扉は調べておくか。（コロコロ）トラップ判はん定ていで……おっ！　最初から調子がいいぞ。27だ。

ＧＭ：トラップは仕し掛かけられていないようですが、鍵かぎＢが掛かっています。

カッツ：鍵Ｂ？　それじゃ開かないじゃないか。

カミュラ：何やってんですか、カッツさん。

ＧＭ：と、カミュラが扉に近づくと、扉の周囲が青白くぼわっと光り、自動的に扉が開いていきます（笑）。

カッツ：おいっ！

ＧＭ：だから最初に言ったじゃないですか。プリフェクトとかじゃないと通れないって。

カッツ：……そうだっけ？




　はい、言いました。




カミュラ：まぁ、扉が開いたので問題はないということで。ではお先に～（笑）。

ＧＭ：カミュラが扉を抜ぬけると、その向こうはちょっと広い部屋になっています。

カッツ：やっと広いところに出たか。

カミュラ：あら、カッツさん。

カッツ：あら、じゃない！　あんなところに置いてけぼりにされてたまるか。

ＧＭ：では、ふたり共部屋に入ってきました。それと同時に扉が自動的に閉とじます。

カミュラ：それで周囲の様子は？

ＧＭ：石いし造づくりの部屋ですね。南側に棚たながあります。棚は一見すると木でできているように見えますね。他には扉が東側に三つ並ならんでいて、あとは北側にひとつ。扉はすべて金きん属ぞく製せいです。ちなみに出てきたのは西側の隠し扉からです。




　読みながらダンジョンの様子が分かりやすいように、読者の方には先に地図をお見せしておきましょう。




カッツ：扉が多いな。どっから調べたらいいものか……。

カミュラ：棚は見ないんですか？

カッツ：そうだな。とりあえずトラップ探たん知ちくらいしておくか。（コロコロ）24。

ＧＭ：特にトラップはなさそうですね。

カッツ：何もないか……。

ＧＭ：と、カッツがごそごそと棚を調べていると後ろから誰すい何かする声が聞こえてきます。「誰だれかそこにいるのですか？」

カッツ：誰だ？

カミュラ：誰もいません（一同笑）。

ＧＭ：「その声は……もしやカミュラさんですか？」

カミュラ：（声色を変えて）違ちがいます（一同笑）。




　なぜ、そんなに否ひ定ていするのですか？




カッツ：おいおい……えっと、声に聞き覚えは？

ＧＭ：（ようやく聞いてくれた）もちろんありますよ。モーズレイ先生の声です。

カミュラ＆カッツ：モーズレイ先生っ!?







◆ミドル 03◆過か去こへの旅立ち




　覇は王おうの墓ぼ所しよからエルクレスト・カレッジへと転送されたファムとヴァリアス。

　あとはブルギニオン（の姿をしたゴーレム）に教えてもらったとおりにするだけだ。




ＧＭ：ということでふたりは、扉がひとつあるだけの小さい部屋へと転送されました。

ヴァリアス：えっと、転送された部屋の正面の扉とびらを左手で開けて中に入って……。

ファム：もう一度部屋に戻もどって、次は右手で開けるんですよね。

カッツ：なんかファンタジーみたいだ。




　ファンタジーです。




ファム：つまり、扉がふたつあるってことですよね？

ＧＭ：え？　扉はひとつですよ。

ヴァリアス：扉を一回左手で開けて、部屋に戻ってもう一回その扉を右手で開ける、だよな。

ＧＭ：そうですよ。

ファム：え!?　てっきり扉がふたつあると思ってましたっ!!　……あ、大だい丈じよう夫ぶです！

ヴァリアス：なんかすごく心配になってきた（笑）。まぁ、とりあえず先に進むか。

ファム：ヴァリアスさんについて行けばいいってことですよね？

ヴァリアス：お、おうっ！




　左手で扉を開けて中に入り、再ふたたび部屋に戻り扉を閉とじる。

　そして今度は右手で扉を開ける。




ＧＭ：ゴーレムに言われたとおりにすると、なんと風景が一変しています。

ファム：え？

ＧＭ：一回扉を開けた時はその先は行き止まりだったのですが、二回目は行き止まりではなくなっています。ちなみにこんな感じになっています。

ファム：なんか、さっきのカミュラさんたちの部屋に似にてませんか？

カミュラ：本当ですね。

カッツ：なるほど！　そういうダンジョンなのか!!

ファム：ん？

カッツ：つまり、そうだな……こっちで扉が開かないという時に、君たちが過去の方で鍵かぎを壊こわしたりすると、未来でも開いてることになるということだ。

ＧＭ：そういうことです。建物の記き憶おくを改変することによって未来に影えい響きようを及およぼすというわけです。さっき、ブルギニオンのゴーレムが言ったことですね。

ファム：なるほどぉ。

カミュラ：たとえばそこでヴァリアスさんたちが死ぬと、わたしたちが探さがしてる時に……。

ヴァリアス：骨ほねになったオレが発見されるわけか。

カミュラ：そして、このペンダントはファム!?　とかなるわけですね（笑）。

ファム：（うるうるした声で）勝手に殺さないでくださぁい～。

ＧＭ：まぁ、そうなるかどうかはファムとヴァリアス次し第だいです。

ファム：がんばりますっ！




　では、こちらも先に地図を公開しておきましょう。
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ＧＭ：さて、ファムとヴァリアスが部屋に入ると、扉の前にぼんやりと半はん透とう明めいに透すけた人ひと影かげのようなものがふたつ見えます。

ファム：もしかして、カミュラさんとカッツさん!?

ＧＭ：ここで、カミュラとカッツも登場してください。どこからともなくファムの声が聞こえてきます。

カミュラ：今、ファムさんの声が聞こえてきたような……。空耳ね（一同笑）。

ファム：えっ──！　違ちがいます!!　あたしですよ～。カミュラさんの方へ駆かけていきます。

ＧＭ：すると、南側の棚からファムに似た半透明の人影が飛び出てきます。

カミュラ：ファムさんの幽ゆう霊れい！（爆笑）

カッツ：なんと！　〝覇王の墓所〟で息いき絶たえたか……南な無む（笑）。

ファム：死んでませんっ！　こっちは学園の過去なんです！

カッツ：（いかにも信じてないという感じで）はぁ？

ファム：だから学園の記憶の中にいるんですよ。

カミュラ：そういえばお互たがいに話はできるんですか？

ＧＭ：できますよ。だから、早いところお互いに状じよう況きようを理り解かいしてください（笑）。




＊　＊　＊




カッツ：なるほど。そういうことか。

ファム：はやっ！

ヴァリアス：まぁ、かくかくしかじかって言っただけだがな（笑）。

ＧＭ：はい。それでは今回のダンジョンのルールを説明しましょう。




①お互いに会話は可か能のう




ＧＭ：先ほど言ったとおり、現げん在ざいと過か去こで普ふ通つうに会話もできますし、うっすらとではありますけどお互いに姿すがたを見ることができます。

カッツ：ということは、どちらかが先行して、見てきたことを伝えるのは可能か。

ＧＭ：もちろん可能ですけれど、現在と過去で状況が変わっていることもありますよ。たとえば、過去では扉とびらはないけれど、現在では扉があるとか。

カッツ：それもそうか。




②魔ま法ほうやスキルなどの支し援えんは不可




ＧＭ：同じダンジョンの中にいますけれど、お互いに《ヒール》や《プロテクション》、《カバーリング》したりすることはできません。つまり、カミュラがファムを《ヒール》することはできませんし、当然カッツが戦っているエネミーをヴァリアスが攻こう撃げきすることはできません。

ファム：話はできるけど、まったく別のダンジョンというわけですね。

ＧＭ：そういうことです。あ、もちろんカミュラがカッツに《プロテクション》を掛かけることはできますし、ファムが戦っているエネミーをヴァリアスが攻撃することは可能です。




③アイテムの受け渡わたしも不可




ＧＭ：もちろん魔法やスキルなどで支援できないようにアイテムの受け渡しもできません。

ヴァリアス：まぁ、これも当然か。




④過去からアイテムを持ち帰ることは不可




ＧＭ：そして最後のルールです。過去から現在に戻もどる時に、最初に持っていった物以外のアイテムを持って帰ってくることはできません。

カッツ：つまり、〝金こん剛ごうの盾たて〟は過去を操そう作さすることで、現在で手に入れることができるようにしろということだな。

ＧＭ：そのとおりです。基き本ほん的なルールはこれで終わりです。あとは、このルールを上手に使って、このダンジョンを乗り切ってくださいね。さて、それでは話を元に戻しましょう。

カッツ：モーズレイ先生が閉とじこめられていたんだっけ？

ＧＭ：そうです。（地図を指しながら）場所はここ。

ファム：部屋がありませんよ！

ＧＭ：はい。だから、ファムとヴァリアスにモーズレイ先生は見えません。

ヴァリアス：なるほど。こういう違いがあるわけだな。

カミュラ：とりあえず、モーズレイ先生の声が聞こえてきた扉の前に行きましょう。

ＧＭ：小さな窓まどが開いている金きん属ぞく製せいの扉です。窓から中を見ることができます……というか、窓の向こうにはモーズレイ先生の顔が（一同笑）。
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カミュラ：そんなところで何をしているんですか？

ＧＭ／モーズレイ：「ご覧らんのとおり、閉じこめられているんですよ。ちょっとオフェリアさんに刃は向むかったものですから」いつもの調子で淡たん々たんと喋しやべるモーズレイ先生。

カッツ：もう少し危き機き感を持った方がいいのでは？（笑）

ＧＭ／モーズレイ：「これは私の性しよう分ぶんですから」苦笑いしながら言葉を続ける。「あなた方のことですから、おそらく学園を解かい放ほうしようというつもりなんでしょうけど……」

カッツ：とりあえず鍵かぎ開あけの名人である私が、この扉を開けて救出して差し上げよう。

ＧＭ：鍵Ｂですけど。

カッツ：鍵Ｂってことは、特別な鍵が必要？

ＧＭ：ですね。しかも、この扉は破は壊かい不ふ能のうです。

カミュラ：使えませんねぇ（一同笑）。

カッツ：そういう問題じゃありません。まぁ、ここでモーズレイ先生が解放されてしまったら、私たちが何かする必要はなくなるからな。

ＧＭ／モーズレイ：「そういうことです」

カッツ：メタな会話に返事している場合か（笑）。

カミュラ：そんなことよりも、学園内の状じよう況きようを教えて欲ほしいんですけど。

ＧＭ／モーズレイ：「オフェリアが率ひきいているゴーレムはジルコニアゴーレム。エルダが昔使用していたゴーレムです。今でいうダイアゴーレムの廉れん価か版ばんとでもいいましょうか。物理、魔法共に抵てい抗こう性せいが高いのが特とく徴ちようです」

カミュラ：名前も人工ダイアですね（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：「それと何体か魔族を連れてきているようです。おそらく、ゴーレムだけでは融ゆう通ずうが利きかないからでしょうね」

カッツ：それはちょっとやっかいだな。

ＧＭ／モーズレイ：「まぁ、それらゴーレムや魔族と戦うためには、まずはこの遺い跡せきを出なければなりませんけどね」

カミュラ：どういうことですか？

ＧＭ／モーズレイ：「ここを出るには、北側の扉とびらの先にある中庭の階かい段だんを上る必要があるんですが、そこに二体のゴーレムがいるのですよ。元々、ここに残されていたものを隠かくし通路の門番として使用していたらしいのですが、それがオフェリアに操あやつられてしまったようで」

カッツ：こっちもゴーレムか。でも、ジルコニアゴーレムじゃないんだろ？

ＧＭ／モーズレイ：「はい。それぞれジャスパーゴーレム、アゲートゴーレムと呼よばれています。二体セットで行動するように作られていたらしく、片かた方ほうがどんな魔ま法ほうダメージも無む効こうにして、もう片方がどんな物理ダメージも無効にするという特とく殊しゆ能力を持っています」

カッツ：つまり、それぞれのダメージをお互たがいに《カバーリング》しあうということか。

ＧＭ／モーズレイ：「残念ながら、私はそのゴーレムについてよく知らないので、《カバーリング》かどうか分かりませんがね。まぁ、そのおかげで学長は大おお怪け我がを負い、私はここで囚とらわれの身というわけです」

カッツ：ご安心ください。必ず私がお助けいたしましょう。その代わりに単位の方はお願いします（一同笑）。

ファム：ふぇっ！

ヴァリアス：交こう換かん条じよう件けんかよ（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：「はっはははは。それとこれとは話は別です」もちろん断ことわります。

カッツ：使えない先生だ。




　そういう問題ですか。




カミュラ：それで学長は？

ＧＭ／モーズレイ：「命には別べつ状じようはないようです。ただ、他の先生たちと一いつ緒しよに教員寮りように軟なん禁きんされているようですが……」

カミュラ：そうですか……。あ、それからついでに聞きますけれども、イエミツさんは見かけましたか？

ＧＭ／モーズレイ：「いえ、イエミツさんも最後までわたしと一緒に戦っていたんですけど、途と中ちゆうではぐれてしまって」

カミュラ：ということは学園内にいるということですね。

カッツ：無事であればだがな。まぁ、彼女なら無事のような気もするが（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：「それから、もし地上に出ることができたら学園に張られていた結界を元に戻すとよいでしょう。それによって、ジルコニアゴーレムの機能は低下し、魔族の力も弱まるはずです」

カッツ：どういうことだ？

ＧＭ／モーズレイ：「この学園の結界にはそういう効果があるのです。それが解かれてしまったがために、オフェリアたちの侵入を許してしまった……というわけです」

カミュラ：分かりました。情報をありがとうございます

ＧＭ／モーズレイ：「どういたしまして」さて、モーズレイ先生が知っていることはこんなところです。それではダンジョン探索、開始～。







◆ミドル 04◆過か去こと現げん在ざいと




　部屋の外は通路になっていた。

　左手は行き止まりで、右手の方は広い空間になっているようだ。

　どうやらそちらは中庭らしい。




カッツ：まずは偵てい察さつか。こちらの方にはゴーレムがいるとして、過去の方がどうなっているか知りたいな。

ヴァリアス：じゃあ、ちょっと覗のぞきに行ってくる。

ファム：あたしも一緒に行きましょうか？

ヴァリアス：いや、見てくるだけだから大だい丈じよう夫ぶだ。では、通路に出て中庭の方へ向かおう。

ＧＭ：するとカッツやカミュラの目からは、半はん透とう明めいのヴァリアスの身体からだが扉を突つき抜ぬけていくのが見えます。

カッツ：扉？

カミュラ：あっ！　こちらには扉がある！

ファム：え？　こっちには扉はありませんよ。

ＧＭ：（ニヤリ）もちろんですよ。過去と現在では部屋の構こう造ぞうも変化してますから。

カッツ：なるほど。では、北側の扉を調べるか。（コロコロ）13＋13で26だな。

ＧＭ：鍵かぎが掛かかっているだけで、それ以外にトラップは仕掛けられていないようですね。

カッツ：トラップ解かい除じよ……（コロコロ）ダイス目が８だから15か。

ＧＭ：カチャリと小気味よい音が響ひびくと、鍵が外れます。

カッツ：さて、こちらも行くとしようか。




　ゆっくりと通路を進んでいく四人。

　通路の陰かげから中庭を覗のぞくと……。




ＧＭ：中庭の中央には噴ふん水すいがあります。その奥おく、南側に上へ続く階段が見えます。北側には巨きよ大だいな扉、西側はさらに通路が続いています。地図はこんな感じですね。

ヴァリアス：こっちの噴水は水が入っているのか……。

カミュラ：こっちは北側の扉が開いてますね。

カッツ：結けつ構こう違ちがうな。

ＧＭ：それから、ブルギニオン（のゴーレム）に言われたように、ファムとヴァリアスはこの階段を上れば現在の世界に戻もどれます。

ヴァリアス：問題を解決してないから、今帰っても仕方ないがな。

カミュラ：ゴーレムはどこにいるのかしら？

ＧＭ：縞しま模も様ようのゴーレムが階段の前にいます。ただし、現在の方だけですが。

ファム：ほんとだ。こっちの地図には書いてないですね。

カッツ：とりあえずゴーレムが動く様子は？　しばらく観察してみるが……。

ＧＭ：特に動き出すような感じはしません。

ヴァリアス：近ちか寄よらなければ大丈夫とか？

ＧＭ：さすがにそれは分かりません。

カッツ：うーん。どうしようか……。

カミュラ：とりあえず後回しにしませんか？　考え込んでも結けつ論ろんでませんし。

ファム：そうですね。そのゴーレムと戦わないとここから出られないわけですから。

ヴァリアス：とりあえず北側の扉とびらでも見てみるか。鍵は掛かってる？

ＧＭ：鍵Ｂが掛かっています。しかも、特別な鍵で開けるタイプではなくて、どこかのスイッチと連動しているタイプです。

ファム：開けるためにはどこかのスイッチを入れないとダメなわけですね。

カミュラ：スイッチはどこにあるのかしら？

ＧＭ：そこまでは分かりません。

カッツ：過去が分からないと中に入るのは危き険けんだな。

ファム：じゃあ、先に進みましょう。




　中庭を抜けて反対側の通路へと進む一行。

　通路はすぐに突き当たりになり、その左側と右側に扉があった。




ＧＭ：過去の方だけ北側（左側）の扉が開いています。あとは同じですね。

カッツ：鍵は？

ＧＭ：両方とも掛かっています。もちろん、過去の方は南側だけですが。

ヴァリアス：今度はこっちが開いているのか。

カッツ：では、北側の扉をトラップ探たん知ち！　（コロコロ）24！

ＧＭ：北側の扉にトラップが仕掛けられています。扉を開けると振ふり子のギロチンが作動する〝ゆれるギロチン〟です。

カッツ：トラップか……。何で私がトラップ解除をしなければならないんだ（一同笑）。

ファム：え？　あれ？

ヴァリアス：ここはカッツ先せん輩ぱいの腕うでの見せ所ですよ。

カッツ：だから、トラップ解除は苦手なんだよ（笑）。（コロコロ）ほりゃ！

カミュラ：あら？

ファム：おぉ────！

ＧＭ：クリティカル？

カミュラ：カッツさんは、やればできる子なんですよ（笑）。

カッツ：この調子で鍵開けも……（コロコロ）14。

ＧＭ：それなら鍵Ａも成功ですね。

カッツ：今まで溜ためてきた運をここで使ったような気がする。

カミュラ：（にこやかな声で）これでカッツさんの出番は終わりですね（笑）。

カッツ：終わりっ!?（一同笑）

ファム：えー!?　まだまだ、最初の方ですよ！




　まったくです。




カミュラ：で、入るんですか？

カッツ：せっかくトラップを解除したんだ。入ろうじゃないか……というか、入らなかったら、何のためにトラップ解除したのか分からない（笑）。

ファム：あたしたちも入りましょう！

ヴァリアス：おう！







◆ミドル 05◆妖よう精せいの贈おくり物？




「こんなところにお客さんなんて珍めずらしいね」




　部屋に入ったファムとヴァリアスを迎むかえたのは、一体の妖精だった。




ＧＭ：この部屋はどうやら倉庫のようですね。壁かべは棚たなになっています。

カッツ：何かめぼしいものはないか？

ＧＭ：ほとんどは何かよく分からない工具や道具ばかりですが、その他にポーションの瓶びんもあります。ポーションは全部で四本です。

カッツ：おっ！　それはラッキー。

カミュラ：ポーションがあるのは過か去こですか？　それとも現げん在ざい？

ＧＭ：過去も現在も両方四本ですね。それから、過去の方だけちょっと様子が違ちがいます。

ファム：何が違うんですか？

ＧＭ：妖精が部屋の中でスパナに似にた工具を持って、何か機械をいじっています。

ファム：妖精さん？

ヴァリアス：グレムリンかっ！

ＧＭ：知りたい場合はエネミー識しき別べつをお願いします。で、その妖精が入ってきたファムとヴァリアスに言うわけです。「こんなところにお客さんなんて珍しいね」

ヴァリアス：とりあえず間合いを取りながら、お前は一体なんでこんなところに居いるんだ？

ＧＭ／妖精：「こういう機械がいっぱいあるところには、ボクたちグレムリンみたいな妖精がいるんだよ。あんまり歓かん迎げいされないみたいだけどね」肩かたをすくめながら妖精が言います。

ヴァリアス：やっぱりグレムリンか。

ファム：ここにあるのは、全部妖精さんのものなんですか？

ＧＭ／妖精：「別にそういうわけじゃないよ。欲ほしい物があるならご自由にどうぞ。ボクは機械をいじっていればそれで十分だから」
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ヴァリアス：そういうことなら、ありがたくいただいていくとしよう。ポーションは何があるんだ？

ＧＭ：ハイＨＰポーションが二本、ハイＭＰポーションが二本です。

ヴァリアス：じゃあ、まずはハイＨＰポーションを一本……。

ＧＭ：すると現在の方でポーションが一本消えます。

カッツ：ポーションが消えたっ！（一同笑）

ヴァリアス：もう一本取ると？

ＧＭ：もう一本消えます（笑）。

ヴァリアス：むははは。棚に戻もどしてみよう。

ＧＭ：ポーションが再ふたたび現あらわれました。

カッツ：な、何だ？

ヴァリアス：ははは、これは面おも白しろい。取って戻し取って戻し（笑）。

カッツ：うぉーっ！　何が起こっているんだー！（一同笑）

ファム：……これ、どうしましょう？

ヴァリアス：ん？　ちゃんと四人で考えて、配分を決めましょうという落ちだな（笑）。




　結局、回かい復ふく手しゆ段だんのないファムたちが四本とも持っていくことになった。




カッツ：他には何かないか？

ＧＭ：それは【感知】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：とりあえず棚を手当たり次し第だい探さがしてみよう。（コロコロ）16だな。

ＧＭ：すると金きん属ぞく製せいのプレートを二枚まい発見することができます。古エルダ語で文字が書かれていますね。

カッツ：古エルダ語ならカミュラが読めるな。

カミュラ：なんて書いてあります？

ＧＭ：一方が〝攻こう撃げき速度上じよう昇しよう（《連続攻撃》追加）〟。もう一方が〝ビーム出力強化（《超ちよう絶ぜつ魔ま力りよく》５レベル追加）〟です。

ヴァリアス：ビーム？

カッツ：ゴーレムの強化パーツか？　なんでこんなものが……。

ファム：そのプレートって、こっちにもあるんですか？

ＧＭ：場所を教えてもらえば判定する必要なく見つかります。同じ場所にありますね。

ファム：妖精さんなら何か知ってるかもしれませんね。

ヴァリアス：なるほど。じゃあ、そのプレートをグレムリンに見せよう。

ＧＭ：では、ヴァリアスがプレートを取ると、カッツの手からプレートが消えます。

カッツ：また消えたっ！（一同笑）




　それはもういいっつーの。




ＧＭ／妖精：「それはゴーレムに使用する物らしいね。そこに書いてある能力が追加されるんだって」

ヴァリアス：ゴーレムパワーアップ装そう置ち？

カッツ：ゴーレムのビームが強くなったり、連続攻撃したりするわけか。

ファム：あたしたちが使っても意味ない？

カッツ：ためしに食べてみるってのは（笑）。

ヴァリアス：もぐもぐもぐ。腹はらが壊こわれました。




　食べないでください。




ファム：わーっ!!（笑）　（妖精に向かって）ほ、他には何か知りませんか？

ＧＭ／妖精：他？

ファム：たとえば、隣となりの部屋は何の部屋とか。

ヴァリアス：それだっ！

カミュラ：さすが、ファムさん！

ＧＭ／妖精：「なんか新しいゴーレムつくってるらしいね」

ファム：新しいゴーレム？

ＧＭ／妖精：「無む限げん軌き道どうで走るタイプで、上に砲ほう台だいが付いていたよ」

ファム：それって戦車？

ヴァリアス：うげっ！　タンクゴーレムか……。

ファム：強いんですか？

カッツ：かなり強いな。

ＧＭ／妖精：「でも、まだ造つくっている最中だったよ」

ファム：こっちは過か去こだから、昔造っていたってことかな～。

カッツ：……判わかった！　こっちで隣の部屋に入ると完成したタンクゴーレムがいるんだよ。
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ヴァリアス：なるほど！　それは危あぶなかったかも。ふたりでタンクゴーレムはさすがに辛つらいかと。

カッツ：あ、危ないところだった……。

カミュラ：でも、過去の方でそのゴーレムを破は壊かいしておけば……。

ヴァリアス：現げん在ざいの方で戦わないですむ！

カッツ：だな。でかしたぞ、ファム！　これは貴き重ちような情じよう報ほうだ。

ファム：はいっ！







◆ミドル 06◆ファムリシア、危き機き一いつ髪ぱつ




「絶ぜつ対たいにこの噴ふん水すいが怪あやしいと思うんだが」




　中庭に戻もどるなり、開口一番カッツが告げた。




ファム：過去の方は涸かれていて、現在の方は水が入っているんですよね。

カッツ：そして過去の方は扉とびらが閉とじていて、現在の方は開いている。ゴーレム以外の違ちがいはそこだけだよな。よし。（ヴァリアスに）そっちの噴水を調べるんだ。

ヴァリアス：えっ!?　こっち？

カッツ：当たり前じゃないか。扉を開けないといけないのはそっちなんだから。それに……。

ファム：それに？

カッツ：ゴーレムがいるから噴水に近づきたくない（一同笑）。近づくと絶対にビーム撃うってくるって。というか、私がシナリオを作ったら絶対にそうする（笑）。




　そこまで力説しなくても。




ヴァリアス：その理り屈くつは分かりますけどね。まぁ、いいや。オレが噴水を調べよう。

ファム：あたしも調べましょうか？

ヴァリアス：オレが失敗した時はよろしく！

ＧＭ：では、【感知】判はん定ていどうぞ。

ヴァリアス：（コロコロ）お！　結けつ構こう高い。ダイス目が10だから14！

ＧＭ：噴水の底に仕し掛かけが施ほどこされていますね。ある程てい度どの重さの物が載のるとスイッチが入るようになっているようです。

カッツ：なるほど。水が入っていると扉が閉しまるというわけか。

ファム：じゃあ、こっちの水を抜ぬけばいいわけですね。スポン！（一同笑）




　お風ふ呂ろの栓せんじゃありません。




ＧＭ：栓は見あたりません（笑）。

ファム：残念。じゃあ、何かそれらしいものはありますか？

ＧＭ：ライオンの頭を象かたどった彫ちよう像ぞうがあるくらいですね。

カッツ：よく温おん泉せんなんかにある口から水が出てくるやつか……。

ヴァリアス：怪しいのはそれくらいか……。ちょっと調べてみよう。




　なんとかヴァリアスが噴水の仕組みを発見し、水を抜くことに成功する。

　ゆっくりと開く北側の扉。勇んで中に入るヴァリアスとファム。

　だが、ふたりを待ち受けていたのは、製造中のタンクゴーレムだけではなかった。




ＧＭ：妖よう精せいの言ったとおり、部屋の奥おくには作りかけのタンクゴーレムがあります。その周りにはタンクゴーレムを作っているらしい作業用のゴーレム。そして……。

ヴァリアス：そして？

ＧＭ：その手前にはフワフワと空中を漂ただよっている機械が３グループほど。

ファム：え？　えぇぇぇっ!!

ＧＭ：どうやら警けい備び用の機械のようですね。

ファム：妖精さんの嘘うそつき！（一同笑）




　嘘は言っていません。




ＧＭ：ということで戦せん闘とう開始。距きよ離りは二五メートル。すべてエンゲージは別です。

ヴァリアス：まずは相手の正体だ。ファムには《エンサイクロペディア》を……。

ＧＭ：距離が二五メートルあるので届とどきませんけど……。

ヴァリアス：何だって！

ファム：《エンサイクロペディア》の射しや程ていは二〇メートルって書いてありますね。

ヴァリアス：なんてこった。えーっと、オレの【移い動どう力】は一三メートルだから……このラウンドには届かないのか。ウィングランシアを投げるという手もあるが……。

ファム：ギルドスキルの《陣じん形けい》を使います？

ヴァリアス：悩なやましいところだけど……（カッツたちに）《陣形》使ってもいいっすかね？

カミュラ：後々のために取っておかなくていいですか？

カッツ：三回も使えるんだし、いいんじゃないかな。

ファム：じゃあ、一回使いますか。

ヴァリアス：だな。なるべくこちらの消しよう耗もうも抑おさえたいところだし。《プロテクション》も《ヒール》もないから早めに片かたを付けたい。

ファム：分かりました。《陣形》を使います！




　予想もしなかったエネミーの出しゆつ現げんに慌あわてるファムとヴァリアス。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのこと。

　ふたりは即そく座ざに我われに返り、相手へと走り出した。




ＧＭ：これで《エンサイクロペディア》も使用できるようになりましたが。

ファム：もちろん使います。エネミー識しき別べつが８＋２Ｄですから、これに８を足して16＋２Ｄですね。（コロコロ）合計で23です！




「あれはセキュリティシステムです！　仲間を呼よぶので注意してください」

[image: ]




　現あらわれたエネミーの正体を見み極きわめたファムがヴァリアスに告げた。




ＧＭ：セキュリティシステムの【行動値ち】は12なので、こちらが先ですね。（机つくえに展てん開かいしているポーンのひとつを指さして）まずこいつが《アラート》を使って、新たにセキュリティシステムを登場させます。

ヴァリアス：やっぱり呼ばれたか。

ＧＭ：（別のポーンをさしながら）そしてこいつも《アラート》、さらにこいつも《アラート》します（笑）。

ヴァリアス：増ふえたぁー！

ファム：なんか六体もいますよ。（ヴァリアスに）これ……死にそうですね（笑）。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ、って言いたいところだが……あははは、かなり危き険けんかも。

カッツ：笑っている場合かっ！

ヴァリアス：はっ！　確たしかにカッツ先せん輩ぱいの言っているとおりだ（笑）。というわけで魔ま法ほうで片付けてください。

ファム：あ、あたしですかっ！

カッツ：相手は機械だからな。魔法には弱いとみた。

ファム：分かりました。じゃあ、真ん中のセキュリティシテムを《エアリアルスラッシュ》で攻撃します！

ヴァリアス：（揉もみ手をしながら）《マジックブラスト》もお願いしますぜ。




　なんでそこで卑ひ屈くつになる？




ファム：まずは魔ま術じゆつ判はん定ていから……とう！　（コロコロ）10＋15で25です！

ＧＭ：結けつ構こう高いなぁ。しかし、セキュリティシステムは《見切り》を持っているので、ダイスが三個こ振ふれるのですよ。（コロコロ）両方とも21？　うっ、回かい避ひ失敗。

ファム：えっと……。《エアリアルスラッシュ》が６Ｄ、《ウィンドセイバー》が５Ｄ、エアリアルスタッフが１Ｄだから12Ｄですね。

ＧＭ：それに《エフィシエント》を持っているので＋２ですね。

ファム：分かりました。では、いきます……えい！（コロコロ）ちょ、ちょっと低いですね。10、20、30の41点です。

カミュラ：だいたい平へい均きんくらいじゃない？

ＧＭ：ファムの〈風〉の魔術がセキュリティシステムを包み込こみ、次々と斬きり裂さいていきますが……41点だと半分ぐらいが吹ふき飛んだ感じですね。お互たがいに信号を送っているのか、あちこちでチカチカと光が明めい滅めつしています。そして銃じゆう口こうがファムとヴァリアスを捕とらえます！

ヴァリアス：こいつら光で会話しているよ。しかし、そうはさせないぜ！　次はオレの番だ。マイナーで移い動どうして、メジャーで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》！

ＧＭ：どれに？

ヴァリアス：真ん中。ん？　ちょ、ちょっと待った。相手は機械なんだよな……マイナーで移動する前に《ウェポンチェンジ》で、武ぶ器きを光の槍やりに持ち替かえる。

カッツ：なるほど。機械は基き本ほん的に魔法防ぼう御ぎよ力りよくが０だからな。

ヴァリアス：これで殲せん滅めつするぜ！　光の槍の能力発動!!　（コロコロ）おぅ!?




　三個振ったダイス目は１、１、２（笑）。




カミュラ：あら？（笑）

ファム：ヴァリアスさんっ!!

ヴァリアス：ひゃっほう！　フェイトで振ふり直します（笑）。うぅぅぅ、最初の戦せん闘とうでフェイトを使うことになるとは……。




　しかし振り直したダイス目は合計で15！




カミュラ：おっ！

ヴァリアス：いきなりよくなったぜ。ありがとうフェイト！（一同笑）

ＧＭ：それはさすがに……（コロコロ）回避できませんね。

ヴァリアス：沈しずめっ！（コロコロ）10、20、25で合計41点の〈光〉の魔法ダメージ！

ＧＭ：ヴァリアスの槍が扇おうぎ状じように光の弧こを描えがきながら、セキュリティシステムをなぎ払はらっていきますが……すべて倒たおすことはできません！　残り【ＨＰ】は８点!!

ヴァリアス：ぶ、おばぁーっ！（一同笑）




　表記できないような擬ぎ音おんはご遠えん慮りよください（笑）。




ＧＭ：では次のラウンド。まずはセットアップから。




　ファムの持つ理知の宝ほう玉ぎよくがほのかに光ひかり輝かがやく。

　その瞬しゆん間かん、ファムの知覚力が拡かく大だいされ、外界の情じよう報ほうが一気に流れ込んでくる。

　それはまるで世界が静止したかのような感覚。

　ファムはゆっくりと杖つえを構かまえると、呪じゆ文もんを紡つむぎ出す。

　だが、それは彼女にとっての時の流れであり、外の者から見れば一瞬の出来事だった。

　行動する間さえ与あたえられず、セキュリティシステムは破は壊かいされた。

　間かん髪はつ入いれず、ヴァリアスが滑すべるように移動する。




ヴァリアス：再ふたたび《カリキュレイト》を使用。これ以上光の槍を使うと【ＭＰ】がピンチになりそうなので、《ウェポンチェンジ》でウィングランシアに持ち替える（笑）。マイナーで移動して攻撃！　もちろん《リバウンドバッシュ》付きの《バッシュ》!!（コロコロ）命中は25！

ＧＭ：回かい避ひは……（コロコロ）失敗！

ヴァリアス：ダメージは……（コロコロ）よしっ！　49点！

ＧＭ：しかし今回は物理ダメージだから防御力を引いて……41点のダメージですね。

カミュラ：さっきと一いつ緒しよじゃない（笑）。

ヴァリアス：ぶはっ！　光の槍で使った【ＭＰ】３点の意味がねぇー!!（一同笑）

ＧＭ：さすがヴァリアス（笑）。さて、次はこちらの番ですね。残りのセキュリティシステムが四体ですから、それぞれ二体ずつセキュリティビームで攻撃します。

カッツ：やっぱりこいつもビームかよ（笑）。

ＧＭ：まずはヴァリアスから。一体目の攻撃……（コロコロ）命中は16です。

ヴァリアス：回避を捨すてたオレに避よけられるはずが……（コロコロ）ほら、失敗（笑）。

ＧＭ：ビームがヴァリアスを貫つらぬく！　ダメージは……32点の〈光〉の魔ま法ほうダメージ！

ヴァリアス：魔法防御力を引いて20点のダメージ。




　もう一体の攻撃も回避に失敗し、ヴァリアスはさらに15点のダメージを受ける。




ヴァリアス：なんてこった。最初の攻撃で【ＨＰ】が半分になった。

ＧＭ：次はファムに二回攻撃がいきます。最初は……（コロコロ）18で命中！

ファム：（コロコロ）よし、４です（一同笑）。

カッツ：全然よくない。

ＧＭ：ダメージは23点の魔法ダメージです。

ファム：魔法防ぼう御ぎよ力りよくを引いて、10点です。お父さん、ファムはまだ生きてます（笑）。

ＧＭ：じゃあ、もう一回。（コロコロ）23です。

ファム：なんかさっきよりも高くなってませんかっ！　（コロコロ）ダメです！　お母さん、ファムはもう死にます。死にそうです（笑）。

ＧＭ：ダメージはさっきとあまり変わらないですね。25です。

ファム：ほっ、それなら大丈夫です。【ＨＰ】の残りは15点ですね（笑）。

カッツ：全然余よ裕ゆうじゃないか（笑）。

ファム：余裕じゃないですよぉ。次に攻撃受けたら確かく実じつに死にます！




　死し亡ぼうじゃなくて、戦闘不ふ能のうです。




ＧＭ：それでは第３ラウンドにいきましょう。まずはセットアップですが、どうしますか？

ヴァリアス：ちなみにオレの【ＭＰ】は残り12点なので、《カリキュレイト》を使うと範はん囲い攻撃ができない（笑）。

ファム：え？

カッツ：となると、ファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使って先行をとって、ダメージを受けているセキュリティシステムを先に倒たおすしかないな。そして、２グループからの攻撃は……。

ファム：攻撃は？

カッツ：……なんとか耐たえる（一同笑）。

ファム：ええっ!?

ヴァリアス：やっぱりそれしかないよなぁ（笑）。まぁ、それもファムがセキュリティシステムを倒せればっていう条じよう件けん付つきだけど。

ファム：責せき任にん重大ですね。

カッツ：あぁ。これでセキュリティシステムを二体倒せないと、また四体から攻撃を受けることになるからな。

ファム：分かりました。それじゃあ、理知の宝玉を使います。

ＧＭ：これで、セキュリティシステムよりもファムの行動が先になります。

ファム：では、この人たちを倒します。




　セキュリティシステムは人じゃないです。




ファム：《マジックブラスト》と《エアリアルスラッシュ》で攻こう撃げきします。たぁ！　（コロコロ）13＋15で28です。

ＧＭ：さすがにそれはクリティカルしないと……（コロコロ）２グループ共、回避に失敗。

ファム：緊きん張ちようしますね。……ふぅ、いきます！　とりゃ！




　机つくえの上を派は手でに転がる色とりどりの一二個このダイス。

　一個、また一個と回転を止めていく。




ファム：10、20、30、40の51に＋２ですから……53点のダメージです！

ＧＭ：さっきヴァリアスから受けた分が41点だから、合計で93点。ということは……。

ファム：（すがるような目で見ながら）……。

ＧＭ：全ぜん滅めつしました。

ファム：やった！　ふぅー、ふぅー。なんかすごく疲つかれました（笑）。

ＧＭ：しかし、まだ２グループ残っていますよ。いきます！




　半分以上が倒されたとはいえ、セキュリティシステムは魂たましい持たぬ機械。

　仲間が破は壊かいされても躊ちゆう躇ちよすることなく、侵しん入にゆう者しやを排はい除じよするため行動し続ける。

　そもそも仲間という概がい念ねんすらないのかもしれない。

　ヴァリアスを狙ねらったビームは寸すん分ぶんの狂くるいなき正せい確かくさで彼を貫つらぬき、そしてファムもまたその銃じゆう口こうに捕とらえられた。




ＧＭ：17で命中です。

ファム：17ってことは13以上です！

カッツ：クリティカルのみだな。

ファム：でも、今のヴァリアスさんが受けたのと同じくらいのダメージ受けたら死にます！

カミュラ：フェイト使えばいいんじゃない？

ファム：なるほど！　フェイトを使います！　…………１点で足りますか？（一同笑）

カッツ：１点だとほぼ平へい均きんだな。２点使えばかなり余裕。

カッツ：がんばって避よけるんだ！

ファム：じゃあ、フェイトを２点使います……（コロコロ）じゅ、14です！

ＧＭ：ズキューン！　頬ほおをかすめるようにファムのすぐ側をセキュリティシステムの放ったビームの光が抜ぬけていきます（笑）。

ヴァリアス：あぶねーっ！

ファム：ぎりぎり回かい避ひに成功しました!!

ヴァリアス：次はオレの攻撃だな。これで半分くらい削けずれば次のラウンドで終わるぜ！




　しかし、そうはいかなかった。




ＧＭ：えー、１グループはクリティカルで避けました（笑）。

ヴァリアス：なんでこんなところでクリティカルを出すんですかっ!!

ＧＭ：そんなこと言われても困こまるし。とゆーことで、次のラウンドです。




　まずはファムが魔法で攻撃するもダメージがあまり大きくなく、セキュリティシステムが２グループとも残ってしまう。

　ヴァリアスの【ＭＰ】の残りはわずか５点。《カリキュレイト》を使用することもできない。




カミュラ：これって、もしかして《蘇そ生せい》を使うしかないってこと？

ファム：すみません、すみません！

カッツ：セキュリティシステムのダメージを受けてからだけどな。残りの【ＨＰ】は？

ヴァリアス：14点。

ファム：あ、あたしの方が多い。15点です（一同笑）。

カッツ：いざとなったら使おう（笑）。

ＧＭ：じゃあ、セキュリティシステムが攻撃しまーす。




　ビームは見事ファムに命中した。




ファム：そ、《蘇生》を使います！




《蘇生》のおかげで、戦せん闘とう不ふ能のうを免まぬかれたファムは、次のラウンドの行動でセキュリティシステムを全滅させて、なんとか戦闘を終しゆう了りようした。




ヴァリアス：《プロテクション》と《カバーリング》がないと、こんなに大変とは……。

カッツ：我われ々われのありがたみが分かるいい戦闘だな（笑）。

カミュラ：そうそう（笑）。

ヴァリアス：（頭を下げながら）ははぁー。

カッツ：さぁ、あとは奥おくのタンクゴーレムを破壊してくれたまえ。




　こうしてタンクゴーレムとの戦闘は回避されたのだった。




ＧＭ：では【感知】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：（コロコロ）13だな。

ＧＭ：すると、この部屋からも金きん属ぞくプレートが一枚まい見つかります。書かれている文字は〝物理防ぼう御ぎよ強化（物理防御力＋50）〟です。

カッツ：なるほど、そういうことか。なんとなく見えてきたぞ。このプレートはやっぱり過か去この方にもあるのか？

ＧＭ：それは見てみないと分かりません。

カッツ：じゃあ、プレートのあった場所をファムたちに教えよう。それで、探さがしてみてくれ。

ファム：はい！　こっちにもありますか？

ＧＭ：同じ場所にあります。書かれている文字も一いつ緒しよですね。

ヴァリアス：さっきのプレートはこっちが持っているけど、今度のプレートはどうする？

カミュラ：とりあえずまとめて持っておけばいいんじゃない？　元の場所におけば現げん在ざいの方でも取り直せるみたいだし。

カッツ：そういえばさっきのポーションがそうだったな。なるほど、どこかにアイテムをおけば過去から現在にアイテムを渡わたすことが可か能のうなんだな。

ＧＭ：そういうことです。つまり、過去にそこにアイテムが置かれたという記き憶おくを作ることによって現在が改変されるというわけです。

ファム：なるほどぉー。じゃあ、拾ったアイテムは、こちらが持っておけばいいわけですね。

カッツ：そうだな。幸いなことにヴァリアスがたくさんアイテムを持てるし、ちょうどいい。

カミュラ：頼みましたよ（笑）。

ヴァリアス：おうっ！　……って、オレは荷物持ちかい（一同笑）。







◆ミドル 07◆新たなる道は……




　出口を塞ふさいでいるゴーレムを倒たおす手しゆ段だんがいまだ見つからないため、とりあえず先に進むことにした四人。

　グレムリンのいた部屋の正面にある扉とびらの鍵かぎを開けると、そこは広大な書庫だった。




ＧＭ：この部屋には、たくさんの本ほん棚だながあります。ただし、本が並ならんでいるのは過去だけです。現在の方には一冊さつも本がありません。

カミュラ：どういうことかしら？

ファム：とりあえず、適てき当とうな本をみてみましょう。

ＧＭ：じゃあ、何冊か抜ぬいてパラパラと見てみると、その中に見覚えのあるものがあります。

ファム：見覚えがあるもの？　どこで？

ＧＭ：【知力】判定をしてください。

ファム：（コロコロ）８＋９で17です！

ヴァリアス：さすが【知力】判定は高いなぁ。

ＧＭ：それなら問題なく分かりますね。学園の大図書館で見たことがあります。

カミュラ：図書館？　なるほど、ここの本を運び出して図書館の蔵ぞう書しよにしたんですね。

カッツ：だから現在には本がないのか。あとは何かないか？

ＧＭ：何か探したい場合は、やっぱり【知力】判はん定ていでどうぞ。

ファム：何を調べますか？

カミュラ：この遺い跡せきの造つくりとか？

カッツ：それだっ！

ファム：分かりました！　（コロコロ）14です。

ＧＭ：では、この遺跡を調べた結果を記した地図が見つかります。

ヴァリアス：おっ！　なるほど。この書庫の向こうにも部屋があるわけだな。残りの部屋はそこだけみたいだな。

カッツ：ちょっと見せてくれたまえ。

ヴァリアス：じゃあ、地図を床ゆかにおこう。

ＧＭ：すると現在の方にその地図が出しゆつ現げんします（笑）。

カッツ：便利だな（笑）。どれどれ……なるほど。確たしかに大きな部屋があるな。

カミュラ：ということは、そこにプリドウェンがあるということですね。

ファム：でも、ちょっと待ってください。過か去こと現在で扉の位置が違ちがいますよ。

カッツ：本当だ。現在の方は南側に扉がないな。その辺をちょっと調べてみるか。

ＧＭ：では【感知】判定をどうぞ。

カッツ：【感知】か……。

カミュラ：フェイトを使った方がいいんじゃないですか？　具体的に３点ぐらい（笑）。

カッツ：何!?　きみは人のフェイトをなんだと思っているんだ！　私はフェイトの無む駄だ遣づかいは嫌きらいなんだぞ（爆笑）。




　結果的に無駄遣いになるだけですが。




カッツ：今回はフェイトなしで判定する。低かったらフェイトを使うという方向で（笑）。（コロコロ）よし、15だ。

ＧＭ：他の壁かべと違って、ここら辺だけあとから埋うめ立てたようですね。どうやら壊こわすことができそうです。

カミュラ：扉を外して壁にしたというわけですね。

カッツ：よし。こっちは壁を壊して中に入ろう。そっちの扉はどうだ？

ＧＭ：過去の方は鍵は掛かかっていないようです。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ。鍵は掛かっていないから問題ない。

カッツ：ならば……。




　カッツは拳こぶしを握にぎり込こみ、壁に叩たたき付ける。

　一回、二回……。次し第だいに壁にひびが入っていく。




「これで最後だ！」




　轟ごう音おんと共に壁はあっけなく破は壊かいされた。




カッツ：よし！　これでこっちも行けるようになったぞ。

ヴァリアス：じゃあ、こっちも扉を開けよう。ガチャ！

ファム：じゃあ、行きましょう！







◆ミドル 08◆黒い靄もやとマグマン（仮）




　さまざまな工具やチューブ、何の目的で使われるのか分からない機械。それら錬れん金きん術じゆつの道具や装そう置ちが所ところ狭せましと部屋のあちこちに置かれている。そこはどうやら研究室のようだった。

　そして部屋の中央には……。




カッツ：ここにもエネミーがいるのか！

ＧＭ：過去側には黒い靄のようなものが３グループ、現げん在ざい側には溶よう岩がんの塊かたまりみたいなものが一体いますね。

カミュラ：マグマンと名付けましょう（笑）。

カッツ：そのまんまだな。




　確たしかに。




ＧＭ：というわけで戦せん闘とうになるわけですが、その前に部屋の様子を描びよう写しやしておきましょう。最初に言ったとおりに部屋のあちこちに錬金術の道具やら機械やらが置かれていますが、過去の方にはそれ以外にも特とく徴ちよう的なものがあります。

ヴァリアス：なんだ？

ＧＭ：よく似にた縞しま模も様ようのゴーレムが二体。

ファム：（メモを見ながら）ジャスパーゴーレムとアゲートゴーレムですね。

ＧＭ：それと、部屋の奥おくに台だい座ざが。

ヴァリアス：台座？　もしかして……。

ＧＭ：そのとおり。その台座の上には光り輝かがやく腕うで輪わのようなものが見えます。

カミュラ：プリドウェンですね。こちらは？

ＧＭ：現在側は特に台座のようなものはありません。

ファム：（地図を見ながら）ん？　部屋のサイズが違ちがいますよ。こっちの方が広いです。

ヴァリアス：これか！　確かプリドウェンのある部屋には、普ふ通つうの方法では入れないって、ブルギニオンが言っていたな。

カッツ：どちらにしてもまずはこいつらを倒たおさないと、先に進めないというわけか。

ファム：それで、ここのゴーレムさんは動きそうですか？

ＧＭ：今のところその気配はありません。

カッツ：ゴーレムは過去にしかいないんだな？

ＧＭ：そうです。現在の方は階かい段だん前にいますからね。

ヴァリアス：まぁ、ゴーレムたちが動かないことを祈いのるしかないな。

ＧＭ：それでは準じゆん備びはいいですか？　では、戦せん闘とう開始！




＊　＊　＊




ＧＭ：ちなみに距きよ離りは過去の方が一〇メートル。現在の方が二〇メートルです。

カッツ：なんでこっちはそんなに離はなれているんだよ！

ＧＭ：壁かべを破は壊かいするのに２ラウンド掛かかりましたからね。１ラウンド分、ずりずりと音のする方から離れました。

カッツ：……そういうことならば仕方ないな（笑）。ファム！《陣じん形けい》を使ってくれ！

カミュラ：残りあと一回になりますよ？

カッツ：かといっても、二〇メートルも離れられると私が殴なぐりにいけない。こっちの攻こう撃げき力りよくは低いからな。なるべく早めにダメージを与あたえないと……。

ファム：《陣形》を使いましょう。ヴァリアスさん、カッツさんお願いしますっ!!




　ファムの指し示じの下もと、ファムとカミュラはエネミーから距離を取り、ヴァリアスとカッツがエネミーの元へとダッシュする。

　ヴァリアスは一気に黒い靄もやへと接せつ敵てき、カッツもあと一ひと呼こ吸きゆうのところまで近づいた。




ファム：あと《エンサイクロペディア》も使います。（コロコロ）クリティカルですっ!!

カミュラ：おぉ～！　かっこいい！　なんかすごくセージっぽい（笑）。

ファム：やりましたよ！




　学園で学んだ記き憶おくを頼たよりに思いだそうとするファム。

　あのエネミーは確か……。




ＧＭ：それならば問題ないですね。目の前にいる黒い靄の正体はシャドウミスト。〈闇やみ〉属ぞく性せいの人じん造ぞう生物です。レベルは20！
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ヴァリアス：20!?　ちょ、ちょっと強くないか？

ファム：そんな高いんですか！

ＧＭ：まぁまぁ。まだ続きがありますから。えっと物理ダメージは一いつ切さい効きかないのですが、魔ま法ほうダメージによるＨＰダメージは二倍になる《霧の体》と、周囲を暗くする《闇の霧》という能力も持ってますね。他にも《バッドステータス無む効こう》とか《暗あん視し》とかを持っています。

ヴァリアス：なるほど。なかなか手て強ごわそうだが、それならオレの光の槍やりが効くな。魔法ダメージだし、属性も対たい抗こう属性だ。

ファム：あたしの攻こう撃げきも魔法ですしね。

ヴァリアス：これならなんとかなりそうだぜ。

ＧＭ：あ、この戦闘の進行はラウンドの管理上、過か去こと現げん在ざいと同時に行ないます。ただし、お互たがいに支し援えんをできないのは変わりませんので気をつけてください。

カッツ：分かっている。

ＧＭ：それでは続けましょう。第１ラウンドのセットアップが終しゆう了りようしましたので、最初の行動はシャドウミストですね。【行動値ち】は20です。

ヴァリアス：何！　そ、それはまずい。《カリキュレイト》を使用！　《ウェポンチェンジ》で武ぶ器きを光の槍に持ち替かえて、マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》＋《リバウンドバッシュ》！　いくぜっ!!　（コロコロ）って……えっ!?

カミュラ：あら？　１がふたつも（笑）。

ヴァリアス：あ、危あぶない、危ない。《インヴィジブルアタック》を使っておいて正せい解かいだった。合計で10だから命中判はん定ていは22！

ＧＭ：残りはふたつのダイスは平へい均きん以上だったね（笑）。

カッツ：それでも平均をはるかに下回っているがな。

ヴァリアス：だから固定値以外は信用できん！（一同笑）




　光の粒りゆう子しで構こう成せいされた槍の穂ほ先さきが、シャドウミストを斬きり裂さいていく。穂先の触ふれたところが、まるで蒸じよう発はつしていくかのように消しよう滅めつしていった。




ヴァリアス：もしかすると、ここで《ボルテクスアタック》を使うのはありか？

カッツ：えーっ！

ヴァリアス：ここでダメージを上げると、こいつらを倒たおせるんじゃないかと愚ぐ考こうする次し第だいなんだが（笑）。まだ《ブルズアイ》も残っているし。

ＧＭ：どうしますか？

ヴァリアス：う～～ん……。いや、止やめておこう。ここはもう少し様子見ということで。




　しかし、その直後にヴァリアスは後こう悔かいすることになる。




ヴァリアス：ダメージは……　（コロコロ）37！　見事に平均的な普ふ通つうのダイス目！

ファム：ちょ……ちょっと悪いですね。

カミュラ：平均よりもちょっと下？

ＧＭ：しかし、〈光〉属性の魔法ダメージなので、ダメージは二倍になってしかも全部抜ぬけているというすごいことに。

カミュラ：ということは74点？

ＧＭ：ですね。今のヴァリアスの攻撃で三分の一ほどのシャドウミストが消滅しました。

ファム：今ので三分の一なんですかっ!?

カミュラ：でも、ファムも魔法で攻撃だから大だい丈じよう夫ぶですよ。

ＧＭ：では、次はシャドウミストの行動。《闇の霧》を使用します。




　シャドウミストの身体からだから黒い霧のようなものが噴ふき出し、部屋中に広がっていく。




ＧＭ：これで過去側の部屋の中の明度が１下がって、判定のダイスが一個こ減へります。

カミュラ：明度？

カッツ：部屋の明るさだな。通つう常じようの明度は３なので、これで２になる。

ファム：明度が下がるとどうなるんですか？

ＧＭ：判定のダイスが一個減ります。そしてさらにもう１グループも《闇の霧》を使用。これで明度が１になって、エンゲージしないと攻こう撃げきできなくなります。

ファム：ええっ!?　ということは、あたしは攻撃できないんですか？

ＧＭ：移い動どうして、シャドウミストとエンゲージすれば攻撃できますよ。ただし、明度が１なので移動力が五メートルになりますけど。

ファム：さっき二〇メートルまで離はなれたから……。

ヴァリアス：２ラウンドもかかるのか！　その間、オレひとりで戦うのかよ！　さっきの《陣じん形けい》はなかったことに！

ＧＭ：そんなことできるわけありません（笑）。

ヴァリアス：罠わなだっ！　これは何かの罠だっ!!（一同笑）

カッツ：しかし、そんなことに気がつかない私は、マグマン（実際にはマグマスライム）にエンゲージして殴なぐるわけだ。もちろん《ペネトレイトブロウ》を使用！　こっちは暗くないから余よ裕ゆうだな。（コロコロ）13！
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ＧＭ：（コロコロ）えーと、回かい避ひしました（笑）

ヴァリアス：……。

ファム：……。

カッツ：…………まぁ、そういうこともあるだろう。

カミュラ：えぇーっ!?（一同笑）

カッツ：さぁ、次にいこうか。次はファムとカミュラだな。




　誤ご魔ま化かしてもムダです。




ファム：えっと、あたしは移動して終わりですね。

ＧＭ：では、真っ暗な部屋の中をそろそろと歩いていくということで。

ファム：目が～、目が～（笑）。ヒロインになるために『ラピュタ』のシータを見てきたのに、気がつくとムスカになっていますっ!!（爆笑）。

カミュラ：よかったじゃない。ここでネタが使えて（笑）。

ファム：（悲しそうな顔で）オープニングでもう使ったんですけどぉ……。




　確たしかに。




カミュラ：で、次はわたしですね。たぶん、カッツさんがダメージ受けるでしょうから、わたしは待機します。

カッツ：避よけられないの確かく定ていかよ（笑）。

ＧＭ：最後は溶よう岩がんの攻撃ですね。ぐいっと手のようなものが伸のびてきて、自分の身体の一部をつかみ取るとそれをカミュラに向かって投げます。

カミュラ：（驚いたように）自分の身体を投げるのっ!?

ＧＭ：はい。溶岩の塊かたまりが飛んでいきます！（コロコロ）クリティカル!!




　マグマスライムの投げた灼しやく熱ねつの塊が、油ゆ断だんしていたカミュラを直撃する。

　その攻撃は、一撃でカミュラの命を脅おびやかすほどの威い力りよくだった。炎ほのおが彼女を包み込こむ。

　しかし……。




カミュラ：《プロテクション》でダメージを減へらします。（コロコロ）ダメージを20点減らして……次はわたしの順番ですね。《ヒール》を使います。（コロコロ）42点回かい復ふくです。

ＧＭ：え？　それってもしかして……。

カミュラ：はい。全部回復しました。

ＧＭ：そっか、カミュラは魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくも高いんだっけ……。カッツを攻撃すればよかった。

カッツ：残念だったな（笑）。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスでカッツにＨＰダメージを15点差し上げます。

カッツ：ＨＰダメージ？

ＧＭ：《溶岩ガス》という特とく殊しゆ能のう力りよくです。身体中から噴ふき出ているガスと暑さが身体からだを少しずつ蝕むしばんでいきます。

カッツ：そんな能力を持っていたのか。だが、まだまだ大だい丈じよう夫ぶ。残り【ＨＰ】は82だ。

ＧＭ：やっぱり、さっきはカッツを攻撃するべきだったかなぁ。

カッツ：さて。敵てきの手口が分かったし、ここからは本気を出していくか（笑）。




　第２ラウンド。

　ファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使っても、シャドウミストの【行動値ち】を上回ることが不ふ可か能のうであり、ギルドスキルの《陣じん形けい》も残り一回。だが、階かい段だん前のゴーレムと戦うことを考えれば、《陣形》はその時のために取っておきたいところだ。

　ヴァリアスは覚かく悟ごを決めた。




ヴァリアス：ここでオレがなんとか耐たえれば、次のラウンドにファムがエンゲージできるのか……。

ファム：でも、シャドウミストの方が行動は先ですよ。

カッツ：つまり、ヴァリアスがこのラウンドと次のラウンドの二回分の攻撃に耐えないと、過か去こ組は全ぜん滅めつする可か能のう性せいがあるということか。

カミュラ：責せき任にん重大ですね。

ヴァリアス：なんてこったい……。

ファム：大丈夫ですよ。ヴァリアスさんならできます！

ヴァリアス：お、おうっ！　ここはオレの最大攻撃でいくぜ。《カリキュレイト》を使用してシャドウミストよりも先に行動する。マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》《リバウンドバッシュ》。これで【ＭＰ】はほぼ０！




　自分の勘かんを頼たよりに槍やりを振ふるうヴァリアス。

　彼の決意を表わすかのように光の穂ほ先さきが出しゆつ現げんするが、シャドウミストの放つ黒い霧きりの前ではその輝かがやきも頼りなく見える。

　それでもヴァリアスは己おのれの力を信じた。




ヴァリアス：これで終わりだっ！　（コロコロ）おっ！

カミュラ：いつもよりもダイスの目がいいですよ。

ヴァリアス：さっきと同じく22で命中！

カッツ：ダイスが一個こ少なくてそれは優ゆう秀しゆう、優秀！

カミュラ：いつもだと平へい均きんか、それ以下ですからね（一同笑）。

ＧＭ：……こちらは３グループとも回かい避ひ失敗。

ヴァリアス：よし！　だが問題はここからだ。《ボルテクスアタック》を使うかどうか……。いや、ここは使おう。ここで出し惜おしみすると大だい惨さん事じになりそうだ（笑）。

ファム：がんばってくださいっ!!

ヴァリアス：おうよ。さぁ、いくぜっ！　とぉ!!（コロコロ）




　全員の注目の中、ダイスが机つくえの上を転がる。




カミュラ：１が一個しかない？　これはもしかすると……。

カッツ：いったか？

ヴァリアス：20、30、40の合計で63！　これに光の槍と《シールドスラム》の分を足して79点の魔法ダメージ。属ぞく性せいは〈光〉っ!!




　ヴァリアスがいるであろう方向を、ファムは祈いのるように見つめる。しかし、彼女の目には何も映うつらない。ただ、暗くら闇やみがあるのみ。

　じっと目をこらし、暗闇の向こうを何とか見ようとするファム。その瞬しゆん間かん、光の軌き跡せきが見えたような気がした。




ＧＭ：第１ラウンドに受けたダメージは74点。今回のダメージは79点の倍で[image: ]点。

ヴァリアス：合計で[image: ]点か……。

ＧＭ：そして、シャドウミストの【ＨＰ】は[image: ]点なので……（シャドウミストのポーンを倒す）。

ファム：や、やりましたよっ！

ＧＭ：次し第だいに黒い霧が晴れてくると、次第に消えていくシャドウミストと、その前で槍を振ふり抜ぬいているヴァリアスの姿すがたが見えます。

ファム：（感動した声で）おぉ─────。

カミュラ：（ファムに）これは萌もえですよ。ヴァリアスさんに萌えないと（笑）。

ヴァリアス：最初で最後の、ヴァリアスが格かつ好こうよく見える瞬間だな（一同笑）。

カッツ：自分で言うか（笑）。

ヴァリアス：でも、[image: ]点のダメージなんてもう出せないっす。

ファム：それでもすごいですよ。さすがヴァリアスさんですっ！　これは、言葉のうしろに（笑）じゃなくて、（愛）がつくくらいですよ（一同笑）。

カミュラ：愛っ!?（笑）

ＧＭ：それとシャドウミストのドロップとは別に、金きん属ぞくプレートを一枚まい落とします。こっちに書かれている文字は〝魔ま法ほう防ぼう御ぎよ強化（魔法防御力＋50）〟ですね。

カミュラ：今度は魔法ダメージを受けなくするためのものですね。

カッツ：なるほどなるほど。なんとなく読めてきたぞ。よし、次はこっちの番だな。あっという間に片かた付づけてくれよう。




　しかし……。




ＧＭ：攻こう撃げきがカッツに命中。ギラギラと赤く光る手がカッツにつかみかかります。ダメージはクリティカルなので２Ｄ増ふえて……（コロコロ）64点の〈火〉の魔法ダメージ。

カミュラ：《プロテクション》です！




　なぜかマグマスライムの攻撃を避よけることができず、立て続けにダメージを受けるカッツ。

　カミュラの《プロテクション》と《ヒール》のおかげで、戦せん闘とう不ふ能のうになることはないがクリンナッププロセスの15点のダメージもあり、完全に回かい復ふくすることはない。

　かといって《ペネトレイトブロウ》なしでは、ダメージをほとんだ与あたえることができないため、カッツの【ＭＰ】もみるみるうちに減げん少しようしていった。




カミュラ：なかなか倒たおれないじゃないですか！　もういいです。《サモン・フェンリル》を使います。

カッツ：えぇー!?




　そして、マグマスライムは倒れた（笑）。




ヴァリアス：しかし、カミュラ先輩の《プロテクション》や《ヒール》がないとここまで辛つらいことになるとは……。

ファム：本当ですねぇ。やっぱり四人そろってこそって感じです。

カミュラ：きっと今回は、いかにわたしたちが重要かっていうのを見せるシナリオだったんですよ（一同笑）。

カッツ：そうそう。

ヴァリアス：やっぱり支し援えん役やくがあってこそのアタッカーだからな。

ファム：そうですね。戦いにおいてはすごく大事ですよね。

カッツ：それではまるで、普ふ段だんはいらないみたいじゃないか（笑）。

ファム：え、えっ!?　そういう意味じゃ……。

ヴァリアス：そんなことよりも、早くプリドウェンを回かい収しゆうしようぜ。とりあえず、台だい座ざのところまで行ってみる。

ＧＭ：では、台座の前です。ちなみにカッツとカミュラには、壁かべの向こう側にヴァリアスが消えていったように見えます。

カッツ：そっか、こっちの部屋の向こうなんだっけ。

ＧＭ：そうです。

カミュラ：ファムさんとヴァリアスさんに任まかせましょう。

カッツ：そうだな……。

ＧＭ：それでは、壁の向こう組です。台座の上に、金こん剛ごう石せきの埋うめ込まれた腕うで輪わが置かれています。どうやらこれが〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンのようですね。

ヴァリアス：しかし、どうしたものかな。絶ぜつ対たいにトラップが仕し掛かけられていると思うんだよ。そうじゃないと、こっちがプリドウェンをどこか適てき当とうな床ゆかの上におけば、簡かん単たんに手に入るはずだし……。

ファム：でも、トラップを探さがすことってできないんですよね。

ヴァリアス：そうなんだよ。だから、カッツ先せん輩ぱいたちがこの部屋に入れるようにしないといけないはず！

ファム：なるほど。

ヴァリアス：とりあえず壁でも調べてみるか。

ＧＭ：では【感知】判はん定ていをどうぞ。

ヴァリアス：（コロコロ）７だから11か。かなり微び妙みようだな。

ＧＭ：何も分かりませんね。

ヴァリアス：ファムも探してくれ。できれば11よりも大きい達成値ちを（笑）。

ファム：はい、分かりま……って、11よりも大きくですか？

ヴァリアス：おう！（笑）

ファム：フェイトはどうしようかな……いいや、失敗したら振ふり直します！　えいっ!!（コロコロ）

ヴァリアス：おっ！　これはいったか？

ファム：はい、やりました！　合計で15です！




　ヴァリアスと一いつ緒しよに壁を調べるファム。

　壁のあちらこちらを触さわってみたり、押おしてみたり、叩たたいてみたり……。

　コツコツ、コツコツ、コンコン……。音が違ちがう？

　コツコツ、コツコツ、コンコン……。やっぱり、叩いた時に微妙に音が違うような気がする。

　ここに何かある？




ＧＭ：すると壁の一部に隠かくし扉とびらを見つけ出すことができます。場所はここです（地図に書き込こむ）。

ヴァリアス：なるほど。中庭と繋つながっているのか。ん？　でもそれだったら、中庭の方からも開けることができないか？

ＧＭ：いえ。中庭側から開けることができないように、この隠し扉には鍵かぎＢが掛かっているんですよ。それを解かい除じよするには内側からその仕掛けを外す必要があります。

ファム：なるほど。だから通つう常じようの方法では手に入れることができないって、ブルギニオンのゴーレムさんが教えてくれたんですね。

ＧＭ：そういうことです。ちなみに仕掛けはとても簡かん単たんなんで、判定は必要ありません。

ヴァリアス：じゃあ、そのことを隣となりの部屋にいる先輩たちに伝えよう。

カッツ：そういうことだったのか（笑）。

ファム：早っ！（一同笑）

カッツ：だが、その場所に隠し扉があるとすると、ひとつ解決しなければならない重大な問題がある。




〝金剛の盾〟プリドウェンを手に入れる方法が見つかって喜ぶファムとヴァリアスに向かって、重々しい口調でカッツが告げる。

　隠し扉は中庭に繋がっている。だとすれば、そこにいるのは……。

　ファムたちは思い出した。

　遺い跡せきの記き憶おくには存そん在ざいしないが、現げん実じつにはそこに存在するもののことを。




「そのとおり。二体のゴーレムをどうするかだ」







クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆選せん択たくの自由




　ファムとヴァリアスの前には二体のゴーレムが立っている。

　研究室にいるこの二体のゴーレムを破は壊かいすれば、カミュラとカッツは何の苦労もなく、地上に出ることができるだろう。

　だが、ふたりで戦っても勝てないのは先ほどまでの戦せん闘とうですでに分かっている。攻こう撃げきするだけでは戦いに勝つことはできない。仲間の支し援えんがあってこそなのだ。




ＧＭ：それではクライマックスフェイズに移うつりましょう。今、ファムとヴァリアスの目の前には、二体のゴーレムがいます。攻撃してくる気配はありませんが、すでに起動しているのは分かります。

ヴァリアス：つまり、こっちから攻撃すると反撃されるというわけだな。

ＧＭ：おそらく。今のところ敵てき対たい行動を取っていないので、何もしてこないだけです。

ヴァリアス：ゴーレムの倒たおし方って、まだ分かってないよな。

カミュラ：このプレートを使うんじゃないですか？　さっき、妖よう精せいがゴーレム用のパーツだって言ってませんでした？

ファム：そういえばそうですね。じっくりとゴーレムを見てみます。

ＧＭ：【感知】判はん定ていでどうぞ。




　しかし……。




ファム：10です！

ヴァリアス：……７。

カッツ：ダメだそりゃ。

ファム：フェイト使いますか？

カッツ：何点残っている？

ファム：えっと……２点ですね。

ヴァリアス：同じく２点。

カミュラ：さすがにここでフェイトを使うと、ゴーレム戦が辛つらいですね。

カッツ：うぉー、情じよう報ほうがぁ～。そうだ！　ここで《天てん啓けい》だっ!!

カミュラ：ＧＭからヒントを教えてもらえるギルドスキルですね。

ＧＭ：《天啓》？　……そうですね。どんなこと訊きくんですか？

カッツ：……ゴーレムの倒し方を教えてください（一同笑）。

ＧＭ：教えられるかっ！（笑）　じゃあ、倒す方法のヒントということにしましょう。

ファム：それでもいいです！

ＧＭ：するとどこからともなく声が聞こえてきます。「ゴーレムの胸むねのスロットにプレートを入れるのじゃ」（爆笑）

カッツ：誰だれだよ（笑）。

ＧＭ：たぶん神さまかと。まぁ、神しん託たくということで、脳のう裏りに響ひびいてきた感じです。

ファム：なるほどぉ。じゃあ、ゴーレムの胸の辺りをじっと見てみます。

ＧＭ：すると胸の辺りにスロットがついてます。

ファム：プレートを入れる場所がありましたっ！（一同笑）

カミュラ：スロットに何か入っています？

ＧＭ：すでにプレートが入っていますよ。何が入っているかは分かりませんけど。

カッツ：モーズレイ先生の情報からすると、おそらく魔ま法ほうのダメージや物理のダメージを無む効こうにする能のう力りよくを持たせるプレートだろうな。

ファム：なるほどぉ。

ヴァリアス：つまり、プレートを入れ替かえてゴーレムの能力を変えろということだな。

ＧＭ：そういうことです。

カミュラ：今、ゴーレムに挿ささっているプレートだと、絶ぜつ対たいに勝てないですからね。

カッツ：あとは組み合わせの問題か……。手元にあるプレートは？

ファム：えっと……（メモを読み上げる）攻撃速度上じよう昇しよう（《連続攻撃》追加）、ビーム出力強化（《超ちよう絶ぜつ魔力》５レベル追加）、魔法防ぼう御ぎよ強化（魔法防御力＋50）、物理防御強化（物理防御力＋50）です。

ヴァリアス：それと今のゴーレムに挿さっている二枚まいか。

ＧＭ：どう変えるかはお任せします、というか考えてください（笑）。最初に言ったとおり、ファムとヴァリアスは中庭の階かい段だんを上れば現げん実じつ世界に戻もどることができますので、ゴーレムを挟はさみ撃うちすることになります。

ヴァリアス：もしかして、そのままオレたちだけ脱だつ出しゆつできるんじゃ……。

ＧＭ：できますが……やりますか？

ファム：そ、そんなことしませんよぉ。

カッツ：なぜ、どもる（笑）。まぁ、それはさておき。どのプレートを挿す？

カミュラ：攻こう撃げき速度上昇と、ビーム出力強化は間ま違ちがいなく罠わなですね。

ヴァリアス：だよなぁ。

カミュラ：ヴァリアスさんは、魔法ダメージにできるんですよね。

ヴァリアス：【ＭＰ】を３点使いますけどね。光の槍やりを使えばできますよ。

カミュラ：ということは両方とも物理に強くして、魔法ダメージで攻撃するようにするのがいいんじゃないですか？

カッツ：私が《カバーリング》、カミュラが《プロテクション》と《ヒール》で支し援えんすると考えると、確たしかにその方がいいかも。

ファム：ということは、魔法ダメージを完全に防ふせぐ方のゴーレムのプレートを物理防御強化にすればいいんですね？

カッツ：そうだな。いざとなれば私も《ペネトレイトブロウ》で攻撃すれば、物理防御力は関係ないからな。

ヴァリアス：でも、どっちが魔法ダメージを防ぐんだ？

カミュラ：とりあえずプレートを挿してみたらどうですか？　一枚入っている状じよう態たいでも挿せるみたいですから。

ファム：じゃあ、物理防御強化のプレートをジャスパーゴーレムに挿してみましょう。ガッシャン！

ＧＭ：すると機械音と共にプレートが飲み込まれていきます。そして、しばらくすると別のプレートがスロットから吐はき出されてきます。

ファム：戻ってきましたっ！（一同笑）

カッツ：ダメか……。

ＧＭ：え？　あ、ダメじゃないですよ。元々入っていたプレートが出てきただけです（笑）。

ファム：なんて書いてあります？

ＧＭ：〝完全魔法結界（魔法ダメージ無む効こう）〟です。

カミュラ：ということは、これでジャスパーゴーレムが物理防御強化で、アゲートゴーレムが完全物理結界になったわけですね。

ヴァリアス：これでＯＫってことか？

カッツ：……たぶん（笑）。

ファム：じゃあ、ゴーレムを倒たおしに……。

ヴァリアス：ちょっと待ったっ!!

一同：？

ヴァリアス：このまま現実に戻ると、ドロップ品は消えないか？　確か、最初に過か去こで手に入れた物は持ってこれないって言ってたよな。

ファム：あーっ！　そういえば……。




　おっ、気が付いた（笑）。




ＧＭ：惜おしい！　あと少しだったのに～（笑）。

ヴァリアス：ポーションは飲んだから問題ないとしても、手に入れたドロップ品が消えるのは、無む茶ちや苦く茶ちや辛つらいぞ。借金が返せなくなる（一同笑）。

カッツ：そこかよ！（笑）

ファム：（しみじみと）固定値ちとお金は裏うら切ぎりませんからね。




　成長しましたね、小島さん（笑）。




ヴァリアス：そうそうお金は裏切らない（笑）。と、そんなことよりもドロップ品だ。えーっと、ドロップ品は適てき当とうに床ゆかに置いておけばＯＫかな？

ファム：そうだ。台だい座ざのところはどうですか？　あとでプリドウェンを取りにこなくちゃいけないわけですし。

カッツ：確かにな。

カミュラ：他に忘わすれたことない？

ヴァリアス：たぶん（笑）。

ファム：それじゃあ、今度こそ本当にゴーレムを倒しに行きましょう！

一同：おうっ！







◆クライマックス 02◆ゴーレムの悲ひ哀あい




　やるべきことはすでにやった。

　あとは二体のゴーレムを倒して、地上に出るのみ。

　ファムとヴァリアスは覚かく悟ごを決めて、階かい段だんを上り始めた。




ＧＭ：ある程てい度ど、階段を上ったところで、ファムとヴァリアスはふわっと浮ふ遊ゆう感のようなものを感じます。そして、辺りの風景が一変します。

ファム：べ、別のところに出たっ!?（一同笑）

ＧＭ：いえいえ、風景が変わったというより、周囲がいっぺんに古ぼけた感じですね。石材が欠けていたり、薄うす汚よごれていたり、かび臭くさくなったり、そんな感じ。

ヴァリアス：ビデオを早送りしたような？

ＧＭ：そうそう。そして背はい後ごから殺気のようなものを感じると、横の壁かべでジュッ！

ファム：な、何ですか！　（恐おそる恐る）お、音のした方を見ます……。

ＧＭ：壁がえぐれて焼け焦こげています。

ファム：ふぇぇぇ───。

ＧＭ：そしてうしろの方、階段の下には、ふたりをじっと見つめるゴーレムの姿すがたが（笑）。

ヴァリアス：さっきので現げん実じつ世界に戻もどったのか。

ＧＭ：というところで、戦せん闘とうを開始しましょう！　第１ラウンドのセットアップから。ゴーレムとの距きよ離りは、それぞれ二〇メートルずつです。ゴーレムを挟はさんでいるという状じよう況きようですね。つまり、カミュラからファムたちの距離は四〇メートルとなります。

カッツ：《プロテクション》や《ヒール》が届とどかないのか。

カミュラ：これは《陣じん形けい》を使うしかないですね。お互たがいに一〇メートルずつ近づけば、届くようになりますから。

ファム：分かりました。はい！　《陣形》を使いますっ!!




　ファムの合図で一いつ斉せいに動きだそうとする四人。

　だが、それよりも早くアゲートゴーレムが動き出した。

　アゲートゴーレムに刻きざまれている紋もん様ようが輝かがやくと同時に、周囲に四つの魔ま法ほう球きゆうが出しゆつ現げんする。

[image: ]




ＧＭ：その《陣形》の前に、アゲートゴーレムが動きます。自分に《インクリーズデバイス》を使用！　判はん定ていは……（コロコロ）成功です。これで、このゴーレムの使う魔法を回かい避ひする時のダイスが一個こ減へります。

カッツ：それは防ふせぎようがないな。さすがにこれに《インタラプト》はもったいない。

ＧＭ：ジャスパーゴーレムの方は何もしませんので、次は《陣形》です。

[image: ]

ファム：《エンサイクロペディア》も使えるんですよね。

ＧＭ：使えますよ。

カッツ：《エンサイクロペディア》……。しまったっ！　工こう房ぼうでファムにゴーレムのエネミー識しき別べつをしてもらうんだった！

ファム：あっ！




　確たしかにそのとおりです。




ヴァリアス：本当だ！　そうだよ、その場で見てたんだもんな。エネミー識別できたよ！

ＧＭ：しかし、もう遅おそいです。まぁ、ここで判定はできますのでどうぞ。

ファム：（申し訳わけなさそうな声で）す、すみませーん。せめて大きい数字を……（コロコロ）ダイスが８、【知力】が８、レベルが８なので24です！

ＧＭ：24ならばちょうどぴったりです。

ヴァリアス：おおーっ！

カミュラ：きっと、この地下の遺い跡せきについて書かれていた本を読んでいたんですよ（笑）。

ＧＭ：では、そういうことで。

ファム：はい！　確か読んだことがあります。




　アゲートゴーレムについての記き述じゆつに思い当たったファムが、特とく徴ちようを皆みなに教える。

　魔法に特化したゴーレムであること、使う魔法は《アーマーダウン》や《ブラインドフォールド》などの弱体化させるものであること、などなど。

　そして……。




ＧＭ：あとは《特とく殊しゆ能のう力りよく交こう換かん》で、性せい能のうを変化させるプレートを二枚まい挿させることですね。

ファム：え？　二枚？

カッツ：そういえば、さっき読み上げた特殊能力に《カバーリング》がなかったような。

ヴァリアス：何だって！

ＧＭ：つまり、アゲートゴーレムには〝完全魔法結界〟と〝対魔法援えん護ご〟のプレートが入っていたということです。〝対魔法援護〟のプレートの効こう果かは、「常じよう時じ、エンゲージしているゴーレムの魔法ダメージを代わりに受ける」というものです。

カッツ：二枚入っているのは予想していなかった……。

ＧＭ：工房での判定に成功するか、別のプレートを入れれば分かったんですけど（笑）。それでも、このプレートの選せん択たくは十分いけると思いますよ。

ファム：一番いい選択は？

ＧＭ：完全魔法結界と完全物理結界を入れ替かえてしまうことだと思いますよ。物理ダメージの攻こう撃げきをすると完全魔法結界のゴーレムがすべてのダメージを受けて、魔法ダメージの攻撃をすると完全物理結界のゴーレムがすべてのダメージを受けることになりますから。

カッツ：すべてのダメージが防ぼう御ぎよ力りよく無む視しして通るようになるのか。

ヴァリアス：魔法防御強化も、物理防御強化も罠わななのかっ！（一同笑）

ＧＭ：別に罠じゃありませんって。まぁ、二枚入っているのを隠かくすためのものでしたけど。

カッツ：それが罠だって（笑）。

ＧＭ：さて、次は《陣形》ですね。他に何かやる人いますか？

カミュラ：はいっ！　自分に《ヘイスト》を掛かけます。それで、一番最初に最大の《サモン・フェンリル》を使います。

カッツ：え？《ヒール》のために待機させておいた方がよくないか。ゴーレムだから絶ぜつ対たいにビームが飛んでくるぞ。

カミュラ：だって、さっき読み上げた特殊能力の中に、《バッドステータス無効》はなかったですよ。重じゆう圧あつが効きくんじゃない？

カッツ：……。

ヴァリアス：それだっ！

カミュラ：でも、当たらないかもしれませんけどね（笑）。

ヴァリアス：重圧すればマイナーアクションをつぶせますぜ。

カミュラ：当たらないかもしれませんけどね（笑）。

カッツ：確かに《サモン・フェンリル》はいいかもしれない。

カミュラ：当たらないかもしれませんけどね（笑）。

カッツ：頼たのむから、フェイトと《ダンシングヒーロー》を使ってでも当ててくれ！

カミュラ：冗じよう談だんですよ、冗談。とりあえず《ヘイスト》からいきますね……（コロコロ）判はん定ていは成功で……【行動値ち】が25になります。




　カミュラの《ヘイスト》を合図にするかのように、一いつ斉せいに動き出す四人。
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カミュラ：マイナーで《マジックサークル》、メジャーで《サモン・フェンリル》です。杖つえの能力も使っちゃいますね。

ファム：そういえば今回は《サモン・アラクネ》じゃなくて、《サモン・フェンリル》を選んだんでしたっけ。

カッツ：まさか、こんなに役に立つことになるとは……。さすが、小こ暮ぐれさん。

カミュラ：いえいえ、そんなこと（笑）。魔ま術じゆつ判定で《ダンシングヒーロー》とフェイトを１点使いますね。（コロコロ）26です！




〝神しん獣じゆうの杖〟から力を解かい放ほうし、さらに己おのれの魔力を最大にまで引き出したカミュラの魔術がゴーレムに向けて放たれる。

　それは轟ごう音おんと共に狼おおかみの姿すがたとなり、ゴーレムを蹂じゆう躙りんするかのように襲おそいかかった。




ＧＭ：ゴーレムの回かい避ひ……（コロコロ）二体共に失敗！　対魔法援護の能力でアゲートゴーレムがジャスパーゴーレムのダメージを肩かた代がわりします。

カミュラ：行け！　フェンリル!!　（コロコロ）んー、あまりよくないかも……26点。

カッツ：いや、アゲートゴーレムにこれが全部行くことを考えれば十分だろう。とにかく、先に一体倒たおしてしまえば、こっちが楽になる。

ＧＭ：確たしかに。アゲートゴーレムが52点のダメージを受けて、さらにバッドステータスの重圧を受けます。

カッツ：これで《マジックブラスト》の心配はなくなったな。もう一体のジャスパーゴーレムが何してくるか分からないのが不安だが……。

ヴァリアス：じゃあ、《カリキュレイト》で先に行動しますよ。ここはエンゲージを抑おさえて、相手が移い動どうできなくした方がよさそうだし。

カッツ：任まかせた！

ファム：お願いしますっ！

ヴァリアス：うしっ！　《カリキュレイト》を使用。マイナーで移動。メジャーアクションで《リバウンドバッシュ》＋《バッシュ》！　もちろん光の槍やりの能のう力りよくも起動するぜっ!!　命中は……（コロコロ）25！




　カミュラの召しよう喚かんした〝動物の王〟の幻げん体たいが消える瞬しゆん間かん、ヴァリアスが飛び込こんできた。

　輝かがやく槍の穂ほ先さきから溢あふれる光の粒りゆう子しが、流れるように飛散していく。

　二体のゴーレムは、流れるような光の帯から逃のがれようとするも、間に合わない。




ヴァリアス：合計で50点！　もちろん〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージ!!

ＧＭ：ぐはっ！　やはりこの攻こう撃げきをアゲートゴーレムが肩かた代がわりするので合計で[image: ]点!?　なんと１ラウンド目にして[image: ]点も受けるなんて……。

ヴァリアス：（唐とう突とつに）母ちゃん、見てるか！　オレはやったぜ！（一同笑）




　まぁ、ケセドは学園のどこかにいるはずですが。




ＧＭ：やはり、魔法ダメージ主体のパーティにゴーレムは鬼き門もんかぁ（笑）。しかし、次はこっちの番。まずはアゲートゴーレムがヴァリアスに《ブラインドフォールド》を使用します。

ヴァリアス：やっぱり来た～！　やめて～、それはやめて～（笑）。

ファム：《ブラインドフォールド》？

ＧＭ：シーンの間、命中判定のダイスをずーっと一個こ減へらすスキルです。マイナーで重じゆう圧あつを解かい除じよ、メジャーで《ブラインドフォールド》。対象はもちろんヴァリアス！

ヴァリアス：うぎゃー！

ＧＭ：《禁きん忌き魔術》が３レベルでダイスが三個増ふえますので、魔術判定のダイスは合計で五個になります。

ファム：そんなに振ふるんですか！　ヴァ、ヴァリアスさんっ!!

ＧＭ：これでヴァリアスの攻撃に対して五分五分になるはず……（コロコロ）は、はいっ!?

カミュラ：え～っ！　１と２しかない（笑）。

ＧＭ：…………………合計で８です（一同笑）。

一同：え？

ＧＭ：ゴーレムの【知力】は０なんですよ。だから、合計で８です。

カッツ：これは余よ裕ゆうじゃないか？

ヴァリアス：だと思うでしょ？　ところがオレの【精せい神しん】は４しかないので、ダイス目で４以上出さないと避よけられない（笑）。うぉー！《インクリーズデバイス》が地味に痛いたい！

カミュラ：フェイト使います？

ヴァリアス：うーん、ダイスを増やした方がいいのか。それとも振り直しに使った方がいいのか悩なやむところだな。いいや、一回目で成功すればフェイトが温おん存ぞんできるということで……。

カミュラ：え～っ（一同笑）。

ヴァリアス：そこで決意が揺ゆらぐようなこと言わんでください。フェイトは増やさないっと！（コロコロ）４っ!?　あ、危あぶね～っ！

ＧＭ：耐たえられてしまいましたかぁ。まぁ、８じゃ仕方ないか。気を取り直してジャスパーゴーレムの攻撃。攻撃力が一番高いのは、やっぱりファムかな。

ファム：こ、こっちですかっ!?

ＧＭ：《ジャスパービ────────ム》！（一同笑）　（コロコロ）22で命中！。

カッツ：ここでファムに倒れられるとプレートの意味がなくなるので、ここは《カバームーブ》を使おう。

ファム：すいません、すいません！　ありがとうございますっ！

ＧＭ：《ジャスパービーム》のダメージは６Ｄ＋30！

カッツ：い、意外と大きいな。

ファム：だ、大丈夫ですか？




　しかし、クライマックスになってダイス目は揮ふるわず、45点しか出ない。

　カッツの魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよくは18、しかもカミュラの《プロテクション》でさらに20点軽けい減げんされ、カッツが受けたダメージはわずかに７点となった。




カッツ：大げさに叫さけんだ割わりにはたいしたことなかったな（笑）。

ＧＭ：うぐっ！　クライマックスフェイズになってからダイス目が極きよく端たんに悪くなったような……（怪しい手つきをする小島さんに）だから、その手つきは止やめてください！　小島さんにそれやられると、なぜかダイス目が悪くなるんですもの。

ファム：えへへへ（笑）。

カッツ：さて、あとはファムと私か……。これは短期戦にした方がよさそうだ。《蘇そ生せい》がないし、ファムやカミュラが狙ねらわれると【ＨＰ】的に厳きびしそうだ。

ファム：何かいいアイデアがありますか？

カッツ：私とヴァリアスに《ファイアウェポン》という手がある。《マジックブラスト》があるから、私がゴーレムにエンゲージすれば両方一度に掛かけることができるからな。

ヴァリアス：なるほど、それはいい！　そうすると、こっちもウィングランシアやキャリバーの攻こう撃げきが魔法ダメージになるから、《ブルズアイ》を乗せて攻撃できるようになる。

ファム：《ファイアウェポン》を取っておいて正せい解かいでしたね。ヴァリアスさんとカッツさんが攻撃できるようになるなら、《ファイアウェポン》を使います！

カッツ：そういうことなら、私はゴーレムにエンゲージして終しゆう了りようだな。殴なぐってもダメージを与あたえることはできないし。というわけで移い動どう……そして終了。

ファム：次はあたしですね。えっとマイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《ファイアウェポン》です。

ＧＭ：ファンブルしなければ成功ですね（笑）。

ファム：ここでそんなこと言わないでくださいよぉ。（コロコロ）ほっ、成功です。




　ファムの紡つむぎ出した魔法によって、ヴァリアスとカッツの武ぶ器きが炎ほのおに包つつまれる。

　もともと〈風〉の魔ま術じゆつを得意とするファムだが、〈風〉以外の属ぞく性せいも憶おぼえた方がいいというヴァリアスの助言を受けて取得した〈火〉の属性を持つ魔術だ。

　これで全員がゴーレムに魔法ダメージを与えることになる。

　そして、第２ラウンド。
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ファム：ここでギルドスキルの《限げん界かい突とつ破ぱ》ですね！

カミュラ：あとは《ヘイスト》？

ヴァリアス：ファムの理知の宝ほう玉ぎよくもかな。ジャスパーゴーレムに対して《エンサイクロペディア》でもいいけど。

カミュラ：でも、魔法を使うゴーレムを早く倒たおさないとまずくないですか？

ファム：あたしもそう思います。それに理知の宝玉を使えば、ゴーレムよりも早く行動できますし。

カッツ：よし。ファムがそう言うならばそういうことで……あっ、あと私も《プロヴォック》を使っておこう。これで多少ファムとカミュラが安全になるだろう。

ＧＭ：しかし、その前にアゲートゴーレムの方が先です。




《インクリーズデバイス》を使用するアゲートゴーレム。

　再ふたたびアゲートゴーレムからの魔術の回避にダイスペナルティが入る。




カッツ：地味に嫌いやだな。このスキル。

ＧＭ：それが狙ねらいですから。こうでもしないと魔法が当たりませんし（笑）。次はカッツ？

カッツ：もちろん《プロヴォック》。ターゲットはジャスパーゴーレム。アゲートゴーレムは魔法を使ってくるだろうしな。カミュラやファムに攻撃がいかないようにするには、ジャスパーゴーレムだろう。

ヴァリアス：ここで《限界突破》を！　そうすると《プロヴォック》の判はん定ていも上がる。

ファム：はい！《限界突破》ですっ!!

カッツ：これで15＋２Ｄか。余よ裕ゆう余裕、フェイトを使うこともないな……（コロコロ）３!?

カミュラ：うわ、低っく！（笑）

カッツ：すいません、フェイトを使わせていただきます（一同笑）。




　しかし、ジャスパーゴーレムの【精せい神しん】は０だった。




カッツ：ちっ、驚おどろかせやがる。フェイトを無む駄だ遣づかいしてしまったじゃないか！

カミュラ：さすがフェイトの無駄遣いには定てい評ひようのあるカッツさんですね（一同笑）。

カッツ：そんなこと言うなよぉ～。

ＧＭ：まぁ、ゴーレムの判定は失敗なので《プロヴォック》が掛かりました。次はファム。

ファム：理知の宝玉を使います！　これで【行動値ち】が18です！




　ファムがゴーレムの【行動値】を上回り、ヴァリアスが《カリキュレイト》を使用するということで、結局カミュラは《ヘイスト》を使わずに、セットアップは終了。




ヴァリアス：いけっ！　ファム!!

ファム：はいっ！　《マジックブラスト》《エアリアルスラッシュ》でゴーレムを攻撃です。一気にいきますよ～。（コロコロ）15＋11で26です!!




　動きが素す早ばやいとはいえ、しょせんゴーレム。迫せまり来る真空の刃やいばを避よけることはできない。

　しかし、再ふたたびアゲートゴーレムがジャスパーゴーレムの盾たてとなる。




カッツ：《インタラプト》は使えるのか？

ＧＭ：《カバーリング》と違ちがってパッシヴの特とく殊しゆ能のう力りよくなので、残念ながら《インタラプト》で消すことはできません。

ファム：じゃあ、ここで《マジックフォージ》も使っちゃいますね。

カッツ：そうだな。ここで一体でも倒しておけばだいぶ楽になる。

ファム：はい！　《マジックフォージ》を使いますっ!!




　しかし……。




カミュラ：ああああぁぁぁぁぁぁ。

カッツ：こ、これは……。

ヴァリアス：これじゃあ無理か。




　二〇個こ振ふったダイスの合計は、なんと49。ダイス一個あたりの平へい均きんで約[image: ]で、《エフィシエント》と《限界突破》の分のダメージが加わっても、59点しかいかなかった。




ＧＭ：ジャスパーゴーレムの前に立ちはだかったアゲートゴーレムに、嵐あらしのような風が襲おそいかかります。しかし、その嵐が止んだ向こう側には、身体からだ中傷きずだらけになりながらも、いまだ機動しているゴーレムが。そのダメージなら、なんとか持ちます。

カッツ：やはり無理か……。

ファム：た、倒せませんでしたーっ！

ヴァリアス：いや、まだこっちの方が先に行動できる。《カリキュレイト》を使用！《ウェポンチェンジ》でキャリバーに持ち替かえて、マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》。攻こう撃げき対象はアゲートゴーレム！　これで止とどめだっ!!




　即そく座ざに槍やりから魔ま導どう銃じゆうに持ち替えたヴァリアスが、至し近きん距きよ離りでアゲートゴーレムに銃じゆう弾だんを叩たたき込こむ。炎ほのおに包まれた銃弾はゴーレムの装そう甲こうで止まることはない。




ヴァリアス：さらに《ブルズアイ》を使用！　これで19＋15Ｄ！　いくぜっ!!




　しかし……。




カミュラ：ああああぁぁぁぁぁぁ。

ヴァリアス：や、やっちまったぜ（笑）。

カッツ：こ、これは……。

ファム：無理？




　11＋15Ｄの合計は45。ダイス一個あたりの平均は約[image: ]である（笑）。

　アゲートゴーレムの【ＨＰ】は５点残った。




ＧＭ：無理ですね（笑）。

ヴァリアス：うぉ────。やっぱり固定値ち以外は信用ならねぇ（一同笑）。

カッツ：やっぱり《ヘイスト》を掛かけてもらっておくんだった。

カミュラ：もう遅おそいですよ（笑）。

ＧＭ：これで、ようやくこっちの番ですね。まずはアゲートゴーレムから。対象はヴァリアスとカッツ。《マジックブラスト》《アーマーダウン》を使用。

ヴァリアス：やっぱりきたーっ！

カミュラ：防ぼう御ぎよ力りよく下げるんでしたっけ？

ＧＭ：２レベルなんで、物理防御力が20点下がります。

カッツ：ジャスパーゴーレムとのコンボだな、こりゃ。

ＧＭ：それから、《インクリーズデバイス》が掛かっているので、回かい避ひのダイスも一個減へらしてくださいね。

ヴァリアス：鬼おにだ、鬼がここにいる（笑）。

カッツ：ダメージはこないんだよな。

ＧＭ：きません。

カッツ：微び妙みようだ。これでダメージを受けるなら、間ま違ちがいなく《インタラプト》を使うところなんだが……。ジャスパーゴーレムの攻撃もあるしな。《限げん界かい突とつ破ぱ》の分もあるから、ここは《インタラプト》は使わずにいくか。

ＧＭ：分かりました。それでは判はん定ていいきます！




　アゲートゴーレムの魔法の判定は18。

《バタフライダンス》を取得しているカッツは、たとえダイスが一個減らされても２Ｄを振ることができ、《限界突破》で＋８のボーナスもあるために、ファンブルさえ出さなければ回避できる。

　しかし、ヴァリアスは４以上出さないと避よけることができない。




ヴァリアス：また４以上かよっ！　さっきと同じく振り直しにフェイトを使う覚かく悟ごで……（コロコロ）よし！　成功っ!!　ひゃっほ─────！

ＧＭ：避けられた～。これがたぶん最後の行動なのに（一同笑）。

カッツ：まぁ、ヴァリアスは危あぶなかったけどな。さてさて、ジャスパーゴーレムはどういう攻撃をしてくるのかな？（笑）

ＧＭ：う───。いい気になるなよ（笑）。マイナーアクションで《ファストセット》！

カッツ：えっ？

ＧＭ：《ファストセット》で使用するスキルは《バッドステータス付ふ与よ：毒》と《バッドステータス付与：マヒ》。

カミュラ：毒とマヒ？

ＧＭ：そして《範はん囲い攻撃》で普ふ通つうにパンチで殴なぐります。

ヴァリアス：《インタラプト》なんかさせないぜっていう分かりやすい攻撃だ（笑）。

カッツ：いやいや、《インデュア》を持っているので問題なし。で、ヴァリアスは？

ヴァリアス：まぁ、避けられなかったら甘あまんじて受けますよ。受けるしかできないですよっ！　でも《カバーリング》してくれてもいいですよ？（一同笑）

カッツ：はぁ？

ヴァリアス：別に《カバーリング》してくれてもいいんだからね（一同笑）。

ファム：なるほど、これがツンデレですね。

カッツ：私はツンデレは嫌きらいだ（笑）。




　ツンデレは嫌いらしい。




ＧＭ：まぁ、ツンデレはおいといて、とにかく攻撃しますよ！




　ジャスパーゴーレムがその巨きよ大だいな腕うでを振ふり回し、ヴァリアスとカッツに殴りかかる。

　身体からだを捻ひねるようにして丸太のようなゴーレムの腕を避けるカッツ。だが、その目の端はしに動くのが遅おくれたヴァリアスの姿すがたが留とまった。回避した時の身体の回転を利用し、バックナックルの要よう領りようでゴーレムの腕にみずからの腕を合わせ、ヴァリアスを《カバーリング》するカッツ。

　ジャスパーゴーレムの叩たたき出したダメージは72点！




カッツ：72点か……。結けつ構こう痛いたいな。カミュラ！

カミュラ：《プロテクション》！（コロコロ）21です。

カッツ：え？　21？

カミュラ：はい（笑）。

ヴァリアス：……すごい。相変わらず小暮さんの《プロテクション》の目はすごい。

ＧＭ：なんで21も出ているんですか！

カミュラ：そんなこと言われても（笑）。




　結局カッツの受けたダメージは32点となり、バッドステータスの毒とマヒも《インデュア》で消してしまう。




ヴァリアス：すげぇぜ！　これなら何とかなりそうだな。

カミュラ：《限げん界かい突とつ破ぱ》の分がありますからね。

カッツ：勘かん違ちがいするなよ。私たちが強いのはこのラウンドだけだ（一同笑）。




　だが、魔ま法ほうダメージをかばうようにプログラミングされているアゲートゴーレムは、カッツのジャスパーゴーレムへの攻こう撃げきを再ふたたび受けて破は壊かいされた。

　さらに《限界突破》の効こう果かがあるうちにとカミュラが《サモン・フェンリル》でジャスパーを攻撃し、16点のダメージを与あたえる。しかし、アゲートゴーレムの支し援えん能のう力りよくがなくなってしまってはジャスパーゴーレムもただの強いゴーレムでしかない。

　しかも、セットアップでファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使用し、カミュラがカッツに《ヘイスト》を使用。これによってジャスパーゴーレムよりも先にふたり（ヴァリアスが《カリキュレイト》を使えば三人）が動くことが確かく定てい。この時点で戦いの趨すう勢せいはもう決まっていたといえよう。




カッツ：《ヴァイタルフォース》で普ふ通つうに殴る！　命中は……（コロコロ）23！

ＧＭ：クリティカル……（コロコロ）しません。うみゅー、なんか最初のセキュリティシステムの戦せん闘とうで、すべてのダイス運を使い切ったような気が……（笑）。

ヴァリアス：最悪だったからな、あれは。

ファム：はい、死ぬかと思いました（笑）。

カッツ：しかし、それもすでにいい思い出だ。ダメージは41点。もちろん〈火〉属ぞく性せいの魔法ダメージ！

ＧＭ：うぐっ……。41点全部くらいます。

ファム：《エキスパート：風》と《エアリアルスラッシュ》で攻撃です！　ダメージはカッツさんと同じで41点です！

ＧＭ：……それも41点全部くらいます。次はこっちの番ですが、（ヴァリアスに）《カリキュレイト》使います？

ヴァリアス：【ＭＰ】がもったいないから使わない。

ＧＭ：なんかなめられているような気がしてきた（笑）。こうなったら《ジャスパービーム》で……って、《インタラプト》も《ガーディアン》も残っているんだっけ？

カッツ：残っているぞ。

カミュラ：残ってます。

ＧＭ：しくしくしく……。えーいっ！　それだったらビームを撃うつぞ！　対象はヴァリアスとカッツ。《ジャスパービ──────────────ム》！

カッツ：《インタラプト》は使わないので、判定をどうぞ。

ＧＭ：え？　使わないの？（コロコロ）21で命中ですが。

カッツ：こっちはフェイトを１点使って回かい避ひ成功。ヴァリアスは？

ヴァリアス：失敗。

カッツ：じゃあ、ヴァリアスを《カバーリング》して、さらに《ソウルバスター》ね（笑）。

ＧＭ：ぐぇっ！

カミュラ：それならわたしも攻撃していいですね。《マジックサークル》と《サモン・フェンリル》で……あ、あと《ダンシングヒーロー》も使いまーす（コロコロ）17です。

ＧＭ：（コロコロ）どんどんダイス目が悪くなっていく……回避失敗です。だから、その手付きは止めてください、小島さん！

ファム：あはは（笑）。

カミュラ：ダメージは……（コロコロ）20点です。

ヴァリアス：オレはゴーレムに抱だきついて、涙なみだながらにもういいんだと語りますよ。お前の気持ちはよく判わかる。もし生まれ変わったら今度は友達になれるかもしれない、と言いつつ……マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《バッシュ》だぁー！　あ、武ぶ器きはウィングランシアに持ち替かえますね。

ＧＭ：容よう赦しやねぇー（一同笑）。




　そして次のラウンド。

　ギルドスキルの《祝福》で【ＭＰ】を回かい復ふくした一行は、カミュラ以外がジャスパーゴーレムよりも先に行動し、ジャスパーゴーレムは永えい遠えんの眠ねむりについた。合がつ掌しよう。




＊　＊　＊




カッツ：よし。これで出口は確かく保ほできた。

カミュラ：じゃあ、プリドウェンを取りにいきましょう！

ファム：はいっ！




　最後の〝覇は王おうの遺い産さん〟、〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンが隠かくされている部屋へ通じる隠し扉とびらの位置はすでに分かっている。カッツが先せん導どうして壁かべを確かく認にんしたあと、慎しん重ちように扉を開いていく。

　その部屋にはファムとヴァリアスの記き憶おくどおりの台だい座ざがあり、その上には時を経へても変わらぬ輝かがやきを放つ腕うで輪わがあった。




ヴァリアス：先せん輩ぱい、トラップのチェックをよろしく！

カッツ：ん？　おー、おー、そうだった、そうだった。

ファム：もしかして忘わすれてました？（笑）

カッツ：（大げさな調子で）そんなはずはないだろう（一同笑）。さぁ、トラップ探たん知ちをしようか。（コロコロ）21だな。

ＧＭ：岩石砲ほうというトラップが仕し掛かけられていますね。ダメージを与えて、さらにローリングストーンというエネミーを呼よび出すトラップです。

ヴァリアス：あ、あぶねー。そんなトラップまで仕掛けてあったのかよ。

ＧＭ：プリドウェンに触さわったら作動したんですけど。ちなみにこのトラップを解かい除じよするか、ローリングストーンを倒たおすとプリドウェンを台座から外すことができるようですね。

カッツ：ここは仕方ない。フェイトを３点使用しよう。

カミュラ：えーっ！

カッツ：なんだよ、その嫌いやそうな声は。

カミュラ：だって、カッツさんがフェイトを３点使った時って、ろくなことが起きてないじゃないですか（笑）。

カッツ：今回は大だい丈じよう夫ぶだ。理由はないがな（一同笑）。




　ないんですか。




カッツ：いくぞ！（コロコロ）ほーら、16も出たじゃないか。合計で22だな。

ＧＭ：それなら問題なく成功ですね。プリドウェンも台座から外せるようになります。能のう力りよくはこんな感じです。




（※）にデータが掲けい載さいされているので、そちらを見てくださいませ。
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カミュラ：これはやっぱりカッツさんが使うのがよさそうですね。

カッツ：《カバーリング》のことを考えるとそうだな。じゃあ、私が装そう備びしておこう。

ヴァリアス：これであとは学園を解かい放ほうすれば終わりだな。さっさとここを出ようぜ。




　急いで中庭に戻もどり、階段を駆かけ上る四人。

　だが、そこで待ち受けていたのは……。







エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆待ち受けしもの




　階かい段だんを上りきったところには扉とびらがあった。

　その扉を開けると、そこは一号ごう棟とうの広間のひとつ。振ふり返ると、そこにはファムたちのよく知っているものがあった。エルクレスト・カレッジ創そう設せつ者しやのひとりとして知られるリュー・マクールの胸きよう像ぞうの台だい座ざに扉が隠かくされていたのだ。




ＧＭ：それではエンディングに移うつりましょう。さて、階段を上ると広間のひとつに出ます。

カッツ：ふぅー、やっと学園内に潜せん入にゆうできたな。周囲の様子は？

ＧＭ：夜ということもあってかなり暗いです。灯あかりひとつありませんね。

ヴァリアス：何も見えない？

ＧＭ：いえ、暗いといってもまっくらではありません。窓まどから星明かりがもれていますし。その場でしばらくじっとしていれば、徐じよ々じよに目が慣なれてきます。

カミュラ：さて、これからどうしましょうか。

ファム：あたしはプリシアが心配です。

カッツ：ラリエットのことも気になるしな。

カミュラ：とりあえず学園内に残っている人を探さがして、話を訊きかないといけないですね。

ＧＭ：そんなことを小声で話していると、周囲の様子がだんだん見えてくるようになってきます。そこでふっと気がつくんですけど、広間の周囲にいっぱい騎き士しの鎧よろいのようなものが立っているのに気がつきます。

ヴァリアス：お城しろとかによくあるような感じ？

ＧＭ：そうです。ただし、この広間にそんなものがあった記き憶おくはありません。

一同：なんだってっ!?

カッツ：しまった。先回りされていたか……。

ＧＭ：そして広間に繋つながる廊ろう下かの奥おくの方から、甲かつ冑ちゆうを着ている人の歩く音ともゴーレムの足音とも取れるような金きん属ぞく音おんが聞こえてきます。しかも、だんだんと大きくなってきます。




　……ガシャ、ガシャ、ガシャッ！

　息を潜ひそめて暗がりに身を伏ふせるファムたち。

　だが、この広間では身を隠かくせるような場所などない。

　どう対たい処しよしてよいものか四人が悩なやんでいると、急に目の前が真っ白になった。




カッツ：なんだっ！

ＧＭ：暗くら闇やみに慣れていた目が、灯りの急な変化に耐たえられずに眩くらみます。そしてくぐもった女じよ性せいの声が聞こえてきます。




「よくぞ、ここまで入り込こんできた。しかも〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンまで持ってきてくれるとはな。感かん謝しやするぞ」




ファム：女性ってことは……。

ヴァリアス：オフェリアかっ！

ＧＭ／女性：「裏うら切ぎり者の血ち筋すじに与くみする貴き様さまらに名乗る名など持ち合わせておらぬ。だが、ここでそのプリドウェンを渡わたせば、命だけは見み逃のがしてやろう」横おう柄へいな口調で女性は答えます。

ファム：そんなことはできませんっ！

ヴァリアス：あぁ、お前たちに〝覇は王おうの遺い産さん〟は渡せない。




　ファムとヴァリアスの言葉に、女性が失笑を漏もらした気配がする。




「ほう。だが、この様子を見ても強気でいられるのかな」




　女性の声からはファムたちが灯りに目が慣なれるまで待っている、そんな余よ裕ゆうさえ感じられる。それは、あくまでも高こう圧あつ的に目下の者を見下す態たい度どだ。

　だが、目が見えないファムたちに選せん択たくする余地はない。とにかく待つしかなかった。

　やがて白い靄もやが晴れ、目が元通りになったファムたちの視し界かいに飛び込んできたのは、周囲を埋うめ尽つくしているゴーレムの群むれだった。鎧のように見えたものはすべてゴーレム、ゴーレム、ゴーレム……。

　そして、モーズレイ先生と戦った時に見た、あの深しん紅くに染そまった機械仕じ掛かけの鎧がファムたちをじっと見下ろしていた。
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プリプレイ







◆プリプレイ 01◆ラストセッション




　第九話の収しゆう録ろくからちょうど二週間後。

　その日はやってきた。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』の最終回のセッションである。




ＧＭ：とゆーわけで、前回のセッションの結果、全員がレベルアップできます。さらにフェイトを１点上げるか、クラスチェンジも可か能のうです。

一同：おぉ～～。

ファム：いよいよ最終回ですね。

ＧＭ：はい。ですから、悔くいのないレベルアップをお願いします。

カッツ：悔いのないって一体（笑）。

カミュラ：クラスチェンジすると新しいスキルって取れるんですか？

ＧＭ：レベルアップより先にクラスチェンジすれば、新しいクラスのスキルが取れます。

カミュラ：う～ん。何かいいクラスないですか？　アコライトもダンサーもこれっていうスキルがないんですよ。

ヴァリアス：じゃあ、バードですよ！

ファム：バード？

ＧＭ：いわゆる吟ぎん遊ゆう詩人ですね。

カミュラ：どんなスキルがあるんですか？

ＧＭ：誰だれかをもう一度行動させる《ジョイフル・ジョイフル》とか、１シナリオに一回しか使えないスキルをもう一度使えるようにする《ファイトソング》とかですね。

カミュラ：それは面おも白しろそう（笑）。

ヴァリアス：あとは他の人のダメージを増ふやす《ディスコード》が使える。

カミュラ：それは面白くないですね。わたしの見せ場がない（一同笑）。

ヴァリアス：《ディスコード》って言う瞬しゆん間かんが見せ場なんですよ。

ＧＭ：《ディスコード》で追加されるダメージのダイスは小こ暮ぐれさんが振ふっていいですよ。ルールでは指定されていませんけど、その方が《ディスコード》を使う人は嬉うれしいでしょうし。実際にコンベンションとかではそうしてもらってます。

ファム：確たしかにそうですね。

ＧＭ：ただし、バードになると《ダンシングヒーロー》を使うためにフェイトを１点消費しなければなりませんが。

カミュラ：それじゃ何のためにダンサーになったのよ（一同笑）。

ＧＭ：あ、《ダンシングヒーロー》を使う度にではないですよ。フェイトを１点払えば、そのシナリオ中は回数制限内でちゃんと使えますから。

ヴァリアス：それに、カッツ先せん輩ぱいやファムに命令する感じで使うことができますよ。

カミュラ：ん～、それはちょっといいかも（笑）。

カッツ：え～っ!?

ファム：カ、カミュラ先輩っ!?




　カミュラは最後までカミュラでした（笑）。




ＧＭ：はい。それじゃあ、まず最初に今回予告を読み上げて、シナリオハンドアウトを渡わたします。それを元にＰＣの成長を考えてください。




　最後の〝覇は王おうの遺い産さん〟、プリドウェンを入手したファムたちを待ち受けていたのは、〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディのひとり、オフェリア・ルクスだった。

　周囲をゴーレムに囲まれ、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの危き機きに陥おちいる四人。

　果たしてこの危機を脱だつし、エルクレスト・カレッジを救うことができるだろうか？

　そして〝神しん遺い剣けん〟デュランダルを復活させ、ファムの魔族化を止めることができるだろうか？




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第一〇話

『奇き跡せきの中で紡つむぐ夢ゆめ』




　ひとつの冒ぼう険けんが終わり、新たな冒険が始まる。




ＧＭ：とまぁ、こんな感じです。

カッツ：なんといいタイトルだ。

ＧＭ：ありがとうございます。それからさっき言ったように、今回はそれぞれの目的を思い出していただくように、シナリオハンドアウトを用意しました。




●ファム用シナリオハンドアウト

コネクション：プリシア　関係：庇ひ護ご

〝金こん剛ごうの盾たて〟プリドウェンは手に入れた。

　だが、エルクレスト・カレッジは依い然ぜん占せん拠きよされたままだし、それにここにはまだプリシアがいるのだ。彼女はどこにいるだろうか？

　学園を救うのはもちろん、プリシアも捜さがす必要があるだろう。

　だが、その前にこの状じよう況きようをなんとかしなければ……。




ファム：そうですね。そういえば学園内にまだプリシアが残ってるんですよね。どこにいるか分かります？

ＧＭ：さすがに分かりませんね。だから、学園内をオフェリアから解かい放ほうする方法を見つけながら、同時にプリシアを捜すということになります。

ファム：そ、それは大変ですね。

ＧＭ：途と中ちゆうで情じよう報ほうが手に入るかもしれませんし、いそうなところに見当をつけて、そこに行ってもＯＫですよ。

ファム：が、がんばりますっ！

ＧＭ：では次。




●ヴァリアス用シナリオハンドアウト

コネクション：ケセド　関係：貸かし

〝金剛の盾〟プリドウェンは手に入れた。

　だが、エルクレスト・カレッジは依然占拠されたままだ。

　どうやらケセドは学園に残っている人たちの安全と引き替かえに、みずから囚とらわれの身となったらしい。

　彼女との約束どおりファムを守ったのに、ここで敵てきの手に落ちるなんて許ゆるせない。文もん句くのひとつも言ってやる！

　だが、その前にこの状況をなんとかしなければ……。




ヴァリアス：最初と最後の文章がファムと同じなんですけど。

ＧＭ：そうですよ。というか、全員そこは同じにしてあります（笑）。

カッツ：確かに状況はみんな同じだからな。

ヴァリアス：で、オレは母ちゃんか。まぁ、そうだよな。見つけたら、一発くらい殴なぐってやらなきゃ気がすまないぜ～、って感じだな。

ＧＭ：まともに喧けん嘩かすると勝てませんが。

ヴァリアス：それは言わないでくれ～（一同笑）。




●カミュラ用シナリオハンドアウト

コネクション：エルヴィラ・アルディリケ　関係：友人

〝金剛の盾〟プリドウェンは手に入れた。

　だが、エルクレスト・カレッジは依然占拠されたままだ。

　モーズレイの話では、エルヴィラは共に最後までゴーレムたちに抵てい抗こうしていたが、今は傷きずつき、教員寮りように監かん禁きんされているらしい。

　エルヴィラを助け出し、何か反はん撃げきの手だてを考える必要があるだろう。

　だが、その前にこの状況をなんとかしなければ……。




カミュラ：え？　イエミツさんじゃないの？（笑）

ＧＭ：最後まで迷まよったんですが、アルヴィラ学長にしました。ただし、イエミツさん専せん用ようのイベントは用意してあります。

ファム：やっぱり出てくるんですね。

ＧＭ：イエミツさんは結けつ構こう人気ありますから。ここで出さないともったいない。ただし、どこで出てくるかは秘ひ密みつです。シナリオの展開によっては出てこないかもしれません（笑）。

カミュラ：出てこなくてもいいんだからね（一同笑）。

カッツ：どこのツンデレだ。




●カッツ用シナリオハンドアウト

コネクション：ラリエット　関係：家族

〝金剛の盾〟プリドウェンは手に入れた。

　だが、エルクレスト・カレッジは依然占拠されたままだし、それにここにはまだラリエットがいるのだ。ラリエットは眠ねむったままで保ほ健けん室しつから動くことはできないはず。彼女は大丈夫だろうか？

　だが、その前にこの状況をなんとかしなければ……。




カッツ：そして私は妹だな。他のＰＣのシナリオハンドアウトよりは楽そうだな。とりあえず行く場所がはっきりしているが……。

ＧＭ：ふっふふふふ。保健室にいると思うなよ（一同笑）。

カッツ：まぁ、そうだよな～。まぁ、保健室で見つけても連れて行くわけにはいかないから、困こまるだけなんだけど（笑）。

ＧＭ：はい。それでは、キャラクターの成長をお願いします。ちなみに今回は、前回のシナリオからの続きになりますので、買い物はできません。

カミュラ：（歌いながら）９レベルになったら～、装そう備び買おうと～、思ってたのに～。

カッツ：いや、バードになるからって別に歌わなくてもいいかと（笑）。




●ファムリシアの成長

ファム：クラスレベルが９になりました。【ＨＰ】が39、【ＭＰ】が83で、あとフェイトを１点増ふやしました。能のう力りよく基き本ほん値ちもきれいに全部10以上にしてみました。

ＧＭ：どれどれ……本当だ（笑）。まぁ、今回が最後ですからね。

ファム：はい（笑）。それで、スキルは新しいものは取らずに、《エキスパート：風》と《エフィシエント》を２レベルに上げました。それと今回はちゃんとヒロインがんばりますよ。前回はムスカしかできませんでしたから（一同笑）。

カミュラ：え？　ムスカがやりたかったんじゃなかったの？（笑）。

ファム：そんなわけないですよぉ～。




●ヴァリアス・ヴァンガードの成長

ヴァリアス：サポートクラスをガンスリンガーからサムライに変へん更こう！　そして【ＨＰ】は74、【ＭＰ】が47に上じよう昇しよう。スキルは《ストライクバック》と《レイジ》を取得！

カッツ：ちょっと待て。なぜ、私を差し置いて貴き様さまがサムライになるのだ（一同笑）。

ヴァリアス：じゃあ、先輩もサムライに（笑）。

カッツ：なれるもんなら、もうなってるって。ウォーリアで他に取るもんがあるんだよ！

ＧＭ：えーっと、他には？

ヴァリアス：ファムへの借金……かな（一同笑）。

ファム：必ず返してくださいね。

ＧＭ：今回、最終回なんだけど（笑）。




●カミュラの成長

カミュラ：（歌いながら）サポート～、クラスが～、バードに～、なりました。《ジョイフル・ジョイフル》と～、《ファイトソング》を～、取りました～。【ＨＰ】が50点で～、【ＭＰ】がフェイトを使って[image: ]点です～（笑）。

ＧＭ：あのー、リプレイに起こすのが大変なので、歌うのはちょっと～（笑）。

カミュラ：……そうですね。わたしも面めん倒どうなので止めようと思ってました（一同笑）。




●カッツ・バルゲルの成長

カッツ：クラスはそのままでフェイトを１点増やした。スキルは《カバームーブ》を２レベルにして、新しん規きに《シールドスラム》を取得。さらに盾たてをファインバックラーからプリドウェンに変更した。【ＭＰ】がさらに辛つらくなるが、まぁ仕方ないだろう。

ＧＭ：で、サムライは？

カッツ：それを言うな～（一同笑）。







オープニングフェイズ







◆オープニング 01◆絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい、危き機き一いつ髪ぱつ！




　ファムたちの前に、再ふたたび現あらわれた深しん紅くの鎧よろい。

　一挙一動ごとに、鎧から機械の音が漏もれてくる。

　見るのは二度目とはいえ、顔を含ふくめ、身体からだ全体を覆おおったその機械の鎧は異い様ようとしか言いようがなかった。

　鎧から視し線せんを外さぬように静かに立ち上がるファムたち。それでも、鎧の女じよ性せいは動こうとはしない。それは自信の表われか、それとも四人の最後の行動に対する慈じ悲ひなのか。




ＧＭ／オフェリア：謎なぞのゴーレム──ジルコニアゴーレムを率ひきいた機械鎧の女性が、再ふたたび問うてきます。「もう一度だけ言う。〝覇は王おうの遺い産さん〟をここで渡わたすならば命は助けてやろう」

カミュラ：（きっぱり）持ってません（一同笑）。




　いや、カミュラはその手に持っていますから。




ＧＭ／オフェリア：すると鎧の向こうで苦笑いする雰ふん囲い気きが伝わってきます。「言い方が悪かったか。そなたたちが持っている〝神しん獣じゆうの杖つえ〟と〝金こん剛ごうの盾〟を渡わたしてもらおうか」いかにも馬ば鹿かにしたような口調で問い掛かけてきます。

カッツ：何っ!?　馬鹿にされただと！　ならば言い返すしかあるまい。ふっ、ここを通してくれれば命だけは助けてやろう（一同笑）。

ＧＭ／オフェリア：「この状じよう態たいを見て、まだそんなことが言えるとはな」ジルコニアゴーレムたちが一いつ斉せいにカッツの方に照しよう準じゆんを付けます。

カッツ：しかし、私はそれに動じることなく不ふ敵てきに笑って……（重々しく）どうしましょう（爆笑）。




　考えなしですか……。




カミュラ：カッツさんはいいから黙だまっててください。

カッツ：……はい（一同笑）。

ファム：いくら脅されても〝覇王の遺産〟は渡すことはできませんっ！




　確かつ固こたる決意を胸むねにファムは叫さけぶ。




ＧＭ／謎の声：すると、「このような状じよう況きようで何も交こう渉しようする必要はないじゃないですか」どこからともなく声が聞こえてきます。

ヴァリアス：誰だれだっ！

ＧＭ／謎の声：「どうもおひさしぶりです。先日はお世話になりました」ユニコーンの頭をした魔ま族ぞくがオフェリアの隣となりに出しゆつ現げんします。
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カミュラ：砂さ漠ばくに出てきた馬頭（笑）。

ファム：挨あい拶さつした人ですね。おひさしぶりです！

ＧＭ／アルス：「こちらこそおひさしぶりです」深々とお辞じ儀ぎをします。

カッツ：相変わらずなヤツだな（笑）。で、お前が何のようだ？

ＧＭ／アルス：「何のようだな、とは無ぶ粋すいな方ですね。残りの〝覇王の遺産〟はすべてこちらにあることをお知らせするために参ったというのに」と、白銀の竪たて琴ごとを持ち出します。

ヴァリアス：白銀!?　まさか、それはケセドのっ！

ＧＭ／アルス：「ご名答。学園の人間を人ひと質じちにしたらあっさりと渡してくれましたよ。少々拍ひよう子し抜ぬけでしたがね」

ヴァリアス：母ちゃんがそんなことするなんて信じられない（一同笑）。




　そこまで息子むすこに言われるケセドって一体……。




カミュラ：「ケセドや学園に残っている方々は無事なんでしょうね？」

ＧＭ／アルス：「もちろんですよ。大事な人質ですからね」

ファム：嘘うそじゃないですよねっ！

ＧＭ／オフェリア：するとオフェリアが言います。「ならばこうしよう。〝覇王の遺産〟を渡せば、学園の人質はすべて解かい放ほうしよう」

ファム：ど、どうしましょう。

カッツ：って、ファムが説得されてどうするんだ（笑）。

ＧＭ／オフェリア：「ここまで妥だ協きようした。あとはそなたらの返事次し第だいだ」

ヴァリアス：ここで《ゲイ・ボルグ》を使うってのは？　もしかしたら何とかなるかも……。

カッツ：いや、無理だろう。前回のシナリオでオフェリアが《ゲイ・ボルグ》を使ったようなことを神官が言ってたからな。こちらが先に《ゲイ・ボルグ》を使うと、そこでプリドウェンの能力を使わざるを得ない。すると、向こうの《ゲイ・ボルグ》を防ふせぐことができなくなる。いきなりオープニングで《インタラプト》を使うことは避さけたいしな。

ヴァリアス：そ、そっか……。

ファム：ど、どうしましょう？

カミュラ：ファムさん？




　カミュラはオフェリアをじっと見たまま、ファムにそっと小声で語りかける。




「転送石は持ってきていますか？」




ファム：も、持ってますけど……。

カッツ：それかっ！　この転送石を使うと学園内の神しん殿でんの分社に《テレポート》するんだよな。とりあえずこの場から逃にげ出すことができる。しかも、学園の中から出ることなくな。

カミュラ：そういうことです。

ＧＭ／オフェリア：「あと一〇数えるまで待とう。一〇、九、八……」オフェリアがカウントダウンを始めると同時に、ジルコニアゴーレムの目にビームの粒りゆう子しが溢あふれ出します。

ヴァリアス：時間がないぞ。

ファム：分かりました。転送石を使って、まずはここから逃げましょう！




「こういう時はな、逃げるとは言わないもんだ。より、優ゆう位いなポジションを確かく保ほするために移い動どうすると言うんだ」




　子こ供どもが親の目を盗ぬすんで悪戯いたずらするかのような顔でファムに語りかけるカッツ。




ファム：すっごく前向きですね、カッツさん。でも、そういう考え方は嫌きらいじゃないです。転送石を取り出して、右手でぎゅっと転送石を握にぎりしめます。転送石を使います！

カミュラ：決まりですね。みんなでファムの右手に手を重ねましょう。

ヴァリアス＆カッツ：おうっ！

ＧＭ：（やっぱりそうきましたか）了りよう解かいです。では、ファムが転送石を使った瞬しゆん間かん、周囲の景色が歪ゆがみ始めます。

カッツ：はっはははは。また会おう（一同笑）。

ファム：それじゃ、どっちが悪役だか分かりませんよ（笑）。

カミュラ：カッツさんだけおいていきます？（笑）

カッツ：おいっ！

ＧＭ：というところでオープニングは終しゆう了りようです。







◆オープニング 02◆オフェリアの呟つぶやき




　光の粒子と共に消えていくファムたちを黙だまって見送るオフェリア。




「このまま見み逃のがすおつもりですか？」




　魔ま族ぞくアムドゥシアスのアルスがオフェリアに問う。




ＧＭ：えー、ミドルフェイズに移うつる前にちょっとだけマスターシーンを入れておきましょう。四人が転送石で消えたあと、アルスが見逃すつもりかとオフェリアに訊ききます。




「見逃すわけはなかろう。だが、彼らもただ逃げ出したわけではあるまい。人質を助けにきたのであれば、このエルクレスト・カレッジから逃げるはずはないのだからな。

　お前も捜そう索さくに行け！　アルス」

「仰おおせのままに」




　オフェリアに命じられ、白銀の竪たて琴ごとを抱かかえたまま、深々と頭を下げるアルス。

　だが、その口調はあくまでも慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなものだ。それでも表面上は文もん句くを言うこともなく、オフェリアにしたがう。

　現あらわれた時同様に、アルスはその場から姿すがたを消した。

　しばらくアルスの気配を探さぐっていたオフェリアは、ため息と共に独ひとり言ごとをもらす。




「所しよ詮せんは魔族か……。信用するに値あたいせぬ存そん在ざいめ。

　であれば、私は誰を信用すればよいのか。

　神々への信心を捨すて、人であることを捨てた我われらは何にすがればいいのか。

　スカディの誇ほこりか、理想への深じん信しんか、己おのれの主しゆ義ぎか……。

　みずからの妹を手に掛かけ、そしてまた……」




　だが、その言葉を聞いているのは物言わぬ機械の人形たちだけだった。







ミドルフェイズ







◆ミドル 01◆スニーキングミッション、開始！




　冒ぼう険けん者しやの養成学校であるエルクレスト・カレッジには、エルクレスト神しん殿でんの分社が設もうけられている。これは、実習で冒ぼう険けんを行なうことがある学生たちに配はい慮りよしたものであり、エルクレスト神殿から正式な神官も派は遣けんされている。

　いつもは学生の対たい応おうで忙いそがしく働いている神官たちがいるのだが、今はその姿を見ることはできない。

　だが、静まりかえっている分社の中で、静かに動き回るモノたちがいた。




ＧＭ：それではミドルフェイズです。転送石を使用して《テレポート》した先は、もちろんエルクレスト・カレッジ内のエルクレスト神殿分社です。

ヴァリアス：ふぅ、助かったぜ。

ファム：危あぶなかったですね。

ＧＭ：しかし、何者かが外からここに《テレポート》してくることは予想済ずみなので、オフェリアはエネミーを配置してあります。

カッツ：不意打ちになる？

ＧＭ：いや、予想済みだって言ってるじゃないですか。ですから、前回のシナリオで転送石を使うといきなり戦せん闘とうになったという仕組みです。

カミュラ：その場合は？

ＧＭ：まぁ、降こう参さんするか全滅するまで戦闘が続きました（笑）。

カッツ：そ、それは嫌いやだな。

カミュラ：使わなくて正せい解かいでしたね。

ファム：さすがです、カミュラ先せん輩ぱい！

ヴァリアス：で、どんなエネミーがいるんだ？

ＧＭ：もちろん対たい侵しん入にゆう者しや用ように配置されているので、セキュリティシステムです。

ファム：セキュリティシステムって……。

ヴァリアス：前回、オレたちの【ＨＰ】をゴリゴリと削けずったヤツだ！

ファム：あ、一番最初に戦った……。

ＧＭ：そのとおりです。距きよ離りは五メートル離はなれた場所で、すべて同じエンゲージですが、４グループいます。

カッツ：四〇体か……。さすがに超ちよう警けい戒かいって感じだな。

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ。これくらいの敵てき、たいしたことない。ここはオレに任まかせてもらおうか。

カッツ：ひとりじゃ無理だろう。前回あんなに苦労していたし。

ヴァリアス：いやいや、オレひとりで十分だぜ。




　三人をかばうように一歩前に踏ふみ出すヴァリアス。




「ちょっと試ためしたい技わざがあるんだ」




　ヴァリアスはウィングランシアの柄えの中ほどを右手一本で握にぎり、そのまま腰こしに這はわせるように槍やりをうしろに構かまえる。柄はわずかに斜ななめ。穂ほ先さきは右下を、石いし突づきが左上を向く。

　右足をややうしろに引き、半身の構かまえを取る。

　とても突く構えには見えない。




ヴァリアス：で、セットアップで《ヘイスト》を掛かけてもらうと【ＭＰ】使わなくてすむんですが（一同笑）。

カッツ：そこで落ちつけてどうする！

ヴァリアス：だって《カリキュレイト》は【ＭＰ】を８点も使うんですよ。オレの【ＭＰ】の六分の一もですよ！

カミュラ：じゃあ《ヘイスト》をファムに（一同笑）。

ＧＭ：えぇ～～！（笑）

ヴァリアス：バ、バカなーっ!!（笑）

ファム：ありがとうございます～。

ヴァリアス：すいませんが、せっかく新しいスキルを憶おぼえたので使わせていただけると、ものすごく嬉うれしいのですが（一同笑）。

カミュラ：分かりました。その代わり、きちんと倒たおしてくださいね。

ヴァリアス：もちろんだぜっ！




　最初のラウンドのセットアッププロセスに《ヘイスト》を掛けるカミュラ。もちろん対象はヴァリアス。判はん定ていは成功。そして効こう果かを求めるダイス目は11。

　これによって、ヴァリアスの【行動値ち】は18となる。

　セキュリティシステムの【行動値】は12。

　余よ裕ゆうでヴァリアスが先攻となる。




ヴァリアス：よし、いくぜっ！　マイナーでセキュリティシステムの場所まで移動してエンゲージ、メジャーで《トルネードブラスト》!!




　右手を伸のばしながら槍を突き出し、右から左上へと穂先を振ふるう。

　ちょうど右手が身体からだの正面に来たところで左手を添そえ、今度は左手を支し点てんにして穂先が円を描えがくように左下に振り下ろす。それと同時に一歩足を踏ふみ出し、床ゆかに叩たたき付ける。

　その瞬しゆん間かん、大地を揺ゆるがすような震しん動どうと共に、ウィングランシアの穂先から目に見えぬ気の竜たつ巻まきが起こり、槍に当たったわけでもないのにセキュリティシステムが次々と吹ふき飛んでいく。




ＧＭ：すると、前回あんなに苦労したセキュリティシステムすべてが一いち撃げきで全ぜん滅めつします。

ファム：なんとっ!?

ヴァリアス：10レベル以下のモブをすべて倒たおすスキルだ。前回、戦っているからエネミーレベルも分かっていたし、ここで使わなきゃどこで使うってスキルだしな。

ファム：（興こう奮ふんして）ヴァリアスさん！　カッコイイじゃないですかっ!!　すごい、レベルアップしてるって感じですよ！

カミュラ：レベルアップってすごいですね。

ヴァリアス：おうっ！　これがレベルアップの力だ！　本当はクラスチェンジの力だけど（笑）。

カッツ：そんなことよりも、今のうちにここを離はなれよう。セキュリティシステムが倒されたことが分かると面めん倒どうだ。

ＧＭ：では、分社から移い動どうするということで。それでは、今回のシナリオ内のルールを説明しましょう（机つくえの上にＭＡＰを広げる）。
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カミュラ：これって、学園内の地図？

ＧＭ：そうです。敵に見つからずに、学園に残っている人たちを助けたり、協力したりして、エルクレスト・カレッジをオフェリアから解かい放ほうする手しゆ段だんを見つけるということになります。

カッツ：エルクレスト神殿分社は……ここか。この太い線は？

ＧＭ：一号ごう棟とうの中です。

ファム：あとは学がく生せい寮りよう、大図書館、教員寮……このマスが学園内の場所を表わしているんですね。この太い矢印と細い矢印は？

ＧＭ：どちらも行き来できることを表わしていますが、ちょっとだけ違ちがいがあります。それでは順番に説明していきましょう。




　読者の方も実じつ際さいにマップをご覧らんになりながらお読みください。




①それぞれの場所でイベントが発生することがある。




ＧＭ：特定のマス──エリアに行くと、基き本ほん的にイベントが発生するようになっています。

カッツ：たとえば、教員寮に行くと学長に会えるとかだな。

ＧＭ：前回のシナリオで、その情じよう報ほうは出てますからね。ただし、タイミングによっては何も起こらないことがあります。たとえば、教員寮に行ったけど学長はもうおらず、どこかに移うつされたあとだったみたいな感じです。

ファム：それはまずいですねぇ。

ＧＭ：ただ、今のはあくまでも例ですから本当にそういうイベントがあるかどうか秘ひ密みつです。




②矢印はエリアとエリアを行き来することが可か能のうなことを表わしている。




カミュラ：つまり一号棟から学生寮に行こうとすると、実じつ技ぎ棟か図書館のどちらかを通っていくことになるわけですね。

ＧＭ：そういうことです。それで、太い矢印と細い矢印の違いは敵に見つかりやすいかどうかを表わしています。

ヴァリアス：なるほど。だから森と泉いずみは細いのか。

カッツ：身を隠かくせる場所がいっぱいありそうだからな。

ＧＭ：細い矢印の方は【感知】判定で難なん易い度ど10、太い矢印の方は【感知】判定で難易度12に成功しないと、巡じゆん回かい中のジルコニアゴーレムに見つかってしまいます。

カミュラ：見つかるとどうなるんですか？

ＧＭ：それは次のルールです。




③時間制せい限げんがある。




ＧＭ：今回は、シナリオの進行をアラームポイントというもので管理します。それぞれのエリアでイベントを発生させるとアラームポイントが１点ずつ溜たまっていきます。これが20点になるとオフェリアに見つかり、自動的にクライマックスフェイズになってしまいます。ただし、通つう過かするだけならアラームポイントは追加されません。

ヴァリアス：でも、二〇回もイベントが起こせるなら余よ裕ゆうじゃない？

ＧＭ：そこでさっきの矢印です。ひとりでも移動中に見つかってしまうと、アラームポイントが５点加算されてしまいます。

カッツ：二回見つかるだけで半分も溜まってしまうのか……。

ＧＭ：さらに戦せん闘とうを行なった場合は、その戦闘に掛かかったラウンド数-1点も加算されます。

ファム：戦闘もですかっ!?

ＧＭ：剣けん戟げきの音とかで、周囲にばれてしまうというイメージですね。ただし、１ラウンド以内で倒せば、すばやく片かた付づけたということで戦闘によるポイントの加算はありません。

カッツ：これはヴァリアスとファムの手しゆ腕わんに掛かっているな。

ＧＭ：とまぁ、こんな感じですね。




＊　＊　＊




カッツ：だいたい分かった。時間制限があるということは、きちんと考えて回る順番とかを決めないといけないわけか。

カミュラ：それに今回はそれぞれに目的もありますしね。

ＧＭ：そのためのシナリオハンドアウトです。

カッツ：私の目的……。

ヴァリアス：やっぱり保ほ健けん室しつじゃないですかねぇ。マップにもちゃんとあるし（笑）。

カッツ：だよな。

ヴァリアス：でも、カッツ先輩はこっちですよね、まず（宝ほう物もつ庫こを指しながら）。

カミュラ：そうですよ。そこですよ（笑）。

カッツ：君たちは私をなんだと思っているんだ。まぁ、宝物庫に行くことはやぶさかでないが（一同笑）。

ファム：でも、宝物庫の鍵かぎは持ってないですよ。

カッツ：うぉっ！　た、確たしかに……。

ファム：（地図を見ながら）プリシアはどこにいるんだろうな～。

ヴァリアス：今までの話からすると学生寮りようじゃないかなぁ。

カッツ：いきなり、パーティ分ぶん裂れつの危き機きか（笑）。

ＧＭ：別にバラバラに行動してもいいですよ。それも想定してシナリオを作ってますから。

ヴァリアス：いやいや、バラバラは危き険けんですよ。前回のシナリオで、オレたちはそれを十分に味わった（笑）。

ファム：そうですよ！　みんなで一いつ緒しよに行動しましょうっ!!

カミュラ：とすると、どっちにしろ保健室に行かないといけないですね。一号棟から出るには保健室か宝物庫のどちらかを通らないとダメみたいですから。

カッツ：ならば、ちょっと保健室に寄より道して欲ほしいな。せめて、妹がいるかどうかだけでも確かく認にんしたい。

ヴァリアス：あとで戻もどるよりいいかな。

ファム：じゃあ、まずは保健室に行ってみましょう。







◆ミドル 02◆ラリエットの行方ゆくえ




　一号棟の中を巡回しているジルコニアゴーレムの目をかいくぐり、暗くら闇やみの中を駆かけ抜ぬけていく四人。

　外に出るためには大広間を通らねばならない。だが、その前にカッツの妹ラリエットの安あん否ぴを確たしかめるため、ファムたちは保健室へと向かった。




ＧＭ：では、まず最初に見つかるかどうかの判はん定ていをしましょう。屋内ということで隠れる場所はそれなりにありますので難易度は10になります。

カッツ：私は４以上なので余裕だな。

ファム：あたしは５以上ですね。

ヴァリアス：オレは７以上か。まさかここで【感知】を使うことになるとは……。

カミュラ：わたしも７以上ですね。

ヴァリアス：でも、カミュラ先輩は《ダンシングヒーロー》が九回使えますから。かなり安全ですよ。

カミュラ：じゃあ、わたしが一番最後に振ふって、他の人がダメだったら《ダンシングヒーロー》を使いますね。

カッツ：そうだな。それがよさそうだ。

ＧＭ：じゃあ、判定してください。

ヴァリアス：ダンボールをかぶりながら……。




　エリンディルにダンボールはないと思います。




ヴァリアス：（コロコロ）おっ、７でギリギリ成功！

ファム：（コロコロ）６だから11で成功です。

カッツ：私は４以上……。




　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。




カッツ：そ、その沈黙はなんだーっ！（爆笑）

ヴァリアス：いやいや、なんかカッツ先せん輩ぱいの普ふ通つうの判定っていつもダイス目が悪いような気がして（笑）。

カミュラ：一番の不安材料ですからね。

ファム：がんばってくださいっ!!

カッツ：だ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ。……（コロコロ）




　そしてダイス目は……。




カッツ：あ、あぶねぇ─────っ!!　４、４だよっ!!

カミュラ：え？　もしかしてギリギリ？

カッツ：まぁ、こうやって場を盛もり上げるのがだな……。

カミュラ：（コロコロ）クリティカルです。

カッツ：って、人の話を聞けよ……しかも、クリティカル!?

ファム：ひょいって感じですね。

ヴァリアス：さすが、カミュラ先輩ですね。

カミュラ：《ダンシングヒーロー》を使う必要はなかったですね（笑）。

カッツ：……なんか無む性しように悔くやしい（一同笑）。




　無事に保健室に着いた四人。

　だが、そこには誰だれもいなかった。




カッツ：くそっ！　ラリエットも捕つかまってしまったのか……。一いち応おう何か手て掛がかりがないか探さがしてみよう。

ＧＭ：【感知】判定でどうぞ。

カッツ：（コロコロ）よしっ！　クリティカル!!

カミュラ：すごーい！

カッツ：そりゃ、妹のためだからな。

ファム：兄が、兄がすごいですよ、ラリエットさん（笑）。




　あ、兄？




ヴァリアス：さっきのダイス目が嘘うそのようだ（笑）。

カッツ：それで、何か見つかるのか？

ＧＭ：はい。ベッドの下にラリエットのペンダントが落ちているのを見つけます。

カミュラ：いらなくなったから捨すてたんじゃないですか？（笑）

カッツ：おいっ！

ＧＭ：そして、そのペンダントの紐ひもにメモが巻まき付けてあります。

カッツ：さすが我わが妹！




　妹は意い識しき不明なので、そんなことできません。




カッツ：まずはメモを読んでみよう。




「カッツくん。

　キミがここに戻もどってくることを信じて、この手紙を残しておく」




カッツ：この手紙を見る頃ころには僕ぼくはもういないだろう（爆笑）。




　勝手に殺さないでください。




ＧＭ：そんなわけないでしょ！　保健の先生のニクロム・ランスリッドの残した手紙です。えー、続きを読みますよ。
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「エルクレスト・カレッジが何者かに占せん拠きよされた時、この一号ごう棟とうに謎なぞのゴーレムたちが押おし寄よせようとしていた。

　僕ひとりならばともかく、ここにはキミの妹ラリエット君がいる。

　教きよう師しとして、僕には彼女を見み捨すてることができなかった。

　だが、ここにいればいずれふたりとも見つかってしまうだろう。

　そこで、ラリエット君のことはシェフィールド寮りようのプリフェクトであるシャルロッテ・イエミツ君に託たくし、僕がここで時間を稼ぐことにした」




カッツ：何だって！

カミュラ：つまりイエミツさんを捜さがせということですね（笑）。

カッツ：イエミツの居い場ば所しよは書いてないのか？




「ただし、この手紙がエルクレスト・カレッジを占拠した者たちに渡わたる可か能のう性せいも考え、ここではイエミツ君の場所は明かさないことにする」




カッツ：もしもしっ!?（一同笑）




「だが、それだけでは寂さびしいと思うのでヒントを残しておく」




カッツ：寂しいってなんだよ！（一同笑）




「キミたちが最後の入学試験を受けた場所にイエミツ君はいる。

　バイ、ニクロム・ランスリッド」




カッツ：最後の入学試験？

ファム：第一巻かんの一番最初の話ですよね？

カミュラ：あのダンジョンのあった場所ってどこでしたっけ？

ヴァリアス：最後の試験のダンジョン、最後の試験のダンジョン……思い出した。実じつ技ぎ棟だよっ!!　確か、実技棟の地下のダンジョンだったはず。

カッツ：つまり、イエミツは実技棟にいるというわけか。

ファム：ということは、ラリエットさんもそこにいますね。

カッツ：よし。これで妹のいる場所は分かった。イエミツと一いつ緒しよというのがちょっと心配だが、まぁ大丈夫だろう。あと、せっかくなのでもう少し保健室の中を探してみよう。保健室ならポーションくらいはあるかもしれない。

ＧＭ：薬品庫ならありますよ。ただし、鍵かぎが掛かっています。

カッツ：大丈夫だ。今の私ならこれくらいの鍵……（コロコロ）11！　なんか、今日の私はものすごく輝かがやいている気がするぞ！




　薬品庫の中からはＨＰポーションが四本、ＭＰポーションが五本見つかる（それぞれ、１Ｄ６を振って本数を決定した）。




カミュラ：本当に今日のカッツさんはすごくないですか？

カッツ：いやいや、これが実力なのだよ。

ファム：でも、これでかなり楽になりますね。前回、ほとんどポーションを使い切ってしまいましたから。でも、これって勝手に持っていって怒おこられません？

カッツ：とりあえずお礼を言っておけばいいだろう。

ファム：ニクロム先生、ありがとうございますっ！




　ここには先生はいないんですけど……。




カミュラ：さ、早く次の場所に行きましょう（笑）。




　現げん在ざいのアラームポイント：１点







◆ミドル 03◆強行突とつ破ぱ？




　ここを抜ぬければそこはすぐ外。

　だが、一号棟入口の大広間には見み張はりのジルコニアゴーレムが立っていた。それも一体や二体という生なま半はん可かな数ではない。

　はじめから大量のジルコニアゴーレムを配置していたのか、それともファムたちが一号棟から出ていないと考えたのか分からない。

　どちらにせよ、ここを突破するのは難むずかしいだろう。




ＧＭ：次のエリアは大広間です。まずは先ほどと同じように、途と中ちゆうで見つかることなく進むことができるかの判はん定ていをお願いします。難なん易い度どは同じく10です。

ファム：（コロコロ）ダイス目で10なので成功です。

ヴァリアス：相変わらずダイス目がいいなぁ……（コロコロ）うしっ！　こっちも成功。




　そして……。




カッツ：（コロコロ）３っ!?

一同：あははははははっ!!（爆笑）

カミュラ：カッツさんなら絶ぜつ対たいにやると思ってましたよ（笑）。

カッツ：……私の栄光の時は終わったよ（笑）。




　まだ１シーンしか経たっていませんが。




ヴァリアス：どうします？　フェイト使って振ふり直しますか？　それとも５点受けます？

カッツ：まだ序じよ盤ばんだからな。仕方ない、ここはフェイトを使って振り直す……（コロコロ）あ、あぶねーっ！　５かよっ!!

ファム：カ、カッツさんっ！

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。４以上で成功だから（笑）。

ファム：（安心したように）ほっ……。

カミュラ：次はわたしですね。《ダンシングヒーロー》を使います。

カッツ：これで失敗したら怒おこるよ。私のフェイトがムダになる（笑）。




　しかしそんなことはなく、カミュラの判定は余よ裕ゆうで成功する。




カッツ：やっぱりなんか納なつ得とくがいかない（一同笑）。

ＧＭ：まぁまぁ、成功したんですから。さて、大広間ですが、外へと続く扉とびらのところには一〇体ほどのゴーレムがいます。

ヴァリアス：げーっ！　ゴーレムの種類は？

ＧＭ：オープニングフェイズでオフェリアと一緒にいたジルコニアゴーレムです。

ファム：ど、どうしましょう……。




　と、四人が躊ちゆう躇ちよしている時。

　バ────ン！

　扉が巨きよ大だいな音を立てて開くと、ひとりの人物が入ってきた。月明かりが逆ぎやつ光こうになってその顔や姿はよく見えない。

　一いつ斉せいにそちらを向くジルコニアゴーレム。あらかじめ襲しゆう撃げきは想定されていたのか、なんの迷まよいもなくビームの発はつ射しや態たい勢せいに入る。光の粒りゆう子しがゴーレムの目から溢あふれれ出す。

　その瞬間、その人物は手に持っていた何かをゴーレムに投げつけた。




ＧＭ：コンコンコンとジルコニアゴーレムの近くまで転がったそれは、カパッとふたつに割われ、そこからものすごい勢いきおいでピカーッと光が溢れ出します。

カッツ：グレネードか!?　目がつぶれるっ!!

ファム：目がぁ～、目がぁ～って、またムスカですかっ！（一同笑）

カミュラ：やっぱり、好きなんじゃない（笑）。




　まったくです。




ＧＭ：そしてその光が止やむと、ブ────ンという異い音おんを発しながら、ジルコニアゴーレムが次々と擱かく坐ざしていきます。

カッツ：何だ？　何が起こっているんだ？

ファム：でも、ゴーレムは全部動かなくなったみたいですよ。

ＧＭ：そのようですね。するとその人ひと影かげは倒たおしたゴーレムのところから何かを拾い始めます。

ヴァリアス：ドロップ品を拾っているぞっ！（一同笑）

カッツ：冒ぼう険けん者しや？

ヴァリアス：そこにいるのは誰だっ！




「その声は……ヴァリアスか？」




　暗がりの中から男だん性せいの声が聞こえる。年の頃ころは一〇代半ばといったところか。

　なんとなく聞き覚えのある声。

　よく見れば、エルクレスト・カレッジのローブを着ているようだ。




カッツ：どうやら学生のようだな。

カミュラ：ローブのエンブレムとか分かりませんか？

ＧＭ：暗くてよく分かりませんが、どうやら剣けんが描えがかれているようです。

ファム：オルランド寮ですね。

カッツ：ということは？

ヴァリアス：お前はまさか……誰だっけ？（一同笑）

ＧＭ／声：「誰だっけって……。俺おれのこと、忘わすれたのかよっ！」

ヴァリアス：ああ、忘れるわけないだろ、アルヴィン（笑）。




　アルヴィン・ケンドール。

　ファムやヴァリアスと共にエルクレスト・カレッジに入学した、明るく陽気なお調子者の少年である。

　大の噂うわさ好きで、人当たりのよい性せい格かくを活用してさまざまな情じよう報ほうの収しゆう集しゆうが趣しゆ味み。




ファム：アルヴィンさんが、こんなカッコイイことしたこと、いまだかつてありました？

ヴァリアス：ない（笑）。

カミュラ：ということはニセモノですね。

ＧＭ／アルヴィン：「えーっ!!　そ、そりゃないですよ～。カミュラ先輩」情なさけない声を上げるアルヴィン。

ファム：これは本物のアルヴィンさんに間ま違ちがいないですよ！




　こんなところで判はん断だんされるアルヴィンって一体……。




ヴァリアス：そんなことよりも、さっきのゴーレムを一撃で倒したアイテムはなんだ？

カッツ：錬れん金きん術じゆつのグレネードみたいだったが……。

ＧＭ／アルヴィン：「あれ？　あれはゴドンさんが偶ぐう然ぜん作ったグレネード。なんでもゴーレムを一発で倒すことができるらしいですよ」

カッツ：何？　そんな便利なものがあるのか!?

ヴァリアス：くれ、オレたちにもくれ！（一同笑）

ＧＭ／アルヴィン：「無理」

ヴァリアス：なんでだよー！　一発くらいいいじゃないかよ～、友だちだろ（一同笑）。

ＧＭ／アルヴィン：「何と言われても無理。だって、一発しかないからな」

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ／アルヴィン：「さっきも言っただろ、ゴドンさんが偶然作ったって。だから、あれが最初で最後の一発」
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ファム：そういえば、ゴドンさんってどなたでしたっけ？

ＧＭ：チャイムゴーレムや実習のゴーレムといった、学園内のすべてのゴーレムの整せい備びや修しゆう理りを行なっているネヴァーフの錬金術師しです。

ファム：なるほどぉ。

ヴァリアス：それで、アルヴィンは今までどこにいたんだ？

ＧＭ／アルヴィン：「俺？　俺はずっと学園内で隠かくれていたぜ。今はイエミツ先輩の手伝いをしているけどな」

カミュラ：イエミツさんの？

ＧＭ／アルヴィン：「ああ。残っている学生たちで反はん攻こう作戦を練っている最中だ。で、イエミツ先輩がそのリーダーを務つとめているんだよ」

カッツ：それでイエミツは今どこに？

ＧＭ／アルヴィン：「ゴーレムの保ほ管かん庫こですよ」

ファム：ゴーレム保管庫って実技棟にあるんですか？

ＧＭ：実技棟とは別の建物ですけど、同じ地区にあります。

ヴァリアス：それでその反攻作戦ってのは？

ＧＭ／アルヴィン：「ゴドンさんと組んで、稼か働どう可か能のうなゴーレムをすべて動かして、相手が混こん乱らんしている隙すきに学園を取り戻す作戦ですよ。それで、そのゴーレムの動どう力りよく源げんとしてゴーレムの宝ほう石せきが必要なんで、まとまっているゴーレムを倒しにきたってわけ」

ファム：なるほどぉ。だからゴーレムを倒す爆ばく弾だんを使ったんですね。

カッツ：それで、そのゴーレム保管庫には、我が妹もいるんだな？

ＧＭ／アルヴィン：「ええ、無事ですよ」アルヴィンは親指を立てます。「あっ、あと、もしよかったら、このゴーレムの宝石をイエミツ先輩のところに届とどけてくれませんか？」

カッツ：お前はどうするんだ？

ＧＭ／アルヴィン：「教員寮りようの偵てい察さつですよ。先生たちは全員そこに閉とじこめられているんですけど、見張りに魔ま族ぞくがいるらしくて……。先生たちにも作戦に協力して欲しいんですけどね」アルヴィンは残念そうな口調で話します。

カミュラ：教員寮には魔族がいるんですね。どうしましょうか。

ファム：ここから行くことができるのは、実技棟と大図書館と森と泉いずみですね。

アルヴィン：なら、ついでに実技棟に行ってイエミツに会ってみる？

カッツ：そうだな。妹の顔も見ておきたいしな。

ファム：……そうだっ！　アルヴィンさんはプリシアを見てないですか？

ＧＭ／アルヴィン：期待を込こめた目で見られても、アルヴィンは申もうし訳わけなさそうに首を横に振ります。「いや、見てないな」

ファム：（残念そうな声で）そうですか……。

ＧＭ／アルヴィン：「でも、イエミツさんなら知っているかもしれないぜ。今回の反攻作戦は学園内のあちこちに隠れている学生と連れん絡らくを取り合って、同時に蜂ほう起きする予定らしいからな。プリシアもどこか他の場所に隠れている可能性もある」励はげますようにファムに言います。

ファム：あ、ありがとうございます！　なんか今回のアルヴィンさんはいい人ですよ（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：「もともといい人だって！　ヴァリアスに飽あきたら、次はぜひ俺ということでひとつ」

ファム：べ、別にヴァリアスさんとは何もありません！（一同笑）

ヴァリアス：そ、そうだよ。そんなことより、とりあえずイエミツに会いに行こう。何か新しい情じよう報ほうが手に入るかもしれないしな。

ファム：そ、そうですね。

ＧＭ／アルヴィン：「まぁ、そういうことにしておいてやるか。（カミュラに）じゃあ、俺は教員寮の方に行きます。イエミツ先輩によろしくお伝えください」

カミュラ：分かりました。アルヴィンさんも気をつけて。

ＧＭ／アルヴィン：「ありがとうございます。では、とうっ！」アルヴィンは再ふたたび陰かげに消えていきます。

カッツ：なぁ、ヴァリアス。

ヴァリアス：なんすか、先輩。

カッツ：アルヴィンのクラスって確たしか、アコライト／バードだったよな。なんでグレネード使ったりしてるんだ？　相変わらず謎なぞなヤツだ。

ヴァリアス：まぁ、アルヴィンですからね。

ファム：ヴァリアスさん、カッツさん。とりあえずアルヴィンさんのことはおいといて、イエミツさんのところに行きませんか？

ヴァリアス＆カッツ：……そうだな。




　こうして、四人はイエミツに会うためにゴーレム保管庫のある実技棟へ向かった。

　アルヴィンの謎をその胸むねに抱いだいたまま（笑）。




　現在のアラームポイント：２点







◆ミドル 04◆シャルロッテ・イエミツとの再さい会かい




　パンッ！

　ヴァリアスの背せ負おっているウィングランシアが、木の枝えだに当たって大きな音を立てる。




「ヴァリアスさんっ！」




　思わずいつもの調子で叱しつ責せきしてしまうカミュラ。

　ちょうど近くを巡じゆん回かいしているゴーレムが音に気がつき、ファムたちの方に顔を向ける。

　急いでその場を離はなれるが、ゴーレムに見つかってしまったのは間ま違ちがいないだろう。




ヴァリアス：なんでフェイトを使って振ふり直したのに同じ目が出るんだよ。

カミュラ：まぁ、起こってしまったことは仕方ないじゃないですか。

カッツ：それがファンブルした人の言うセリフか？（笑）

カミュラ：ヴァリアスさんが失敗したから、《ダンシングヒーロー》を使わなかっただけのことですよ。

ファム：でも、これでポイントが５点増ふえちゃいましたね。

ヴァリアス：……面めん目ぼくない。




　なんとかジルコニアゴーレムをやり過すごした四人は、ようやくゴーレム保ほ管かん庫こに到とう着ちやくした。




カッツ：ドンドンドンドン、山！

ＧＭ：川！　……って、なんでそっちから合い言葉をいうんですかっ！（一同笑）

カッツ：いや、なんとなく勢いきおいで（笑）。

ＧＭ：まぁ、いいですけど。すると、スーッと扉とびらが開くと、ひとりの学生が顔を出します。

カッツ：オルランド寮りようのプリフェクト様のお通りだ（笑）。

ＧＭ：すると、その学生は呆あきれたような顔をして中に入れてくれます。

カッツ：呆れたとはなんだ、呆れたとは。

ＧＭ／声：「まったく、ほんと呆れるわね」ちょっといらついた感じの声をあげて、竜りゆうをあしらったエンブレムのついた白いローブを着た女じよ性せいが近づいてきます。

ファム：イエミツさんですね！

ＧＭ／イエミツ：「よく学園内に入ってくることができたわね」イエミツは感心したように言います。

カミュラ：地下の秘ひ密みつの通路を使ってきましたから。

ＧＭ／イエミツ：それを聞いて驚おどろくイエミツ。「えっ！　じゃあ、あなた方……あの二体のゴーレムを倒たおしたの!?」

カミュラ：もちろんじゃないですか（笑）。

ファム：はいっ！

ＧＭ／イエミツ：「ふっ、しばらく見ないうちにずいぶんと腕うでをあげたようね」

カッツ：おっ？　負けを認みとめたぞ（笑）。

ＧＭ／イエミツ：「今はそんなことを言っている場合じゃないから」真ま面じ目めな顔に戻もどってイエミツは答えます。「それよりもどうやってここを知ったの？」

ヴァリアス：アルヴィンから聞いた。それと、アルヴィンから預あずかったゴーレムの宝ほう石せきも渡わたそう。

カミュラ：一個こ五〇〇Ｇで（一同笑）。

ファム：売るんですかっ！

ヴァリアス：しかも一〇倍ですよ、一〇倍（笑）。

ＧＭ／イエミツ：「本気で言ってる？」さすがにちょっと恐こわい顔をしながら、カミュラのことをにらみますけど。

カミュラ：冗じよう談だんです。あまり気を張はりすぎていると、思わぬところで失敗しますよ。

カッツ：おっ、なんか珍めずらしくカミュラがいいことを言っている（笑）。

カミュラ：珍しくってどういう意味ですか？

ＧＭ／イエミツ：「まったくあなたって人は……。それはそれとして、ここに来る時にゴーレムに見つかってないでしょうね」




　ピキーンっと凍こおる四人。




一同：（しばらくしたあと、満面の笑えみで）大だい丈じよう夫ぶです！（笑）

ＧＭ／イエミツ：「何よ？　今の間は……」

ヴァリアス：大丈夫です、すみません（笑）。

ＧＭ／イエミツ：「ま、まぁ、いいわ。聞かなかったことにするから」現げん実じつ逃とう避ひするイエミツ（笑）。

カッツ：おっと、それよりも妹はどこだ？

ＧＭ／イエミツ：「奥おくの部屋のベッドよ。ゴドンさんが使っている仮か眠みん用のベッドだけど、今は勘かん弁べんしてね」

カッツ：いや、感かん謝しやする。じゃあ、私は妹を見てくるといって、隣となりの部屋に行こう。そして、妹の無事を確かく認にんしてほっとしているということで。そうだ！　保ほ健けん室しつで見つけたペンダントは妹に返しておこう。

ＧＭ：了りよう解かいです。

ファム：よかったです……あっ！　そういえばイエミツさんはプリシアのこと知りません？

ＧＭ／イエミツ：「確たしかあなたの妹だか、親しん戚せきだかって子ね。学生寮で立てこもっている学生たちと一いつ緒しよにいるはずよ」

ファム：無事なんですね！

ヴァリアス：よかったな。

ファム：はいっ！

ＧＭ：それから、ゴーレムの宝石をイエミツのところに届とどけたので、ここからエリアを移い動どうする時の【感知】判はん定ていでダイスを一個増ふやすことができます。外で活動している人、たとえばアルヴィンとかが動きやすいように囮おとり用のゴーレムを数体放つことができるようになりますので、その恩恵を受けることができます。まぁ、攪かく乱らん要員ですね。

ヴァリアス：それはいい。オレの失敗もムダじゃなかったってことだな。

カミュラ：え？　どういうこと？

カッツ：ムダだろう。どう考えてもすごいムダだろう（笑）。

ヴァリアス：……す、すいません。やっぱりムダでした。

ファム：すいません。どうフォローしていいか分かりません！（笑）

ヴァリアス：いや、フォローしなくていいから……。

ファム：すいません、すいません。

[image: ]




　そんな様子を微笑ほほえましく見ているシャルロッテ・イエミツ。

　だが、同じ様子のカミュラと目が合ってしまい、お互たがいに気まずい様子になる。




ＧＭ／イエミツ：「それであなたたちは、これからどうするの？」

カミュラ：わたしたちには、わたしたちで為すべきことがありますから。

ＧＭ／イエミツ：じっとカミュラを見つめるイエミツ。「分かった。何も聞かないでおいてあげるわ」

ファム：……すいません。

ＧＭ／イエミツ：「それと反はん攻こう作戦の開始の時には合図の空くう砲ほうを鳴らす予定になっているから。あなたたちが何をしようとしているか分からないけど、その時がチャンスと思って」

カッツ：本当にイエミツは何も知らないのか？（笑）

ファム：絶ぜつ対たいに何か知ってそうですよ！

ヴァリアス：確かに。

ＧＭ：さぁ、どうでしょう（笑）。さて、次はどこに行きますか？

ファム：あたしは学生寮りように行きたいです！

ヴァリアス：プリシアがいるかもしれないからな。オレは別にいいぜ。

カッツ：私も別に構かまわないぞ。できれば、そのまま学生寮から生活協同ギルドに行きたい。

カミュラ：何でですか？

カッツ：ポーションを手に入れられる可か能のう性せいがあるからな。

ＧＭ：生活共同ギルドはいわゆる大学生協みたいなもので、いろいろと学園生活に必要なものを売っているんですよ。

ファム：なるほどぉ～。

カミュラ：じゃあ、学生寮に行って、そのまま下をぐるりと回って教員寮に行きましょう。それでいいですか？

ファム：はいっ！

ＧＭ：じゃあ、学生寮に向かうということでいいですか？　それでは、次のシーンに移うつりましょう。




　現げん在ざいのアラームポイント：８点







◆ミドル 05◆魔ま族ぞく、来らい襲しゆう！




　カラ～ン、カラ～ン、カラ～ン。

　両手にベルをつけたゴーレム──チャイムゴーレムが道の真ん中を歩いていく。

　それにジルコニアゴーレムが気を取られた隙に、姿し勢せいを低くしながら駆かけ抜ぬけていく四人。見つからないように足音を忍しのばせ、息を殺し、物もの陰かげから物陰へと移動する。

　ようやく、目の前に学生寮が見えてきた。




ＧＭ：学生寮の周りにはゴーレムはいないようですが、あなたたちが学生寮の入口に着いた途と端たん、中からドーンと何か物が破は壊かいされる音が聞こえてきます。

ヴァリアス：な、なんだっ!!

ファム：急いで中に入ります！

ＧＭ：すると、学生寮の廊ろう下かで何人かの学生たちがザガンという馬頭の魔族と戦っている様子が見えます。
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ファム：戦っている!?

ＧＭ：一いち応おう、みんな冒ぼう険けん者しやの卵たまごですから。そして、学生たちのうしろにはプリシアが……。

ファム：プリシアもいるんですかっ!?

ＧＭ：学生たちがプリシアを守るために戦っているようです。

ファム：守られているの!?　（寂さびしそうな声で）やっぱり、あの子はいつでもヒロインなのね……（一同笑）。

カッツ：キミはたくましくなったなぁ。

ファム：ありがとうございますっ！（笑）

ＧＭ：まぁ、そういう状じよう況きようの中、学生たちが「おらー、学生なめんな───っ！」とか言いながら戦っているわけです。

ヴァリアス：（学生になって）魔族がなんぼのもんじゃーい！

カッツ：（学生になって）エルクレスト魂だましいを見せてやれ────!!

ファム：たくましいです、ウチの学生さん（笑）。

ＧＭ：で、学生たちがなんとかザガンを倒します。

ヴァリアス：すげぇ！　倒したよ、うっそ！

ＧＭ：まぁ、多対一ですから（笑）。そして、プリシアも入口のところに立っているファムに気がつきます。「ファムさんっ！」

ファム：プリシアっ！　と名前を呼よびながら、プリシアのところに駆かけていきます！




　ファムがプリシアの方へと駆け寄よろうとした時、プリシアの背はい後ごの暗がりに赤く光るものがふたつ浮うき上がる。

　それは、まるで血のような、狂きよう気きに冒おかされた目だった。

「コンナトコロニモ、残ッテイタノカ……」

　くぐもった声が辺りに響ひびく。




ファム：な、何？

ＧＭ：ズーン、ズーンと巨きよ大だいな足音を立てながら、巨大な槍やりを持った牛頭の巨漢が闇やみの中から現あらわれます。

ファム：え？　もしかしてプリシアが危あぶない？　急いで駆けていきます。プリシア～！　ここら辺はスローモーションでお願いします（笑）。

カッツ：わざわざこっちのエンゲージから離はなれなくても（笑）。

ファム：はっ！　えー、えーと……す、すいませんっ!!　じゃあ、一メートルくらい近づいたということでお願いします（笑）。

ＧＭ：では、魔族からプリシアまで一メートル、そこから三メートル離れた場所にファム、そこからさらに一メートル離れた場所に残りということで。それでは、戦せん闘とう開始！




　地響きを起こさんばかりに咆ほう哮こうを上げる牛頭の魔族──モレク。

[image: ]

　寮の廊下の窓まどにはまっている硝子ガラスがビリビリと振しん動どうし、音を立てる。




ＧＭ：第１ラウンドのセットアップフェイズから。こちらの【行動値ち】は27！

一同：早いっ!?

ＧＭ：セットアップはこちらの方が先です。《デスペラード》を使用。これで、物理防ぼう御ぎよ力りよくが０になる代わりに武ぶ器きのダメージが＋20されます。

ヴァリアス：ダメージが上がったっ！

ＧＭ：ふっふふふふ。他にセットアップで行動する方？

カッツ：《陣じん形けい》を使って、向こうの移動を塞ふさぐというのは？　どう考えても先に行動されて、プリシアが殴なぐられるような気がするのだが（笑）。

ファム：そ、それはいけません！　《陣形》を使いましょう！




　いつものようにヴァリアスとカッツが真っ先に移動し、モレクにエンゲージする。

　だが、モレクは口元を歪ゆがませながらニヤリと笑う。




ヴァリアス：なんだっ!?

ＧＭ：それは秘ひ密みつです。




　さらにファムが《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつを試みるも失敗。カミュラは様子見のために《ヘイスト》は保ほ留りゆうした。




ＧＭ：では、こちらが先に行動ですね。マイナーで《バーサーク》！

カッツ：さらに攻こう撃げき力りよくが上がったっ!?

ＧＭ：メジャーで《ブランディッシュ》！

ヴァリアス：範はん囲い攻撃も持ってた───っ!!

ＧＭ：そして《ブルズチャージ》という特とく殊しゆ能のう力りよくによって、ダメージの有う無むにかかわらず命中すると重じゆう圧あつと放心を与あたえます。

ヴァリアス＆カッツ：げ─────っ!!

ＧＭ：いきます！　（コロコロ）命中は30！

ヴァリアス：回かい避ひを捨すてたオレには縁えん遠どおい数字だ（笑）。

カッツ：こっちもさすがに……（コロコロ）失敗。

ＧＭ：じゃあ、ダメージいきます！　固定値の分は90からスタートです。

カッツ：ちょ、ちょっと待った。私はヴァリアスを《カバーリング》……90!?

ＧＭ：はい（笑）。

カッツ：それ、《カバーリング》すると間ま違ちがいなく倒たおれるし（笑）。（ヴァリアスに）ダメージ受けても平気？

ヴァリアス：《プロテクション》があれば、たぶん。

カッツ：むむむむむ……。すまん、ここは甘あまんじてダメージを受けてくれ。さすがに《カバーリング》すると、一発で戦闘不能になる。

ヴァリアス：仕方ないっすね。ＯＫです。

ＧＭ／モロク：「コノ魔マ槍ソウヲクラッテ死ネ！」90＋（コロコロ）うっ、ちょっと低い。ダメージの合計は[image: ]！

カッツ：前回のリリスなみのダメージかっ！　中ボスにしてこの威い力りよく！

ヴァリアス：さすが最終回って感じだぜ。（カミュラに）すみませんが《プロテクション》をお願いします。防御力を引いても【ＨＰ】を８点ほど上回っています（一同笑）。

カッツ：こっちはまだ21点残っているが、今の攻撃をもう一度受けたら終わるな。あ、ダメージを受けた時に《インデュア》を使用しておく。これで重圧と放心はなし。

ヴァリアス：オレはもちろん重圧＆放心中。

カミュラ：このラウンドで倒さないと危き険けんですね……《ディスコード》！（爆笑）




　はい？




ヴァリアス：ちょ、ちょっと！　今のダメージに《ディスコード》まで使われたら確かく実じつに死にます（笑）。

カッツ：というか、どっちにかけてるんですかっ！

カミュラ：冗じよう談だんですよぉ、冗談（笑）。《プロテクション》です、《プロテクション》！　（コロコロ）４、10、16で……21点です。

ヴァリアス：す、すげーっ！　五個振ふって21っ!?　かろうじて【ＨＰ】が二桁けた残った！

ＧＭ：なんとっ！　あわよくばここでヴァリアスを沈しずめる予定が……。

カミュラ：任まかせてください（笑）。次はこっちですよね。一番最初は誰だれですか？

カッツ：私じゃないか？　理知の宝ほう玉ぎよくも《ヘイスト》も使ってないからな。といっても、普ふ通つうに殴なぐるしかできない。マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで攻撃！（コロコロ）６＋12で18！

ＧＭ：18ですか。ちなみにこの魔ま族ぞくの回避の固定値ちは14……。

カッツ：何!?　14だとっ！

ＧＭ：……＋１Ｄ（笑）。

カッツ：おいっ！

ＧＭ：《バーサーク》してるんで、回避のダイスが一個減へるんですよ。まぁ、それで４以上で回避しますが。

カミュラ：今です！（ファムに）ＧＭのダイスに呪のろいを！（一同笑）

ファム：（手をダイスにかざして、念を込こめながら）ううぅぅぅぅ……。

ＧＭ：なんか嫌いやな予感が……（コロコロ）３!?

ファム：やりましたっ！　……でも、呪いなんですか、これ。せめて魔法にしてくださいよぉ～（一同笑）。

カミュラ：あははははは（笑）。




　カッツの攻撃によってモレクは46点のダメージを受ける。

　だが、それでもまだ四分の一ほどの【ＨＰ】しか削けずれていない。




ＧＭ／モレク：「ソノ程テイ度ドノ攻コウ撃ゲキ、痛イタクモ痒カユクモナイワッ!!」

カミュラ：それならば、ファムさん！

ファム：はいっ！　マイナーで《エキスパート：風》、メジャーで《エアリアルスラッシュ》です。（コロコロ）12＋15で27ですっ！

ＧＭ：（コロコロ）ぶばっ！　ファンブル（一同笑）。




　追い撃ちをかけるようにファムの〈風〉の魔法がモレクに襲おそいかかる。

　カッツの攻撃に気を取られていたのか、魔族はファムの魔法にまったく気がついていなかった。真空の刃やいばがモレクの身体からだを次々と切り裂さき、62点のダメージを与あたえる。




ＧＭ／モレク：「ナ、何ッ!?　バ、馬ば鹿かナッ！」魔法防御力を引いても48点のダメージだから……これで【ＨＰ】が二分の一になってしまった。やっぱり、カッツの攻撃を避よけられなかったのが辛つらい……。

カミュラ：このラウンドで倒たおせるんじゃない？

ヴァリアス：いや、オレの攻撃は当たらないかも。重じゆう圧あつと放心を受けているし……。

カミュラ：それなら、わたしは待機しますね。ヴァリアスさんが倒すことができなかったら、《ジョイフル・ジョイフル》を使ってファムさんに攻撃してもらいましょう。

ヴァリアス：お願いしやす。というわけで、マイナーで重圧を解かい除じよ、そしてメジャーで《バッシュ》……ですが、放心でダイスが一個減るので12＋２Ｄ！

カッツ：び、微び妙みようだ……。

ヴァリアス：ダイス一個分多いけど、固定値で２負けているので、固定値は裏うら切ぎらないがモットーのオレとしてはすでに負けているという（笑）。

カッツ：フェイトは？

ヴァリアス：残り４点なので、ここで使うわけには……。くそー、ムダに使ったあの１点が痛いっ！（一同笑）

カミュラ：まぁ、うしろにファムさんが控ひかえていますから（笑）。

ヴァリアス：そ、そうですよね！　それなら気楽に……（コロコロ）おっ！　９!?

ファム：もしかして超こえた？

ＧＭ：はい。こちらが14＋１Ｄで最高は20ですから。

ヴァリアス：やったぜ！　これはオレの時代が来た予感っ!!　世界の中心は今、世界の中心はオレ！




　意味不明です。




ヴァリアス：はぁぁぁぁっ！（コロコロ）ダメージの目もいいぜっ！　合計で58っ!!

ＧＭ：や、やばい。このままで本当に１ラウンドで沈しずむ……。

カミュラ：じゃあ、ここで《ジョイフル・ジョイフル》をカッツさんに！（一同笑）

カッツ：私かよっ！

カミュラ：見せ場ですよ、見せ場！（笑）

カッツ：いや、だから私の攻撃は命めい中ちゆう率りつがやや悪いんだよ。ファムかヴァリアスの方が……。

ヴァリアス：一番確実なのはファムですね。命中率が一番高い。ダメージはオレの方が高いけど、ここはやっぱり命中重じゆう視しじゃない？

カミュラ：やっぱり？（笑）。じゃあ、カミュラに代わりまして、代打ファム！

ファム：分かりましたー。《エアリアルスラッシュ》、いきます！




　そして、魔族モレクは倒たおれた。

　しかも１ラウンドで……。




＊　＊　＊




ＧＭ：モレクがどうと音を立てて倒れます。しばらくの沈ちん黙もくののち、学生たちが歓かん声せいを上げます。「カミュラさん、お帰りなさいっ！」「あんなでかい魔族を倒すなんて……」「さすが我われらがプリフェクトだっ！」

ヴァリアス：オルランド寮りようの学生かよっ！

ファム：なんか、あたしたち、偉えらい人みたいですね（笑）。

ＧＭ／学生：「カミュラ先せん輩ぱいもご無事で！」

カミュラ：も？　も？（一同笑）

ＧＭ／学生：「カミュラ先輩こそご無事で！」

カミュラ：みなさんこそ無事でよかったわ（一同笑）。なんで、そこで笑うのよ。

ファム：そうだ、プリシアは？

ＧＭ／プリシア：無事ですよ。「寮のみなさんが助けてくれたんです。あたしは足手まといでしかないから……」ちょっと心苦しそうに言ったあと、「ファムさんも、お帰りなさい」嬉うれしそうに笑え顔がおで答えます。

ファム：プリシアも無事でよかった～。

ＧＭ／プリシア：「それで、ファムさんたちは何でここに？」

カミュラ：学園を占せん拠きよしたゴーレムたちを何とかする方法を探さがしているんですけど……。

ＧＭ／学生：するとひとりの学生が「そういえば、学長が学園を囲んでいる結界が破られたのが原げん因いんで、ゴーレムたちの侵しん入にゆうを許ゆるしたとか言ってたような……」

ファム：結界？　そういえば、モーズレイ先生も前にそんなことを言っていましたね。

ヴァリアス：どちらにしろ、学長を助けないとダメってことか。

カッツ：大図書館で調べるって方法もあるな。教員寮は魔ま族ぞくが見み張はっているとアルヴィンが言っていたからな。戦せん闘とうはできれば避さけたい。

カミュラ：どうします？　ファムさん。

ファム：えっ！　あ、あたしですかっ!?

ヴァリアス：ギルドマスターだからな。ファムの決定がギルド〝マジックフェザー〟の決定だ。

ファム：ん───。




　しばらく悩なやんだ末、ファムはきっぱりと言った。




ファム：学長さんを助けましょう！

カッツ：分かった。

カミュラ：わたしもそれに賛さん成せいです。

ヴァリアス：ファムならそう言うと思ったよ。

ファム：それと、プリシアも連れていきたいんですけど……。

一同：えっ!?




　驚おどろく一同。




ファム：ここに残しても、さっきみたいなことがあったら困こまるし……。

カッツ：プリシアの能力は？

ＧＭ：もちろんエキストラですよ。

ヴァリアス：攻こう撃げきが当たれば一撃か……。

カッツ：もし連れていくとすると、私が《カバーリング》しながらということになるな。




　さっそく頭の中で戦闘をシミュレートするヴァリアスとカッツ。

　そんなふたりの思考を断たち切るようにカミュラが言う。




カミュラ：わたしは反対です。ただでさえ、さっきのような戦闘が起こるんですよ。わたしたちだけならともかく、プリシアさんを守りながら戦うのは無理です。

ファム：でも、連れていきたいんです！　ここに置いていくと嫌いやな予感がするんですよ。
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　必死にカミュラを説得するファム。

　そんな様子を見たヴァリアスとカッツは……。




ヴァリアス：ファムが連れて行きたければ連れて行ってもいいんじゃないか？

カッツ：私はファムの勘かんを信じてもいいぞ。いや、むしろ信じよう。

カミュラ：…………（しばらく黙だまったあとで）分かりました。多数決で決めましょう。ギルドのメンバーの過か半はん数すうが、プリシアを連れて行くといえば別にわたしは反対をしません。それにしたがいましょう。

ファム：……分かりました。

カミュラ：プリシアを連れて行ってもいいと思っている人！

ヴァリアス＆カッツ：はいっ！

カミュラ：あ、あれ!?（爆笑）

ファム：やった！　やったっ!!　みんな、ありがとう！　カミュラさん、これでいいですよね。プリシアを連れて行ってもいいですよね。

カミュラ：も、もちろんですよ。わたしはみんなを試ためしただけです（一同笑）。

カッツ：本当かよ（笑）。

カミュラ：当たり前じゃないですか。プリシアも一いつ緒しよに行きましょう。




「え？　で、でも……」

　手を差し伸のべるカミュラと、笑顔のファムを交こう互ごに見るプリシア。




「ほら、あたしは足手まといだし……。一緒に行ってもジャマになるだけだし……。

　本当に何もできないんですよ？　さっきだって、学生のみんなに守られていただけだし」




ヴァリアス：それでもファムは、一緒に行こうって言ってるんだよ。

ファム：大丈夫、あたしたちが守るから。

ＧＭ／プリシア：「本当にいいんですか？」

カミュラ：ギルドマスターが決定しましたからね。誰も文もん句くは言いませんよ。

カッツ：さあ、行こう！　急がないとイエミツの反攻作戦が始まってしまう。




「はいっ！」




　晴れやかな声で返事すると、プリシアは小走りでファムのもとへ駆かけ寄よる。

　プリシアの胸むねには、ファムの物と同じペンダントが緑色の光を放ち、輝かがやいていた。




　現在のアラームポイント：９点







◆ミドル 06◆教員寮りようを解かい放ほうせよ！




「学長を助けに行く前に、まずは生活協同ギルドに寄っていきたいのだが」




　戦せん闘とうの傷きずなどをポーションや魔ま法ほうなどで回かい復ふくしながら、カッツは言った。




ＧＭ：ずいぶんと生活協同ギルドにこだわりますね。

カッツ：当たり前だろう。今の回復で大量のＨＰポーションを消費したからな。手に入る物があれば少しでも手に入れておきたい。

カミュラ：わたしも賛さん成せいです。カッツさんのせいで【ＭＰ】がかなり減へってしまいました。

カッツ：私のせいなのかっ！（笑）




　移い動どうの判はん定ていには成功し、無事に生活協同ギルドに到とう着ちやくした四人が見たのは、生活協同ギルドの建物に立てこもっている学生たちだった（笑）。




ＧＭ：とゆーことで、ここでは買い物ができます。

カッツ：ただじゃないのかっ！

ＧＭ：当たり前じゃないですか。しかも、買えるアイテムはひとり一個こまでです。

ヴァリアス：一個か……。マジックアイテムは売ってる？

ＧＭ：売ってるわけないじゃないですか。普ふ通つうに学園生活とか実習で必要な物くらいですよ。通つう常じようの武ぶ器きや防ぼう具ぐとか道具の類たぐいだけです。

カミュラ：ポーションは買えますか？

ＧＭ：ポーションなら大だい丈じよう夫ぶですよ。あと、アラームポイントを３点余よ分ぶんに費やすと、ひとり二個ずつ買えますけど……。

ファム：それは避さけたいですね。




　結局、四人はこのあとの戦闘のことを考え、ハイＭＰポーションを購こう入にゆうした。




ファム：あ、そうだ！　プリシアの分も買っていいですか？

ＧＭ：（お、いいところに気がついた）もちろんですよ。全員で五個まで買えます。

ファム：やった！

ヴァリアス：プリシアが役に立った（一同笑）。

カッツ：もしかすると、初めてじゃないか？

カミュラ：そうかも（笑）。

ファム：ありがとう、プリシア！（笑）




　現げん在ざいのアラームポイント：10点




＊　＊　＊




　ファムたちは続いて教員寮に向かった。

　アルヴィンの話では、教員寮は魔族に見み張はられているらしい。教員寮まであと三〇メートルほどというところまで近づき、物もの陰かげから覗のぞき見る。

　と、そこには鳥に似にた魔族と、巨きよ大だいな弓を持った骸がい骨こつがいた。




カッツ：骨ほねの方は、おそらくレライエか……。

ヴァリアス：鳥の方はちょっと分からないな。鳥の姿すがたの魔族は結けつ構こう多いし。

ファム：《エンサイクロペディア》で調べることできますか？

ＧＭ：普通にエネミー識別するなら問題ありません。《エンサイクロペディア》を使う場合は二〇メートルまで近づかなければなりませんし、その判定のあとに【感知】同士の対決を行ないます。これに勝てば、相手に見つからなかったということにしましょう。

ファム：【感知】は５です！

ヴァリアス：フェイト使えばなんとかなる……かも（笑）。

カッツ：どうやら見つからずに調べるのは、あきらめた方がよさそうだな。《陣じん形けい》を使って突つっ込こむか？

カミュラ：じゃあ、プリシアはここで隠かくれていてもらいましょう。

ヴァリアス：敵てきに襲おそわれたわけじゃないからな。こっちから仕し掛かけるなら、隠れていれば大丈夫だろう。

ＧＭ：分かりました。では、戦闘開始しましょう。まずはセットアップからどうぞ。




　物陰から躍おどり出る四人。

《陣形》を使用して、一気に間合いを詰つめる。それと同時にファムは理知の宝ほう玉ぎよくを使用し、カミュラがカッツに《ヘイスト》を掛ける。




ＧＭ：こちらのセットアップでの行動はなしです。ということで、最初の行動はカッツから。

カッツ：よし！　マイナーで移動して骨の方にエンゲージ、メジャーで《ペネトレイトブロウ》を使用する。（コロコロ）18か……ちょっと微び妙みようだな。フェイトを使って振ふり直す！（コロコロ）よしっ！　20に上がったっ!!

ＧＭ：それはムリか……（コロコロ）よしっ！

ファム：なんとっ!?

カミュラ：クリティカル!?




　気配を敏びん感かんに感じ取った骨の魔族──レライエは、カッツの攻こう撃げきに対して即そく座ざに反はん応のうし、身を翻ひるがえすように避よけ、さらに弓をカッツへと向けた。

　まるで銛もりのように巨大な矢が、カッツの鼻先に突きつけられる。
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ＧＭ：はっははははは！　なんかすごい気持ちいいですよ（笑）。

カミュラ：振り直さなければ大丈夫だったかも（笑）。

カッツ：くそっ！　フェイトがムダになった。

ＧＭ：さて、次はファムですね。

ファム：はいっ！　骨の方をやっぱり攻撃します。《エキスパート：風》＋《エアリアルスラッシュ》ですっ！　（コロコロ）29です！

ＧＭ：どちらかというとこっちをクリティカルで避よけたかった……（コロコロ）さすが二回続けては出ません！




　ファムの魔法のダメージは59点。レライエの魔法防ぼう御ぎよ力りよくを引いても46点のダメージとなる。しかも《ディジニ・ブリーズ》の効こう果かによって、このラウンドのレライエの物理防御力と魔法防御力は-5されるのだ。




ヴァリアス：そしてここで《カリキュレイト》を使用！　防御力が減ったところでオレが割わり込んで攻撃するぜ！　マイナーでもう一度一二メートル移動して、《バッシュ》を使用しながらウィングランシアを投げるっ！




　しかし、ヴァリアスの攻撃は命中はするが与あたえたダメージは23点。【ＨＰ】を39点残してレライエは耐たえた。




カミュラ：カッツさんの攻撃が当たっていれば、ここで倒たおせていたかもしれないのに（笑）。

カッツ：いえいえ、きっと【ＨＰ】が２点くらい残っていましたよ。

カミュラ：仕方ありません。《ジョイフル・ジョイフル》を使って……。

ＧＭ：その前にこちらの行動が先です。

カミュラ：ガッデム！（一同笑）




　それ、キャラクターが違ちがいます。




ＧＭ：まずは《クイックアクション》でマイナーアクションの回数を増ふやして、《クローズショット》＋《シュアショット》を使用。目標はカッツ！

カッツ：やはりこっちに来たか。

ＧＭ：そしてメジャーで《ダブルショット》！

カッツ：よし、来なさい！　私の回かい避ひ力を見せてあげよう（笑）。

ＧＭ：基き本ほんの命中が12＋２Ｄで、これに《シュアショット》が加わって＋６されます。

カッツ：はっはははは。もうムリだ（一同笑）。

ファム：カ、カッツさん！

カミュラ：さよならカッツさん（笑）。

ＧＭ：まずは一発目。（コロコロ）18＋７で25！

カッツ：さすがにそれは……（コロコロ）ムリ！　回避失敗。

ＧＭ：ダメージの基本は20＋３Ｄ。これに《ブルズアイ》を使用して20＋13Ｄに。さらに《スレイヤー：人間》を加えて＋５Ｄ！

ファム：カッツさん、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?

カッツ：一発目はおそらく平気だろうが、二発目はかなりまずい。

ＧＭ：ダメージいきます！（コロコロ）

ヴァリアス：おわっ！　おわっ!?

ファム：なんか、いっぱい６が見えますけど！

カミュラ：１と２も一個ずつしかないですよ。

ＧＭ：30、40、50、60の78に20を足して98点！

カッツ：98点か……。まずはプリドウェンの能のう力りよくを発動！　これで物理防御力と合わせて25点軽けい減げんできるから残りは73点。これにさらに《プロテクション》が飛んでくる。（カミュラに）飛んできますよね？（一同笑）




　しかし、カミュラの《プロテクション》の効果は振ふるわず（カッツ：なんで私の時は低くなるんだ？）、カッツは57点のダメージを受ける。




カッツ：残り【ＨＰ】はちょうど50点か……。

ＧＭ：しかし、まだ《ダブルショット》の二発目の攻こう撃げきが残っています。これに《魔ま弾だんの射しや手しゆ》という特とく殊しゆ能力を使用して、命中判定をクリティカルに！

カッツ：くっ！　ならばクリティカルで回避してやろう！（コロコロ）やっぱり、ムリでした───っ！（一同笑）




　一本の矢を受けたカッツに、すかさず二本目の矢が至し近きん距きよ離りから突つき刺ささり、48点のダメージを叩たたき出す。この素す早ばやい攻撃には、カミュラの《プロテクション》も間に合わない。カッツは再ふたたびプリドウェンの能力を発動。受けたダメージは23点！




ＧＭ／レライエ：「コノ攻撃を耐エキルトハ……」さすがの魔族も驚おどろいています。

カッツ：私も驚いている（一同笑）。しかし、残りの【ＨＰ】はすでに27点。なんか、今日はものすごくダメージを受けているような気が……。

ＧＭ：では、次！【行動値ち】15で鳥の魔族──ラウムが動きます。目標はヴァリアスで《尊そん厳げん破は壊かい》を使用します。
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ヴァリアス：そ、尊厳？

ＧＭ：【精せい神しん】で対決して、これに負けると武器をひとつ破壊し、さらに【ＭＰ】を５Ｄ減へらすというエネミーの特殊能力です。

ヴァリアス：武器っ!?　そ、それはまさにオレの尊厳。固こ定てい値ちが消えてしまうとオレの存そん在ざい価か値ちも消え失うせるっ!!（一同笑）

ファム：ついに裏うら切ぎらない物が裏切ってしまうわけですね（笑）。

ＧＭ／ラウム：「もっとも信じる物に裏切られるがよいわっ！」（コロコロ）ぶばっ!?

カミュラ：あっ！　ファンブル（笑）。

ヴァリアス：（いきなり勝ち誇ほこったように）ふははははは～っ！　お前ごときにオレの固定値が奪うばえるものかっ!!（一同笑）

ＧＭ：な、なんでこんなところでファンブルが……。【精神】だけで５点も差があるのに。ここでヴァリアスの槍を破壊するという予定だったのに。




　この隙すきをついて、カミュラがカッツに《ヒール》を掛かける。これによって、カッツの【ＨＰ】は64点まで回復した。

　そして、次のラウンド。

　再ふたたびファムが理知の宝ほう玉ぎよくを使い、カミュラが《ヘイスト》をカッツに掛け、カッツ、ファム、レライエ、ラウム、カミュラ、ヴァリアスという順番になった。




カッツ：ここでレライエを落とさないと、さすがにもう一度《ダブルショット》をくらったら倒たおれてしまう。というわけで、マイナーで《ヴァイタルフォース》、メジャーで《ペネトレイトブロウ》で攻撃！　よくもさっきは避よけてくれたな（一同笑）。

ＧＭ／レライエ：「何度攻撃シテモ同ジダ。マタ避ケテヤルッ！」

カッツ：そうは問屋が卸おろさない。６＋４Ｄの威い力りよくを見ろっ！（コロコロ）クリティカル！




　さすがのレライエもクリティカルを避けることはできず、50点のダメージを受けて倒れる。さらにラウムへのファムの魔法もクリティカル。こちらも50点のＨＰダメージを受けた。

　しかし、《カリキュレイト》で割り込んだヴァリアスの攻撃は、ラウムにあっけなく回避されてしまう。

　そして再びラウムの攻撃。




ＧＭ／ラウム：「ふっふふふふ。尊厳を破壊することは失敗したが、私の破壊能力はそれだけではない」

ヴァリアス：な、何っ!?　オレの尊厳以外に何を壊こわすというのだっ！　というかもう壊さないでください（一同笑）。




　なぜ、そこで卑ひ屈くつになる。




ＧＭ／ラウム：「貴き様さまの尊厳などというそんなちっぽけなものではない」

ヴァリアス：ちっぽけ言うな！　固定値は裏切らないんだぞっ！（笑）

ファム：そうですよ！　固定値は重要ですよっ!!

ＧＭ／ラウム：重々しく魔族は答えた。「それは認みとめる」（一同笑）

カミュラ：認めたっ!?（笑）

ＧＭ／ラウム：「ならば、貴様の尊厳も空間と共に破壊してやろう。見よ！　これぞ《空間破壊》!!」まぁ、実じつ際さいには《尊厳破壊》と同時に使うことはできないんですが（笑）。

カッツ：できないのかよっ！

ＧＭ：両方ともメジャーアクションですから。まぁ、演えん出しゆつ、演出。というわけで……。




　ラウムが大きく翼つばさを広げると、羽根の一枚まい一枚が振しん動どうし始める。すると、ラウムを中心にキーンという耳みみ障ざわりな音が聞こえてくる。

　羽根の振動が細かく、速くなるにしたがい、異い音おんも次し第だいに大きく、高くなっていく。

　身体からだを蝕むしばむような、たとえようもないほどの不ふ快かい感に思わず耳を塞ふさぐ四人。




ＧＭ：ちなみにターゲットはシーンに登場している任にん意いのキャラクターなので、全員がこの攻撃を受けます。

ファム：プリシアは？

ＧＭ：シーンに登場していないので、対象になりません。

ヴァリアス：プリシアがいたら、結けつ構こう危あぶなかったかも。

カッツ：私が《カバーリング》しなければならないからな。おそらく《カバームーブ》を一回使わざるを得なかったろう。

ＧＭ：ですね。では、命中いきます。（コロコロ）低っ！　５＋13で18です。うーん、レライエに比くらべてこっち（ラウム）はダイス目が悪いなぁ。

カミュラ：それでもクリティカルしないと回避できないですよ。

ヴァリアス：回避する可か能のう性せいがあるのは、カッツ先せん輩ぱいくらいじゃないですか？

カッツ：８＋３Ｄだからな。（コロコロ）うげっ！　失敗!?

カミュラ：（コロコロ）失敗です。

ヴァリアス：（コロコロ）オレも13だから失敗だな。

ファム：あたしもたぶんムリです……。




　しかし……。




ファム：（コロコロ）あっ！　クリティカル!!　やった～～～っ！　生まれて初めて回かい避ひでクリティカルですよっ!!（ちなみに未み確かく認にん）

ＧＭ：えっ!?　一番ダメージがいきそうなのはファムだったのに……。

カミュラ：ファムさんが輝かがやいています（笑）。

ＧＭ：それでも他の三人が回避に失敗しているのでダメージを……（コロコロ）53点の魔ま法ほうダメージ！




　ラウムの発する音によって空間自体が歪ゆがみ、回避に成功したファム以外の三人を苦しめる。カミュラがみずからに《プロテクション》を張はるが、それでもすべてのダメージを吸きゆう収しゆうすることはできなかった。

　ヴァリアス、カミュラ、カッツの【ＨＰ】が残り三分の一を切るが、カミュラの《ヒール》がクリティカルし、ヴァリアスだけは【ＨＰ】が全ぜん快かいした。

　そして、第３ラウンド。

　移い動どうしなければラウムにエンゲージできないということでカッツに《ヘイスト》を掛かけず、ファムのみ理知の宝ほう玉ぎよくを使って【行動値ち】を上げる。

　しかし、ファムの《エアリアルスラッシュ》のダメージは51点。ラウムを倒たおすことはできなかった。

　そこでヴァリアスが《カリキュレイト》を使用して攻こう撃げきする。《インヴィジブルアタック》で命めい中ちゆう率りつを上げ、《バッシュ》でダメージを上げるものの……。




ＧＭ：（コロコロ）クリティカル！　回避成功っ!!

カミュラ：うそぉ！

ファム：え─────っ!!

カミュラ：だから《ヘイスト》を使っておけばよかったんですよ。

カッツ：いや、まさか回避されるとは……。

ＧＭ／ラウム：「危あぶないところだったが、ツキはまだこちらにあったな。《空間破壊》!!」（コロコロ）命中判定は24！

ファム：（コロコロ）全然届とどきません！

ヴァリアス：（コロコロ）オレも失敗だ。

カミュラ：（コロコロ）わたしもダメです。

カッツ：せめて私だけでも成功すれば……（コロコロ）回避失敗！　これはもう《蘇そ生せい》を使うしかないか……。

ＧＭ／ラウム：「喜べ。あの世で後こう悔かいする権けん利りを貴き様さまたちにやろう！」（コロコロ）




　だが、運命の女め神がみはファムたちに微笑ほほえんだ。




ＧＭ：え──────っ!!

ヴァリアス：おや？

ファム：おや？

カミュラ：おや？（笑）

カッツ：これは全然平気じゃないか？




　振ふったダイスは一〇個。しかし、そのダイスの半数が２以下。

　いや、半数などという生やさしいものではなかった。

　２が四つ、１が四つ。残りのふたつの合計が９だとしても、もはや意味がなかった……。




ＧＭ：……合計で36点の魔法ダメージです。こ、こいつ使えねぇ～～～っ!!（一同笑）

ファム：魔法防御力を引くと23点だから、16点残りました。

ヴァリアス：さっき【ＨＰ】が全快したから余よ裕ゆうだな。

カッツ：私もさっきのダメージだったら危なかったが、これなら平気だ。

カミュラ：わたしは０になっちゃうので、《プロテクション》しておきますね。４点のＨＰダメージです（笑）。




　ひとりも戦せん闘とう不ふ能のうにならなかった。

　さらにカッツの攻撃に……。




ＧＭ：（コロコロ）ファンブル。えぇ──────っ!!（爆笑）




　結局、カミュラの《ジョイフル・ジョイフル》で再び行動できるようになったファムの魔ま法ほうによって、ラウムは倒れた。

　最後までクリティカル、そしてファンブルに愛された魔族であった。




＊　＊　＊




　魔族を倒したファムたちは、さっそく魔族から鍵かぎを手に入れ、教員寮りようの中へと入る。




カッツ：先生～！　解かい放ほうしました～。これで単位は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？（一同笑）

カミュラ：ダメでーす（笑）。

カッツ：何でカミュラが答えているんだよ！

ＧＭ：まぁ、単位のことはおいとくとして……。

カッツ：おいとかないでいただきたい。

ＧＭ：いや、そういうわけじゃないんですけど（笑）。で、教員寮の中には大おお勢ぜいの先生がいます。そのうちのひとり──グリーンヒル先生が、あなたがたに気づいて近ちか寄よってきます。「どうやってここに……」
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カミュラ：もちろん見み張はりの魔族を倒してです。

ＧＭ／グリーンヒル：「キミたちが倒したのか……。これはキミたちの評ひよう価かを改めねばならないようだな」驚おどろいた感じで呟つぶやきます。

カッツ：ですから単位を（笑）。

ＧＭ／グリーンヒル：「うむ。それは私から学長に上申しておこう」

カッツ：やった！（笑）

カミュラ：それでエルヴィラ学長は？

ＧＭ／グリーンヒル：「奥おくで休んでおられる。最後まで学生たちを逃にがすための盾たてとなって戦っていたので、かなり怪け我ががひどいのだ」

ファム：《ヒール》とか使える人はいないんですか？

ＧＭ／フィーネ：すると錬れん金きん術じゆつを教えているフィーネ先生が「もちろんいることにはいますけど……」と言い淀よどみます。そして、先生が差し出した両手には手て錠じようのような機械が取り付けられています。
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ヴァリアス：それは？

ＧＭ／フィーネ：「付けている者の行動を制せい限げんするための物なのでしょう」ルール的には常つねにバッドステータスの重じゆう圧あつとマヒを与える装そう備び品ひんですね。外すためには特とく殊しゆな鍵が必要となります。

カミュラ：それで学長とはお話しできるんですか？

ＧＭ：話すくらいなら問題ないだろうと、学長のいる場所に連れていってくれます。とゆーわけで、学長の前です。




「よく無事で戻もどってきてくれました……と迎むかえることができればよかったのですが」




　痛いた々いたしい傷きずだらけの姿すがたでエルヴィラ学長は四人の前に現あらわれた。手にはやはり手錠のような機械が付けられている。その表ひよう情じようにはいつもの笑え顔がおはなく、苦く悶もんに満ちている。




カミュラ：学長こそ無事で何よりです。それで……。




　挨あい拶さつもそこそこに状じよう況きようの説明をするカミュラ。

〝不ふ滅めつの諸しよ公こう〟スカディのオフェリアが今回の首しゆ謀ぼう者しやであること。彼女の狙ねらいは〝覇は王おうの遺い産さん〟であり、ファムであること。イエミツが反攻作戦を計画していること、など。

　最後まで黙だまって聞いていたエルヴィラは、やがて意を決したように告げる。




「やはり、あなたたちに頼たよるしかないようですね」




カッツ：ということは何か方法があるということだな？

ＧＭ／エルヴィラ：「この学園には特殊な結界が張はられています。それはこの学園の所有している数々の書物やマジックアイテムを守るためですが、それだけならばここまで大おお袈げ裟さな結界は必要ありません」

ファム：？

ＧＭ／エルヴィラ：「スカディからさまざまなものを守り、彼らに対たい抗こうする手しゆ段だんを探さがすためにこの学園が造つくられたからこその結界なのです」

ファム：なるほど……って、えっ!?

ＧＭ／エルヴィラ：「ファムさんがこの学園に入学したのにも理由があるというわけです。そして、そのペンダントを託たくしたのも……」

ファム：そうだったんですかっ！

カミュラ：そうだったんです。すべてはあなたを守るため（一同笑）。

カッツ：なぜそこでカミュラが答える。

カミュラ：いや、カミュラなら知っていたかなと思って（笑）。

ＧＭ：まぁ、カミュラなら知っていてもいいんじゃないですか。しかし、学園の内部にまで紛まぎれ込こんでいたとは思いませんでしたと、残念そうに学長は言います。

ヴァリアス：なにせ一巻かんからすでに潜せん入にゆうされているからなぁ（笑）。

カッツ：で、話を元に戻すぞ。モーズレイ先生が壊された結界をもう一度張り直せばゴーレムの機き能のうを低下させることができると言っていたんだが……。

ＧＭ／エルヴィラ：「あのジルコニアゴーレムは純じゆん粋すいなエルダ製せいですからね。結界を張ることによって魔法防ぼう御ぎよ力りよくを通つう常じようのゴーレム並みに落とすことができるはずです」

ファム：それで、その結界の位置はどこですか？

ＧＭ／エルヴィラ：「それは……」




　新しい地図をテーブルの上に広げる。
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カッツ：行けるところが増ふえたっ！（笑）

ＧＭ／エルヴィラ：「場所は両方とも一号ごう棟とうです。ひとつ目は廊ろう下かの大鏡、もうひとつは鐘しよう楼ろうです。大鏡は割わられていることが分かっていますので、新しい鏡をそこに配置し直せば大だい丈じよう夫ぶでしょう。それでゴーレムの機能は低下するはずです」

ヴァリアス：それで新しい鏡はどこに？

ＧＭ／エルヴィラ：「宝ほう物もつ庫こにあるはずです。鍵かぎを渡わたしますのでそこから運び出してください。それから……」

カッツ：それから？

ＧＭ／エルヴィラ：「戦うための武ぶ器きなどのマジックアイテムを宝物庫から持ち出す許きよ可かも差し上げます」

ヴァリアス：やったっ！

ＧＭ：ただし、ひとりひとつずつです。それ以上待ち出すと、アラームポイントが３点増ぞう加かします。

ファム：ひとりひとつずつということは、もしかして……。

ＧＭ：はい。プリシアの分もあるので五つ持ち出すことができます。

ファム：プリシア偉えらい！（一同笑）

カミュラ：鐘楼の方は？

ＧＭ／エルヴィラ：「残念ならがそちらの方はどうなっているか分かりません。ただ、壊こわせるようなものではないので、おそらく呪じゆ符ふか何かで機能を封ふうじているだけと思います。こちらは魔族の能力が低下します。ダイス一個分ほど」

カッツ：なんてメタな説明（笑）。

ヴァリアス：でも、そこまで分かればなんとかなりそうだな。

カッツ：一号棟に戻るとなると、森と泉いずみを抜ぬけていくのが早そうだな。判定の難なん易い度どもそっちの方が簡かん単たんだ。では、後のことは我われ々われに任まかせてもらいましょう。

ＧＭ／エルヴィラ：「お願いします。では、私たちはイエミツさんと連動して行動を起こすようにしましょう。多少のお手伝いくらいはできるでしょうから」




　ファムたちにいつもと同じ笑顔を見せるエルヴィラ・アルディリケ学長。

　本当ならば学生たちのために何かしたいのだろう。学長は、なるべく多くの学生を逃がすために最後まで戦っていたのだ。

　ファムたちが森の中に消えるまで、学長は寮りようの玄げん関かんから見送っていた。そしてすっかり四人が見えなくなった時、他の先生たちに向かって学長はいつもと同じように告げる。




「さぁ、学生たちのために私たちが為すべきことをしましょう」




　現在のアラームポイント：12点







◆ミドル 07◆水すい晶しようの乙女おとめ




　学園の中で珍めずらしく手つかずのままの自然が残されている場所がある。

　そこには特に名もなく、学生や教きよう師したちからは単に〝森と泉〟と呼よばれていた。




ＧＭ：さすがに誰だれも移い動どうの【感知】判はん定ていに失敗はしなかったですね。

カッツ：ダイスが一個こ追加されればな。

ファム：イエミツさん、ありがとうございます！（笑）

ＧＭ：さて、森の中は学園内とは思えぬほど鬱うつ蒼そうとしています。その中で、奥の方からキラキラと輝かがやく物が見えます。

ヴァリアス：なんだ？　とりあえず警けい戒かいして近づいてみよう。




　木々に身を隠かくしながら光の方へと向かう四人。

　光は次し第だいに強く、明るくなっていく。やがて見えてきたのは、高さ四メートルほどの青白く輝くクリスタルだった。




ファム：クリスタル？　元々ここにあったものですか？

ＧＭ：聞いたことありませんね。で、よく見てみると分かるんですが、クリスタルの中に人が閉とじこめられているようです。

ヴァリアス：閉じこめられている？

カッツ：判定は必要？

ＧＭ：ありません。見れば分かりますから。ケセドさんですよ。

カミュラ：ケセド？

ヴァリアス：あーっ！　そういえば忘わすれてた（一同笑）。

ＧＭ／ケセド：「忘れていたとは相変わらずひどい息子むすこだ」

ヴァリアス：げーっ！　しゃべれるのかよ！

ＧＭ／ケセド：「話しているのではない。直ちよく接せつ思念を飛ばしているのだ」脳のうに直接声が響ひびいてくる感じですね。

ファム：これって助けられるんですか？

ＧＭ：おそらく無理でしょうね。なんせ[image: ]レベルのキャラクターを封じ込めているクリスタルですから（笑）。

ファム：ひ、[image: ]レベルっ!?

ＧＭ／ケセド：「まぁ、多少窮きゆう屈くつではあるがな。あと[image: ]年もすればクリスタルの効こう果かも弱まろう」

カッツ：なんて気の長い話だ（笑）。

ＧＭ／ケセド：「だが、逆ぎやくにこの封ふう印いんが役に立つこともある」

カミュラ：どういうことですか？

ＧＭ／ケセド：「神々との繋つながりが切れているということだ。今ならば〝覇は王おうの遺い産さん〟についてのすべてを話すことができよう」

ヴァリアス：何っ！　そんな裏うら技わざがあるのかっ！

ＧＭ／ケセド：「我々古代竜りゆうの力は神々より与あたえられたもの。その分、さまざまな制せい約やくが付きまとうのだ。だが、封印によって神々との繋がりが切れた今ならば、何の問題もない」

カッツ：なんてアバウトな古代竜だ（笑）。

ファム：それでどうすればデュランダルは復ふつ活かつするんですか？

ＧＭ／ケセド：「それほど難むずかしいことではない。すべての〝覇王の遺産〟を集めた状じよう態たいで、覇王の正当な血ち筋すじの者が三つの欠片かけらを持ち、〝神しん遺い剣けん〟デュランダルの再さい生せいをイメージすればよいだけだ」

ファム：それで願いを叶かなえることができるんですね。

ＧＭ／ケセド：「いろいろと制せい限げんはあるがな。たとえばデュランダル自身を複ふく製せいすることはできないし、世界征せい服ふくなどという抽ちゆう象しよう的な願いを叶えることもできない。それでも死した者を蘇よみがえらせるくらいのことはできるし、財ざい宝ほうや魔法の品を手に入れることもできるだろう」

カッツ：呪のろいを解といたりすることもできるのか？

ＧＭ／ケセド：「その程てい度どのことであれば何の問題もない。そして、デュランダルの叶えることのできる願いを三つ。ただし……」

ヴァリアス：ただし？




　ヴァリアスの問いに答えることを躊ちゆう躇ちよしたのち、ケセドは重々しく告げる。




「デュランダル再生と共に三つの欠片は消え失うせる。つまり、ファムリシアが魔ま族ぞく化するというわけだ」




カッツ：つまりラリエットの呪いを解こうとするとファムが魔族化するというわけか。

ヴァリアス：デュランダルの力で魔族化を防ふせぐことはできないのか？

ＧＭ／ケセド：「デュランダルの力を発はつ揮きさせるためにデュランダルを再生した時点で、欠片は失われている。よって、その時点でファムの魔族化は確かく定ていしてしまうのだ。しかも魔族化は彼女自身に刻きざまれた、いわば彼女本来の姿だからな」

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶですよ。それなら何とかなります。

ファム：えっ!?

ヴァリアス：どういうことだ？

カミュラ：ファムさんの取った行動が正せい解かいだったということです。

カッツ：話がよく見えないが……。

カミュラ：相変わらずお馬ば鹿かさんですね、カッツさんは（笑）。

カッツ：ほっとけ。

カミュラ：その時が来たら教えてあげます。それよりも先を急ぎましょう。申しわけありませんが、ケセドさんはもうしばらくそのままでいてくださいね。

ＧＭ／ケセド：「案ずるな。ほんのわずかな間の休きゆう憩けいだと思えばたいしたことはない」




　封印されたケセドを後に、森と泉を離はなれる四人。

　やがて森を抜ぬけると、そこには聳そびえ立つ尖せん塔とうが見えてくる。いつもと同じ一号棟のはずなのに、いつもの見み慣なれた風景のはずなのに。

　なぜかまったく知らない建物のように思えた。




　現在のアラームポイント：13点







◆ミドル 08◆新たなる力




　一号ごう棟とうへと無事に潜せん入にゆうしたファムたちは、急ぎ宝ほう物もつ庫こへと向かう。

　イエミツたちの放ったゴーレムの陽動が成功したらしく、一号棟の中にはほとんどジルコニアゴーレムの姿すがたを見ることはなかった。




ＧＭ：ここまでの移い動どうの判はん定ていはすべて成功と。さすがにイエミツの陽動があるとそうそう失敗はしませんね。

ヴァリアス：三個こ振ふることができるからな。

ＧＭ：とはいっても、宝物庫の前にはもちろん護ご衛えいのゴーレムがいます。ただし、二体だけです。他には見あたらないですね。

カッツ：二体だけならなんとかなるか。
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　ジルコニアゴーレムまでの距きよ離りは一〇メートル。

　カミュラの《ヘイスト》によって加速されたカッツが、一気にゴーレムまで移動し、《ペネトレイトブロウ》を叩たたき込こむ。しかし、ゴーレムに与あたえたダメージは31点。

　続けざまに理知の宝ほう玉ぎよくを使用したファムの魔法がゴーレムに襲おそいかかる。

　しかし……。




ＧＭ：ジルコニアゴーレムにファムの《エアリアルスラッシュ》が直ちよく撃げきしたと思った瞬しゆん間かん、ゴーレムの周囲に光のフィールドが展てん開かいして、魔法の威い力りよくを弱めます。ダメージは20点。

カッツ：魔法防ぼう御ぎよ力りよくが40もあるっ!?

カミュラ：これは確たしかに魔法が効きかないわけですね。

ヴァリアス：とはいっても、もう攻こう撃げきするしかない！　行け───っ！　と言いながらゴーレムのところまで移動しつつ、隣となりのゴーレムにウィングランシアを投げる！

ＧＭ：投げるのかっ！

ヴァリアス：いや、カッツ先せん輩ぱいが戦っている方がダメージ受けているから（笑）。




　だが、その程てい度どの攻撃でジルコニアゴーレムが倒れるはずもなく、反撃を開始する。




ＧＭ：まずは一体目が《ダイア？ビーム》をファム、カミュラ、プリシアに！

カッツ：うおっ！　プリシアいたの忘わすれてたっ!!《カバームーブ》するしかない……。

ＧＭ：（コロコロ）命中は22です。

カミュラ：そんなの避よけられるわけ……（コロコロ）ありません。

ファム：（コロコロ）あたしも失敗です。

カッツ：仕方ない。プリシアに《カバームーブ》！

ＧＭ：ダメージは６Ｄ＋40の魔ま法ほうダメージです。

ファム：そ、それは死ねます!!




　ゴーレムの目からビームが放たれる。ダメージは62点の魔法ダメージ。カミュラはなんとか耐たえられるものの、ファムはこのダメージを受ければ間ま違ちがいなく戦せん闘とう不ふ能のうとなる。やむを得ず神しん獣じゆうの杖つえの力を使い《サモン・アラクネ》を掛かけるカミュラ。




ファム：５点残りましたっ！




　だが、もう一体のゴーレムが同じくファムたちに《ダイア？ビーム》を放つ！　だが、これはカッツの《インタラプト》によって打ち消される。




カッツ：まさかミドルフェイズの戦闘で《インタラプト》を使うことになるとは……。とりあえず私に《ヒール》を。そうすればあと一回《カバームーブ》が使える。

カミュラ：分かりました。




　そして第２ラウンド。

　再ふたたびカミュラがカッツに《ヘイスト》を、ファムが理知の宝玉を使用する。

　移動する必要がなくなったカッツが、目の前のゴーレムに《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》で45点のダメージを与え、そしてファムの攻撃。




ファム：ダメージは……（コロコロ）さっきと同じ60点です！　お願いっ！　倒れてっ!!

ＧＭ：こちらの魔法防御力の40を引くと20点ですから……（ポーンを倒す）ちょうど【ＨＰ】が０になりました。１点でも足りなかったら残ったのに……。

ヴァリアス：素す晴ばらしいっ！




　そして残る一体もヴァリアスにパンチでダメージを与えるも、その攻撃に対して《ストライクバック》を使われ、さらにヴァリアスに《バッシュ》で攻撃され、残り【ＨＰ】は83点になってしまう。

　しかし、次のラウンドで倒しきることができず（ゴーレムがクリティカルで回かい避ひした）、結局倒すことができたのは４ラウンド目だった。




＊　＊　＊




カッツ：しかし、この魔法防御力＋40ってすさまじいな。こりゃ、学生程度じゃ対たい抗こうできるはずもないわ。




　あなたも学生です。




ＧＭ：というわけで宝ほう物もつ庫こです。

カッツ：ダーン！（扉とびらを開ける音）

ヴァリアス：さぁ、マジックアイテムだ、マジックアイテムっ!!

ＧＭ：『アイテムガイド』に載のっているアイテムで購こう入にゆう不ふ可かの物以外だったら、何でもありますが、余よ分ぶんにアイテムをひとつ持っていくごとにアラームポイントが３点上がります。

ヴァリアス：現げん在ざいのアラームポイントは？

ＧＭ：さっきの戦闘が４ラウンドですから、17ですね。

カミュラ：どれがいいかしら……。




　これがいいかも、あれがいいかもと、ページを一枚まい一枚めくりながら探さがす四人。




「ヴァニッシュローブとかどうですか？　ダメージが10点も上がりますよ」

「でも、魔法防ぼう御ぎよ力りよくが今よりも12点も下がります」

「このセンチネルガードは？」

「この般はん若にやの面がいい！（笑）」

「クンフマスター重すぎ！」

「やっぱり杖にします」

「あと五分以内でお願いします」




　三〇分ほど悩なやんだ末の結果は……。




ファム：ヘキサロッド

ヴァリアス：ドライヴィングランス

カミュラ：センチネルガード（重量オーバーで神獣の杖は所持品へ）

カッツ：生命の呪じゆ符ふ

プリシア：生命の呪符（ファムへ）




ＧＭ：結局カッツは生命の呪符ですか（笑）。

カッツ：いや、すでにキャラクター的に完成されているので、何を替かえても機き能のうしなくなるんだよ。装備品の重量さえギリギリだもんな。まぁ、私が生命の呪符を持つことには意味があるからよしということで。




　そして鏡も無事に見つけ出すことができ、四人は一号ごう棟とうの大鏡のある場所へと急いだ。




　現在のアラームポイント：17点







◆ミドル 09◆鏡の少女と鐘しよう楼ろうの天てん翼よく




　エルクレスト・カレッジには七不思議の他にも、いくつか有名な怪かい談だんが伝わっている。

　そのひとつに〝鏡の中の〟ウリエラの話がある。

　ふと鏡を見ると、うしろに見み慣なれない少女が映うつっているので、慌あわてて振ふり向いてもそこには誰もいない。しかし、もう一度鏡を見ると、こんどはその少女が自分の真横に映っているというものだ。




ＧＭ：それでは大鏡の前です。見事なくらいに木こっ端ぱ微み塵じんに壊こわされており、あたりに硝子ガラスの破は片へんが散らばっています。

ファム：さっそく持ってきた鏡を取り付けましょう。

ＧＭ：するとその鏡の中にひとりの少女がふわっと映ります。その瞬間、身体からだの中心をざわっとしたものが駆かけめぐります。

ヴァリアス：何だっ!?

ＧＭ：ただし、身体には特に異い状じようはありません。ファムやカミュラは分かるのですが、魔ま法ほうを使った時の感覚に似にた感じです。

カッツ：きっと何か大きな魔力が働き始めたということだろう。

カミュラ：つまり結界が作動したということですね。

ＧＭ：どうやらそのようです。鏡の中の少女はあなたたちに軽くお辞じ儀ぎをすると、次し第だいに消えていきました。




　この時、四人は気がついた。

　笑え顔がおで会え釈しやくした少女がどことなく学長に似ていることを。




カミュラ：どういうことでしょう。

カッツ：まぁ、あとで学長に聞いてみればいいさ。とりあえず、これでここはＯＫと。

ファム：じゃあ、次の場所に行きましょう！




　現在のアラームポイント：18点




＊　＊　＊




　夕ゆう暮ぐれ時。一号棟の屋上の鐘楼の下に銀の翼つばさと銀の髪かみを持つ、冷たい美び貌ぼうの美青年が美しい音ね色いろの竪たて琴ごとを奏かなでることがあるという。

　それはエルクレスト・カレッジの危き機きを知らせる調べ……。




ＧＭ：次の場所は一号棟の屋上にある鐘楼です。学長の言ったとおり、鐘楼の鐘かねに呪符らしき物が二枚貼はられています。

カミュラ：普ふ通つうに剥はがしていいんですか？

ＧＭ：調べるのであれば【知力】判定をお願いします。

カミュラ：ファムさん、お願いします。それでも分からなかったら、わたしが神しん獣じゆうの杖つえを使えばいいかと（一同笑）。

ファム：分かりましたっ！（コロコロ）16です。

ＧＭ：それなら分かります。どうやらこの呪符は連動しているらしく、二枚同時に剥がさないといけないようです。剥がすためには【精せい神しん】判定で15以上が必要となります。

ファム：【精神】ですよ。

カッツ：【精神】が一番高いのは……私とカミュラか。

ＧＭ：ちなみに片かた方ほうでも失敗すると５ＤのＨＰダメージを受け、さらに【ＭＰ】が２Ｄ減へります。ただし、成功するまで何回でもチャレンジすることができます。これも失敗する度たびにアラームポイントが１点上がります。

カッツ：現げん在ざいのアラームポイントは？

ＧＭ：ここのイベントが終わった時点で19点ですね。

ヴァリアス：一回しか失敗できないというわけか……。先せん輩ぱい、よろしく！

ファム：お願いしますっ！　ふたりの初めての協同作業ということで（笑）。

カミュラ：えぇぇぇぇぇぇ～～～～～。

カッツ：そんなに嫌いやそうな声を出さなくてもいいだろう（笑）。

ヴァリアス：お願いしますよ、カミュラ先輩！

ファム：カミュラさんっ!!

カミュラ：……そこまで言うなら仕方ありません。念のために《ダンシングヒーロー》を使いますね。ベリ……（コロコロ）20で成功です！

カッツ：もう一枚まいは私がやろう。失敗したらフェイトを使うということで……（コロコロ）よし！　成功。




　カミュラとカッツが呪じゆ符ふに手を掛けると、わずかに抵てい抗こうを示しめすように青白い雷かみなりを発する。

　だが、ふたりの精神力が勝ったのか、鐘楼から呪符は剥がされ、そこに描えがかれていた禍まが々まがしい紋もん様ようも溶とけるように消えていった。

　それと共に、鏡の前で感じたように学園を覆おおう魔力を感じる。




ＧＭ：すると鐘しよう楼ろうの前に、背せ中なかに翼つばさの生えたドゥアンの天てん翼よく族の美青年が出しゆつ現げんします。ただ、身体からだは透すき通っていて、向こうの景色が見えています。

ヴァリアス：どうやらさっきの鏡の少女と同じような感じだな。

カッツ：きっと彼らが学園に結界を張はっているんだろう。

ファム：そう考えると、なんか感かん慨がい深ぶかいですねぇ。

ＧＭ：さて、これで結界が両方とも作動しました。そして現在のアラームポイントは19点なので、ある程てい度ど余よ裕ゆうを持って間に合ったという感じですね。

カミュラ：あと一回、移動の時に発見されていたら危あぶなかったですね。

ＧＭ：そうすると24点になりますからね。さて、これでふたつの結界が無事に元に戻もどったわけですが、そうするとそれはオフェリアにももちろん分かるわけです。




　一号ごう棟とうの屋上──つまりこの場所へと繋つながる階かい段だんの下から、金きん属ぞくの鎧よろいが奏でる足音が一歩、また一歩と階段を上ってくる。

　それは、地下の遺い跡せきから出てきた時にも聞いた音だ。聞き間ま違ちがうはずのない音……。

　ちょうどその時、封ふう印いんが解とけたことを喜ぶかのように鐘楼の鐘が鳴り響ひびく。

　ゴーン、ゴーン、ゴーン──。

　それはこれから始まるであろう、戦いの激はげしさを予感させるような悲しい音色だった。







クライマックスフェイズ







◆クライマックス 01◆翡ひ翠すいと黄金




　再ふたたびファムたちの目の前に、深しん紅くの鎧が現あらわれる。

　そのうしろには二体の魔ま族ぞくと六体のゴーレム。とても四人で勝てる相手ではない。だが、ファムたちは一歩も引かず、オフェリアたちに相対していた。




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズになります。

カッツ：全部で九体か……。さすがにこれはちょっと厳きびしいな。

ＧＭ／オフェリア：その様子を見たオフェリアが「まさかここまでやってくれるとはな。だが、それもここで終わりだ。たった五人で勝てるはずもなかろう」

ヴァリアス：五人？（指さし数えながら）一、二、三、四……。

ファム：あっ！　今のうちにプリシアを下がらせてもいいですか？

カミュラ：（プリシアになって）前にいます！

ヴァリアス：お前は下がれ！　いいから下がれって！

カミュラ：（プリシアになって）いいえ！　ここはあたしがっ!!（一同笑）

ファム：あなた何もできないじゃないっ！（笑）

カッツ：やっぱり連れてこなきゃよかったかも（笑）。

カミュラ：（プリシアになって）じゃあ、下がりま～す（笑）。

ＧＭ／魔族：「見み逃のがすおつもりですか？」とうしろの魔族がずずっと前に出てきます。

ヴァリアス：もしかして……。

ＧＭ／魔族：「先ほどはどうも失礼いたしました」ユニコーン頭の魔族アムドゥシアスのアルスです。

一同：やっぱりーっ！（一同笑）

ファム：お久ひさしぶりです！

ヴァリアス：最後まで出てくるのか（笑）。

ＧＭ：ここまで来たらオールスターキャストということで（笑）。ちなみにもう一体の魔族は鹿頭の魔族です。

カミュラ：馬と鹿？




　あっ……。




カミュラ：馬ば鹿か？（笑）

ヴァリアス：本当だっ！

ファム：あはははははは（笑）。

ＧＭ：別にそんなつもりはなかったんですが。むぅー。

ヴァリアス：まさかそんなオチが待っていようとは（笑）。

ＧＭ：（誤ご魔ま化かすように）と、とりあえず話を元に戻もどしますよ。

ファム：馬と鹿……。

ＧＭ：いや、だからそれはもうおいといてください。で、ちょうどその時にゴーレム保ほ管かん庫このあたりからヒュルヒュルヒュル～～と花火のようなものがあがり、パーンと炸さく裂れつします。

カッツ：おっ！




「うぉ──────っ！」

　その瞬しゆん間かん、学園のあちこちから雄お叫たけびと共に学生たちが現われる。

　ある者は手に武ぶ器きを、ある者は魔法を使い、次々とジルコニアゴーレムに戦いを挑いどんでいく。傷きずついた学生に、即そく座ざに《ヒール》を掛かける者もいる。




ファム：反はん攻こう作戦が始まりましたよっ！

ＧＭ：一号ごう棟とうの屋上から下を覗のぞき込こむと、学生たちを指し揮きしている白いローブの少女の姿すがたも見えます。

カッツ：イエミツだっ！（笑）

ＧＭ：イエミツはあなた方に気がつくと軽く手を振ふったあと、まとめてゴーレムを召しよう喚かん魔法でなぎ払はらっていきます。

カミュラ：なんか一番活かつ躍やくしてるように見えるのは何故なぜでしょう（笑）。

ファム：まぁ、イエミツさんですからね。

ヴァリアス：見ろ！　力で抑おさえつけたってムダだということが分かったか。




「そんなことは分かっている。だからこそ、我われ々われは陰かげからこの世界のバランスを取り続けていたのだ。所しよ詮せん、人間は力に頼たよる生き物だ。力を得た者、そして力なき者も力に寄り掛かり、反発する。支し配はいすることを望み、支配されることを願い、だが支配されること嫌きらう」




一同：……。




「そして支配は欲望を生み、邪悪化を促進する。その先に待っているのは神々の粛正だ」




カミュラ：だからといって、ファムを魔族化したところで解決するわけじゃないでしょう。




「ファムリシアは新たな魔族の力だ。彼女の力を望み、やがて魔族同士での争いも激げき化かするだろう。そして、彼女は数少なくなった魔族を統とう一いつし、人間へと戦いを挑むことになる。その戦いによってお互たがいに疲ひ弊へいし、その後数百年間は争いどころではなくなるはずだ」




ヴァリアス：数百年？　たったそれだけのためにそんなことをするのか？




「その数百年の平和を人間は作り出すことができないのだよ。だが、その数百年の平和もやがて人間によって破は壊かいされる」




ファム：人間はそんなに愚おろかじゃありませんっ！

ヴァリアス：そうだ！　お前たちが勝手にバランスを取ってきたと思っているだけかもしれねぇだろーがよ。がんばってきたのは人間かもしれないじゃないかっ!!




「ならば、このエリンディルの状じよう態たいはどうだ？　各国が自分たちの領りよう土どを広げ、今にも戦争が起きそうではないか。それは他の大陸でも変わらない」




カッツ：だが、戦争は起こらなかった。




「それを防ふせいだのが我々だ。平和と戦争のバランスを取り、人間が自じ滅めつしないように適てき度どに繰くり返させている。それが現げん実じつなのだ」




ヴァリアス：人間がみんながんばって、何とかしようとしているのを自分たちの手て柄がらにしてるんじゃねぇ！　槍やりを構かまえるっ!!




「……手柄ではない。義ぎ務むだ、これは我々スカディに課された義務なのだ」




ヴァリアス：義務だと？　貴き様さまら自分たちを何様だと思っているんだ！




「それにここに私がいるのは、私自身の責せき任にんを取るためでもある」




　静かにヘルムを外すオフェリア。

　その下から現あらわれたのは、緑色の髪かみ、金色の瞳ひとみ──。




ファム：それって……。




　深しん紅くの鎧よろいを着ていた女じよ性せいは、ファムがあと五、六歳さいほど歳としを重ねるとこんな感じになるだろう、誰だれもがそんなことを思うほどファムによく似にていた。

　ただ、ファムのような愛くるしさはなく、己おのれを律りつする厳きびしさだけが顔に表われている。瞳には希望はなく、ただ苦く悩のうだけが映うつっていた。
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「覇は王おう……いや、シャルリシアは私の妹だ。スカディを裏うら切ぎり、人間に与くみした彼女を私は許ゆるすわけにはいかない。この汚よごれた血けつ統とうは、私で終わりにしなければならないのだ」




ファム：えぇぇぇぇぇっ！　ご先せん祖ぞさまのお姉さんなんですかっ!!

カミュラ：なるほど。スカディとしての義務よりも、身内の不始末を正すというわけですか。

ヴァリアス：なんだ、お前たちも人間と変わらないじゃないか。単に神気取りでいるだけなわけだ。

カッツ：ならば、お前たちが間ま違ちがっている可か能のう性せいもあるわけだ。お前を倒たおしたあとに戦争が起こったら我われ々われは後こう悔かいするとしよう。

ファム：でも、そんなことには絶ぜつ対たいになりませんっ！




「どこまで行っても話は平行線のようだな。ならば、力ずくでその〝覇王の遺い産さん〟を返してもらおう。そして、私は自分の為すべきことを為す」




　オフェリアは鹿頭の魔族に、学生たちの鎮ちん圧あつを命じる。その魔族──フールフールは、大きく頷うなずくとゴーレムを二体引き連れて、鐘しよう楼ろうを去っていった。

　だが、ファムたちに魔族を止める余よ力りよくはない。あとはイエミツたちの無事を祈いのるだけだ。




「さぁ、戦いを始めようか。過か去こと未来との戦いの、そして覇王シャルリシアを巡る戦いに決着を付けよう」







◆クライマックス 02◆過か去こと未来と




　オフェリアが両手を左右に大きく広げると、それぞれの手の中に一本ずつ大たい剣けんが現われる。

〝降こう魔ま剣けん〟ロンゴミアント、そして〝黄金剣〟オートクレール。

　オフェリアは二度三度、剣を回し、軽く振ふり払はらう。驚おどろくべきことに、本来なら両手で扱あつかうべき剣を、彼女は軽々と片かた手てで扱っている。




「では、行くぞ！」
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ＧＭ：それでは第１ラウンドのセットアッププロセスから。【行動値ち】25で《二回行動》を使用します。

カッツ：それは防ふせげん！

ＧＭ：マイナーでヴァリアスにエンゲージ。そしてメジャーで《ストラグルクラッシュ》（※）。ちなみに《ツインウェポン》（※）も取得しているので、両方の剣のダメージと効こう果かが重なります。

ヴァリアス：両手剣の二刀流かよっ！　しかも二回攻こう撃げきっ!!

ＧＭ：機械の鎧──魔ま導どう鎧の効果で、両手剣を片手に持てるのですよ。エクソスケルトン、いわゆるパワードスーツみたいなもんですから。

ヴァリアス：うぉー！　たぶん一発目を《カバーリング》してもらわないと死ぬ。できれば二発目も《カバーリング》して欲ほしいなと。

カッツ：両方かよっ！

ヴァリアス：《ストラグルクラッシュ》は二発目の方がダメージがでかいんですよ。まぁ、一発目をオレが回かい避ひできたら相手の行動は止まりますけど……。オレは回避は苦手（笑）。

カッツ：根こん性じようで避よけろ！

ＧＭ：いきますっ！【器用】が12でそれぞれの剣の命中修しゆう正せいの合計が-4で８。これに《トゥーハンドソードマスタリー》（※）《アームズロジック：両手剣》（※）が入るから８＋４Ｄ……（コロコロ）21！




　いつものように理知の宝ほう玉ぎよくや《ヘイスト》を使う前に、オフェリアが一気にヴァリアスへと間合いを詰つめ、両手の剣を袈け裟さ斬ぎりに振ふり下ろす！




ヴァリアス：そ、それは無理！《ストライクバック》で反撃しても当たらないだろうしな……。

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶですよ。クリティカルが出ますから（笑）。

ヴァリアス：このオレが出るわけないじゃないですか。たぁ～！（コロコロ）




　半分やけ気味に振ったダイス目は６、そして６。




ＧＭ：本当に出たっ!?

ファム：なんとっ!?

ヴァリアス：さすがカミュラ先せん輩ぱい！　本当にクリティカルが出た（笑）。

カッツ：すげぇ～～～。なんか、この戦せん闘とうでヴァリアスが死にそうだな。

ヴァリアス：だから、死にフラグ立てないでくださいよ。まぁ、もう一回やれと言われても無理ですが（笑）。




「何っ！　避よけられたっ!!」




　オフェリアが驚おどろきの声を上げる。

　彼女にしてみれば、袈裟斬りの一の太刀たちを浴びせ、返す刀で逆ぎやく袈裟に斬り上げる必殺の技わざ。それを軽々と避けられたのだ。

　それほどまでにヴァリアスの動きは素す早ばやかったのだ。




ＧＭ：まさかこの攻撃が外れるとは……。

カッツ：しかし、こっちもいきなりエンゲージされたので、計算が狂くるったぞ。




　武器をヘキサロッドに替かえたことにより、理知の宝玉を使ってもファムはジルコニアゴーレムの【行動値】を上回ることができず、また、カッツが《プロヴォック》をオフェリアに掛かけたとしても、カッツへの攻撃手しゆ段だんがないので無効。アルスやゴーレムに掛けると全員が範はん囲い攻撃を受けるという状態であることにカッツは気付いたのだ。




カミュラ：《ヘイスト》を掛けるのは？

カッツ：私ひとりに掛けたところで、一撃でどれかを倒たおせるわけじゃなし……いや、ひとつだけ手があるな。ファムが理知の宝玉を使って、さらに《ヘイスト》を使って、先にエンゲージから離り脱だつするという方法がある。一行動ムダになってしまうが……。

カミュラ：だから、そう言ってるのに……。

カッツ：え？　そういう意味だったのか。……というように、カミュラさまはおっしゃられました（一同笑）。

ヴァリアス：確たしかに一回行動ができなくなるけど、ファムが範囲のターゲットにならないのはいいな。いざとなればカッツ先輩の《カバームーブ》もあるし。

ファム：あとは《限げん界かい突とつ破ぱ》ですね。

カッツ：いや、ファムが行動できなくなるところで使うともったいない。

カミュラ：《ジョイフル・ジョイフル》がありますよ。

カッツ：なるほど。

ファム：じゃあ、それでいきましょう！




　ファムが理知の宝玉に魔ま力りよくを注ぎ、カミュラが《ヘイスト》をファムに掛ける。《ヘイスト》の効果は９。これにより、ファムの【行動値】が25まで上じよう昇しようする。

　もっとも【行動値】の高いエネミーはアムドゥシアスの24。したがって、ファムがもっとも早く行動することになる。
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ヴァリアス：よしっ！　それならここで《カリキュレイト》を使用する。《ウェポンチェンジ》でドライヴィングランスをウィングランシアに持ち替える。そして、マイナーで《ゲイ・ボルグ》、メジャーで《バッシュ》を使用！　命中にフェイトも１点使用するぜ！




　渾こん身しんの力を込こめてウィングランシアを投げるヴァリアス。翼つばさを模もした槍やりはまるで月に刺ささるかのようにどこまでも上昇していき、ひとつの点になった瞬しゆん間かん、その点が無数に分ぶん裂れつする。

　天高くまで上昇した槍は、無数の鏃やじりとなり、月光と共に降ふり注いだ。




ＧＭ：ゴーレムは……（コロコロ）両方とも回避失敗。アルスも失敗。オフェリアは《ディフェンスライン》（※）を使用して……（コロコロ）くっ、４足りないので回避失敗！

ヴァリアス：よしっ！　フェイトを使って《ブルズアイ》を解かい放ほう！　それと残りのフェイトもすべて使用っ!!　これでキャリバーは使えなくなった。

カミュラ：それなら、わたしも《ディスコード》を使います。これで＋９Ｄですね。

ヴァリアス：ありがとうございます、カミュラ先輩！　ウィングランシアの攻こう撃げき力りよくが15、鷹たかの目で＋１、《ゲイ・ボルグ》で＋８、《限界突破》で＋９だから固定値は33！　これに基き本ほんで２Ｄ、《バッシュ》で５Ｄ、《ブルズアイ》で９Ｄ、フェイト２点で２Ｄだから、合計で18Ｄ!!

ファム：おぉ～～。

ヴァリアス：いくぜっ！　これがオレのすべてだっ!!（コロコロ）




　一八個このダイスが机つくえの上を舞まう。




ヴァリアス：10、30、50、60だからぴったり70点の魔法ダメージ！　うぉっ！　平へい均きんを超こえたぜっ！（一同笑）

カミュラ：次はわたしの番ですね。《ディスコード》で＋９Ｄ……（コロコロ）37です。

ヴァリアス：なんか、平均は全然カミュラ先せん輩ぱいの方が上なのはなぜだ～っ！（一同笑）

ファム：えっと、33＋70＋37だから[image: ]ですね！

ＧＭ：[image: ]？　[image: ]か……（ゴーレムのポーンへと指を伸のばす）。

ヴァリアス：おっ！

ＧＭ：（そのまま、二体のゴーレムのポーンを倒たおす）結界が作動したので、ジルコニアゴーレムの特とく殊しゆな魔法防ぼう御ぎよ力りよくは０になっているので、すべてのダメージを受ける。そして、ゴーレムの【ＨＰ】は[image: ]。

ファム：ということは……。

ＧＭ：はい。ゴーレムは二体ともちょうど【ＨＰ】が０になって、倒れます。

ヴァリアス：やった──────────っ！

カミュラ：ぴったりなんて、すごいっ！　わたしのおかげですね（笑）。

ヴァリアス：もちろん、カミュラ先輩のおかげですよ～。《ディスコード》がなかったら倒せなかったっす！

カッツ：あっ！　プリドウェンの能のう力りよくを使うの忘わすれた（笑）。

ファム：使ってください！　使ってください!!　じゃないとみんな死んじゃいますっ!!




　無数に分裂した槍が次々と屋上に突つき刺さっていく。

　さしものオフェリアやアルスもこの攻撃を避さけることは叶かなわず、ただ耐たえるしかできない。瓦が礫れきが飛び散り、細かい欠片かけらが粉ふん塵じんとなって辺りを漂ただよう。そして、さらにそれらを別の槍が叩たたき落とす。槍の連れん鎖さが周囲のもの、すべてを破は壊かいする。

　だが、そんな中でもファムたち五人は無む傷きずだ。彼女たちを淡あわい光を放つベールが包み込こみ、天空より降ふりしきる槍をすべて弾はじいていく。

　再ふたたび屋上に静せい寂じやくが戻もどった時、オフェリアの深しん紅くの鎧よろいは傷きずつき、汚よごれ、一部の装そう甲こうすら剥はがれ落ちていた。髪かみは乱みだれ、頬ほおや額ひたいからは血が流れている。




「おのれ、まさか《ゲイ・ボルグ》を使うとはな。どうやら甘く見ていたのは私の方だったらしいな。ならば、私も本気を出すことにしよう」




カッツ：さすがにこれ一撃で倒せるはずもないか……。

ＧＭ：もちろん。アルスは待機。そして、オフェリアは「まずは貴き様さまの杖つえから……」と言いながら、カミュラを攻撃します。マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーで《ストラグルクラッシュ》！

ヴァリアス：命中率が上がったっ!?




　再び二剣を袈け裟さに斬きり下ろすオフェリア。回避に失敗したカミュラは《プロテクション》を使用するが、それでもすべてのダメージを打ち消すことはできず、40点のダメージを受けてしまう。




ＧＭ：さらにロンゴミアントの効こう果かでバッドステータスの毒、マヒ、重じゆう圧あつ、転てん倒とう、放心を受けてください。

ヴァリアス：バッドステータスのオンパレードかよ。

カッツ：それはどうしようもない。

ＧＭ：続いて二発目！




　だが、オフェリアの刃やいばがカミュラを捕とらえることはなかった。

　オフェリアとカミュラの間に割わり込んだカッツの腕うでがかろうじて、二剣を受け止めていたのだ。だが、いかにカッツといえども無事ではすまない。




ＧＭ：（コロコロ）ダメージは96点。そしてダメージを１点でも受ければ、バッドステータスを受けることになります。

カッツ：それは《インデュア》で打ち消すから大だい丈じよう夫ぶだ。とはいっても、さすがに71点のダメージはかなり痛いたい……しかし！　ここで《ソウルバスター》を使用っ！　今の痛みをそのまま返すぞっ！




　カッツの思わぬ反撃にオフェリアは顔を歪ゆがませる。だが、カッツの攻こう撃げきはこれだけでは終わらなかった。順番は続いてカッツ。《限げん界かい突とつ破ぱ》の効果もあり、《ヴァイタルフォース》＋《ペネトレイトブロウ》の攻撃が見事に命中し、75点のダメージを与あたえる。




カッツ：よしっ！

カミュラ：次はわたしの番なんですけど、なんかいっぱいバッドステータスを受けているんですけど（笑）。

ヴァリアス：マイナーで解かい除じよできるのは、マヒ、重圧、転倒だな。放心はラウンドが終われば自動的に回かい復ふくする。

カミュラ：重圧はスキルが使えなくなるんですよね。マヒは？

カッツ：メジャーアクションが行なえなくなる。

カミュラ：じゃあ、重圧ですね。《プロテクション》は使えた方がいいですよね？

カッツ：そうだな。

カミュラ：じゃあ、マイナーで重圧を解除します。でも、転んでいるし、ぼーっとしてます。（一同笑）。

ヴァリアス：マヒしているから、カミュラ先せん輩ぱいはこれで終わりか……。となると次はアルス？　それってやばくないですか？　待機しているってことは、たぶん《ジョイフル・ジョイフル》を使ってくるかも。

ファム：もう一回、オフェリアさんが攻撃してくるんですか？

カッツ：さすがにそれは耐たえられないぞ。一いち応おうまだ《蘇そ生せい》があるが……。




　悩なやむ一同。




カミュラ：この《エンカレッジ》って自分に使えるんですか？

カッツ：ん？　そっか、《エンカレッジ》を自分に使えばいいのか。それでマヒを解除して、《ジョイフル・ジョイフル》をファムに使えば、アルスを倒せるかもしれないな。

カミュラ：やってみる価か値ちはありそう？

カッツ：ああ。というかそれしかなさそうだ。

カミュラ：分かりました。《エンカレッジ》を自分に使います。




《エンカレッジ》によって再び行動できるようになったカミュラは、まずはマイナーでマヒを解除し、メジャーでファムに《ジョイフル・ジョイフル》を掛ける。




カミュラ：念のために《ダンシングヒーロー》を使っておきますね。えいっ！（コロコロ）

一同：おぉぉぉぉぉ！

ファム：ひ、光の加か減げんで３が１に見えましたよっ！　び、びっくりした───っ!!




　カミュラのダイス目は１と３。




カミュラ：成功です。危あぶなかったですけど（笑）。

ファム：はいっ！　じゃあ、アルスさんに《エキスパート：風》＋《エアリアルスラッシュ》ですっ！　お久ひさしぶりです、そしてさようなら（一同笑）。




　どんな挨あい拶さつですか。




ＧＭ／アルス：「そんなこと言わずに私の歌につきあってくださいよ」ケセドから奪うばった竪たて琴ごとを構かまえるアルス。

ファム：（きっぱり）嫌いやですっ！（一同笑）えいっ！（コロコロ）命中は34ですっ！

ＧＭ：そしてこっちは対たい魔ま族ぞく用の結界が張はられてしまったので、回避判定のダイスが一個減って……（コロコロ）避よけられるはずもありません（笑）。

ファム：《エアリアルスラッシュ》と《ウィンドセイバー》で11Ｄ、《エキスパート：風》と《エフィシエント》と《限界突破》で＋21です！　（コロコロ）ダメージは65っ!!

カッツ：65っ!?　それってダイス目だけで44？　平均で[image: ]かっ！

カミュラ：ファムさんはできる子なんです（笑）。




　すでにヴァリアスの《ゲイ・ボルグ》を受けていたアルスが、ファムの《エアリアルスラッシュ》に耐えられるはずもない。




「何もせずに……、こんなところで……」




　アルスはその場で膝ひざを付き、倒たおれ込こむ。

　ポロン、ポロン──。アルスの腕から落ちた竪琴が、美しい音色を奏かなでた。

　それが音楽を愛する魔族への葬そう送そう曲きよくとなった。




ファム：やった───っ！　カミュラさんの《ジョイフル・ジョイフル》のおかげです！

カミュラ：何をしに来たのかしら、あの馬さんは？（一同笑）

ＧＭ：何もできなかった……。せっかく再さい登とう場じようさせたのに～。

ヴァリアス：このまま畳たたみかけるぞ！　ファムっ!!




　前回のセッションで得た成長点のおかげで、ＰＣだけでなくギルドも成長し、新しいギルドスキルを取得していたのだ。

　今回、ファムたちが用意したギルドスキルは《蘇生》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》、そして新たに取得した……。




ファム：はいっ！　ギルドスキルの《再行動》を使いますっ!!




　アルスを倒したことで、四人の士気が上がる。オフェリアが動く前に、ファムが魔法でオフェリアを攻こう撃げきする。

　その時、その魔法に対たい応おうするかのように、オフェリアの深しん紅くの鎧よろいに光の文字のようなものが浮うき上がる。




ＧＭ：これで、鎧の能力によって魔法に対する回避判定に＋２Ｄ。

カッツ：そんな能力も持っているのか。

ＧＭ：魔ま導どう銃じゆうや魔導剣と同じ、エルダの技ぎ術じゆつによるものですから。（コロコロ）それでも回避失敗！

ファム：《マジックフォージ》も使っちゃいます！　これで、えっと……20Ｄ＋21ですっ！




　すべての魔力をつぎ込んだファムの魔法がオフェリアに放たれる。ダメージは88点。しかし、それでもオフェリアは倒れない。




カッツ：さすがキャンペーンのラスボス。半はん端ぱじゃない強さだ（笑）。だが、そろそろ終わりにしよう。《ヴァイタルフォース》《ペネトレイトブロウ》！　これで私の【ＭＰ】はほぼ打ち止めだ。命中は……（コロコロ）くっ、あまりよくない。28！

ＧＭ：もちろんそれに対して《ディフェンスライン》を使用！（コロコロ）成功！

カッツ：最後の攻撃が外れたっ!?

ＧＭ：そしてさらにオートクレールの能のう力りよくが発動。武ぶ器き攻撃に対するリアクションに成功した時に、攻撃した相手に対して自動反撃。さらにダメージに＋【敏びん捷しよう】！

ヴァリアス：こえぇ─────！

カッツ：くっ、武器にそんな能力があるなんて……。

カミュラ：あっ！　学長に会った時に聞いておけばよかったんじゃ……。

ＧＭ：そのとおりですが、もう遅おそい！　というわけでカッツへのダメージは……（コロコロ）77点！

カッツ：そ、それは耐たえきれない！《プロテクション》を！




　カミュラの《プロテクション》の値は18。さらにプリドウェンの能力を使い、カッツの受けるＨＰダメージは34点まで下がった。




カッツ：私の残り【ＨＰ】は36点っ!?　な、なんとか２点残ったぞ。

ＧＭ：２点っ!?　お、おしい……。あと少しで《蘇そ生せい》を使わせられたのに！

ファム：ふぅ～～。

ＧＭ：これでまだ、カミュラとヴァリアスの行動が残っているのか……。

カミュラ：そうです。まずは立ち上がって……。




　カミュラはマイナーアクションでバッドステータスの転てん倒とうを解かい除じよし、最後の《ダンシングヒーロー》を使用し、再ふたたびファムに《ジョイフル・ジョイフル》を掛ける。




ファム：はいっ！　次はヘキサロッドの力を使いますっ！




　両手を前に突つき出し、六大精せい霊れいのシンボルが刻きざまれた魔法の杖つえをかざす。風の精霊のシンボルがほのかに輝かがやき、ファムの魔力を精霊の力へと変へん換かんする。

　強化された《エアリアルスラッシュ》がオフェリアに襲おそいかかる。与えたダメージは63点。

　さらに嵐あらしのように吹ふき荒あれる風を巻まき込こみながら、新たにドライヴィングランスを構かまえたヴァリアスが全身全霊の力を込めてオフェリアを貫つらぬく！




ヴァリアス：《ボルテクスアタック》を使用！（コロコロ）ダメージは85点！




　しかし、それでもオフェリアは倒たおれない。

　満まん身しん創そう痍いになりながらも、その瞳ひとみに諦あきらめは見えなかった。
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ＧＭ／オフェリア：「人間の身で、よくぞここまで為し得た。それは賞しよう賛さんに値あたいする。だが、それもここまでだ」次のラウンドのセットアッププロセス。もちろん《二回行動》。ターゲットはファム。

ファム：うっ……。

ヴァリアス：遠えん距きよ離り攻撃も持っているのか……。

ＧＭ／オフェリア：マイナーでオートクレールの能力を使用。武器の射しや程ていを二〇メートルに変へん更こうして、さらに〈光〉の魔法ダメージにします。そしてメジャーで《ストラグルクラッシュ》。ただし、射程のある攻撃なのでロンゴミアントの分は追加されません。




　オフェリアが右手に持つ〝黄金剣〟オートクレール。その刀身が目ま映ばゆいばかりに光を帯び、太陽のように輝かがやく。するどい裂れつ帛ぱくの気合いと共に、オフェリアがオートクレールを振ふるう。素人しろうと目めにはただ一度剣を振り下ろしたようにしか見えなかっただろう。だが、太刀たち筋すじはふたつ。

　三日月状じようの光がふたつ、一直線にファムへと向かっていく。

　虚きよを衝かれたファムは、一歩たりとも動くことはできない。




カッツ：一回目の攻撃を《カバームーブ》で《カバーリング》。【ＭＰ】が足りないので、ギルドスキルの《祝福》を！【ＨＰ】が残り２点なので《蘇生》も頼たのむっ!!

ファム：了りよう承しようですっ！

ＧＭ：（コロコロ）ダメージは65点。〈光〉属ぞく性せいの魔法ダメージ！

カッツ：（カミュラへ）《プロテクション》を頼む！　さらにプリドウェンも使用！




　ファムの身代わりとなってカッツが受けたダメージはわずかに19点。

　そして二発目の攻撃も……。




カミュラ：《ガーディアン》を使用します。これでダメージは０ですね。

ファム：ありがとうございますっ！　カミュラ先せん輩ぱいっ!!




　だが、カミュラが《ヘイスト》を使わずに《ファイトソング》でカッツの《インタラプト》を復ふつ活かつさせたため、再びオフェリアの行動となる。




ヴァリアス：先に行動させるわけにはいかない！《カリキュレイト》で割り込んで、《インヴィジブルアタック》《バッシュ》で攻こう撃げき！




「なめるなっ！　同じ攻撃を二度も受けるか」




《ディフェンスライン》で回かい避ひしたオフェリアは、そのままオートクレールの力でヴァリアスに斬きりかかる。ダメージは74点！




ヴァリアス：うぉー！　残り【ＨＰ】が20点。

カッツ：何をしているんだっ!?

ヴァリアス：でも、これで《レイジ》が使えるように……。

ＧＭ：あ、バッドステータスも受けてね。毒、マヒ、重圧、転倒、放心をどうぞ。

ヴァリアス：げぇーっ！　そんなにバッドステータスを受けたら、《レイジ》がすぐに使えないじゃん！（一同笑）　うぉ────っ！《レイジ》をせっかく取ったのに……。

ＧＭ：では、そこで失望しているヴァリアスを攻撃。マイナーで《インヴィジブルアタック》、メジャーは《ストラグルクラッシュ》！

カッツ：それはもちろん《インタラプト》で打ち消す！

ヴァリアス：やっぱり、先輩たちがいると助かるぜっ！

ファム：ふたりの時は大変でしたからね。

カッツ：だが、私は守っているだけではない！《ヴァイタルフォース》《ペネトレイトブロウ》で攻撃！　命中にフェイトを１点使用っ！（コロコロ）22！

ＧＭ／オフェリア：「同じ攻撃は二度は通じんと言っているだろうがっ！」四個振って、10以上で回避……（コロコロ）あっ！




　ダイスの目は８。




ＧＭ：ここで回避に失敗っ!?

カッツ：最後に神々が微笑ほほえんだのは私に対してだったようだな。ダメージにフェイトを３点使用して……（コロコロ）10、20、32だから合計で51点のダメージ。しかも防ぼう御ぎよ力りよくは無む効こう！

カミュラ：わたしは待機します。次のファムの攻撃で倒たおせなかった時に、《ジョイフル・ジョイフル》を使った方がいいでしょう。

カッツ：確たしかに。じゃあ、うしろを見ずに、ファム────っ！　と声をかけよう。

ファム：はいっ！《エキスパート：風》＋《エアリアルスラッシュ》＋ヘキサロッドも使用しますっ！

ＧＭ：ここで当たるわけには……（コロコロ）回避失敗っ!?

ヴァリアス：よしっ！　あとはダメージさえ出れば……。

ファム：ここでフェイトも使っちゃいますね。

カッツ：まだ余あまっていたのか？

ファム：はいっ！　７点まだありますね。

ヴァリアス：１点も使ってないのかよっ！

ファム：そう、みたいですね（笑）。えっとフェイトを５点使うから……13＋18Ｄですね。いきますっ！（コロコロ）




　机つくえの上を転がる二一個のダイス。

　ざっとみた限かぎりでは、それほど悪くはない。合計が10になるように分けて、数えていく。




ファム：20、40、60、80、86点ですっ！




　竜たつ巻まきのような烈れつ風ぷうがオフェリアを翻ほん弄ろうし、真空の刃が次々と斬り付ける。

　誰もが勝利を確かく信しんした時、風の中から声が聞こえてきた。




「なるほど、さすがシャルリシアの血を引くだけのことはある。だが……」




ＧＭ：《ガーディアン》を使用します！

カッツ：まだそんな切り札を持っていたのか！

ＧＭ：……よって、ＨＰダメージは０！

ヴァリアス：カッツ先せん輩ぱいっ！

カッツ：《インタラプト》は、さっきのオフェリアの《ストラグルクラッシュ》に使った。残念だが、打ち消す方法は……ない。

ファム：そんな……。




「これで終わりと思っては困こまるな。しかし、《ガーディアン》まで使うことになるとは、確かに侮あなどっていたようだ。さて、それでは本当にこれで終わりにしようか」




　二ふた振ふりの剣を構かまえ直そうとするオフェリア。

　だが、それを制せいする凜りんとした声が──。




カミュラ：まだ終わりではありませんよ。《ジョイフル・ジョイフル》をファムさんに！

ファム：はいっ!!

ＧＭ：では、ファムが再び未行動になります。どうぞ。




　緊きん張ちようした面おも持もちでオフェリアをじっと見つめるファム。




カミュラ：頼みましたよ！




　いつものようにカミュラがファムに微笑ほほえみかける。




カッツ：普ふ段だんどおりの力を発はつ揮きすれば大だい丈じよう夫ぶだ。




　カッツの頼もしい声がファムの心を落ちつける。




ヴァリアス：これで決めてくれよっ！




　満まん身しん創そう痍いで動くこともままならないはずのヴァリアスがファムに親指を立てる。




ファム：はいっ！《エキスパート》と《エアリアルスラッシュ》！




　ヘキサロッドを構え、軽く目を閉とじるファム。精せい神しんを集中し、すべてを次の魔ま術じゆつに賭かける。




ファム：当たれ────っ！（コロコロ）29ですっ！




　再びファムの《エアリアルスラッシュ》がオフェリアに放たれる。

　一度目は《ガーディアン》で打ち消された。

　だが二度目は──。




ＧＭ：４Ｄで19以上で回避……（コロコロ）17っ!?　２足りないっ!!

ファム：《エアリアルスラッシュ》と《ウィンドセイバー》で11Ｄ、ヘキサロッドで２Ｄ、残りのフェイトを全部使って２Ｄだから……合計で13＋15Ｄです。




　ファムの編あみ出した魔法の風が、オフェリアを直ちよく撃げきする。己おのれのすべてを賭けたファムの一撃。




ファム：いきます……えいっ！（コロコロ）72点のダメージですっ!!

ヴァリアス：いったかっ！

ＧＭ：オフェリアの魔法防ぼう御ぎよ力りよくは15。そして残りの【ＨＰ】は……わずか26。

カミュラ：ということは？

カッツ：……勝ったな。

ＧＭ：（大きく頷うなずく）もちろんです。今の魔法でオフェリアの【ＨＰ】は０になります。




　緊張の糸が切れて、その場に崩くずれ落ちるファム。




ファム：お、終わりですか？

ヴァリアス：ああ、終わりだ。

カッツ：終わったな。

カミュラ：終わりましたね。




　ファムの許もとに集まるヴァリアス、カミュラ、カッツ、プリシア。みんなファムに笑え顔がおで応える。

　下からは学生たちの歓かん声せいが聞こえてくる。屋上から下を眺ながめると、どうやら反攻作戦も成功したらしく、大おお騒さわぎしている学生たちの姿すがたが見えた。

　だが、五人の喜びを断たち切るかのようにオフェリアが呟つぶやく。

「……これで…終わりでは……ない。

　たとえ……ここで私を倒たおしたとしても…スカディの支し配はいに………影えい響きようはない。人間の本ほん質しつが変わらぬ限かぎり我われ々われの責せき務むは終わることはなく………永えい遠えんに変わることはないだろう」




ファム：それでもあたしは人間の良心を信じたいです。あたしのご先せん祖ぞさまが、人間の味方をしたのも、きっと同じ思いからだと思います。




　じっとファムを見つめるオフェリア。金色の瞳ひとみにファムが映うつる。




「なるほど。私に見えぬものがシャルリシアには見えていたということか……」




　オフェリアは静かに目を閉とじると呟つぶやいた。

　彼女はファムを通して、はるか昔に亡なくなった妹シャルリシアを見ていたのかもしれない。




ファム：だから、あたしは魔ま族ぞくになんかなりません。だって、ここにいるヴァリアスさんや、カミュラさんや、カッツさん、それにプリシアのために、魔族になるわけにいかないんです。そういう気持ちをあたしは……人間は持つことができるんです。




「誰だれかのためにか……」




　ファムは大きく頷く。




「ならば、私も人間が世界を変えるのを信じよう。……そなたのために」




　それが中ちゆう原げんで覇は王おうと呼よばれたシャルリシアの姉オフェリアの最期の言葉となった。

　袂たもとを分かってから五〇〇年。

　ようやく姉妹は分かり合うことができた──。





（※）《ストラグルクラッシュ》　ウォーロードのスキル。両手剣を使って二回連続で攻撃する。

（※）《ツインウェポン》　ウォーロードのスキル。両手にそれぞれ武器を持って攻撃可能となる。

（※）《トゥーハンドソードマスタリー》　ウォーリアのスキル。両手剣の命中判定のダイスが増える。

（※）《アームズロジック》　ウォーロードのスキル。選択した武器の命中判定のダイスが増える。

（※）《ディフェンスライン》　ウォーロードのスキル。回避判定の代わりに命中判定を使用して、回避を行なう。









エンディングフェイズ







◆エンディング 01◆三つの願い




〝神しん遺い剣けん〟デュランダルを除のぞく、〝覇王の遺い産さん〟がすべてここにそろった。

　だが、デュランダルを再さい生せいするとファムが魔族化してしまう。




ファム：どうしましょうか……。

カッツ：そういえばさっきカミュラが何か方法があるとか言ってたな。

カミュラ：ありますよ。デュランダルを元に戻もどすのに必要な欠片かけらはいくつですか？

ファム：三つです。

カミュラ：では、問題です。ここに欠片はいくつあるでしょう？

ヴァリアス：えっ！　ファムのペンダントとメアンダール神しん殿でんの爪つめと、ルキアノスから預あずかった飾かざり帯の三つだろ。他に……。

ファム：あ───っ!!　もしかして……。




　プリシアを見るファム。




カミュラ：そう、プリシアはファムと同じペンダントを持っている。そして、ファムの魔族化を止めているのはそのペンダント。

カッツ：それってありなのかっ!?

ＧＭ：問題ないですよ。プリシアはここに実体化しているわけですから、プリシアのペンダントを使ってデュランダルを再生すればファムのペンダントは残ることになります。




「これですか？」




　プリシアは首に掛かけていたペンダント──ブリガンディアの血を外し、ファムに渡わたした。

　ファムはそれを受け取ると、他の欠片──アーケンラーヴの髪かみ、グランアインの爪と一いつ緒しよに両手で包み込こみ、そっと目を閉とじる。

　自然と脳のう裏りに浮うかぶ一ひと振ふりの光輝かがやく長ちよう剣けん、神こう々ごうしい美しさを持ちながらも、華か美びなところがないデザインの剣のイメージ。

　ゆっくりとファムは目を開けた。その手には〝神遺剣〟デュランダルが握にぎられていた。




ＧＭ：それでは、三つの願いをどうぞ。

カミュラ：まぁ、ひとつはカッツさんの妹ですよね。

ヴァリアス：あとはファムの魔族化の原因を消す？

カッツ：そんなところだろうな。

ヴァリアス：ケセドは……まぁ、願いが余ったらでいいや（笑）。

ファム：ひとつ目の願いは、カッツさんの妹、ラリエットさんの呪のろいを解といてください。




　安あん堵どした様子のカッツ。




ファム：ふたつ目の願いは、ケセドさんの封ふう印いんを解いてください。




　驚おどろくヴァリアス。




ファム：そして最後の願いは……。




　プリシアへと顔を向けるファム。




ファム：今の世界を救うために、あたしの中の滅びの力を消してください。あたしが魔族にならないように。そして、プリシアとまた出会えるように……。




　ファムの三つの願いと共にデュランダルは輝きを失った。




＊　＊　＊




ファム：もう帰っちゃうの？




　それから数すう刻こく後。屋上にいるのはファムとプリシアだけ。




ＧＭ／プリシア：「うん。今回はペンダントを渡わたすのが役目だったみたいだからね。たぶん、そろそろ幽ゆう界かいに戻もどることになると思う」

ファム：そっか……。でも、また会えるよね。

ＧＭ／プリシア：「うん。未来で！」

ファム：まだまだ先の話だね。でも、その時はきっとシワシワになってるね。そっか、あたしはシワシワのお祖母ばあちゃんか。




　ファムは遠く未来に思いを馳はせる。

　まだ将しよう来らいのことは分からない。

　エルクレスト・カレッジに入学してまだ一年足らず。まだまだ勉強しなければならないことはたくさんある。

　それにこの一年、一いつ緒しよに過すごしてきた人たちとの関係もどうなっていくことやら。




ファム：それでお祖父じいちゃんのことなんだけど。もしかして……。




　だまって微笑ほほえむプリシア。
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ファム：そうだね。それは将来の楽しみに取っておいた方がいいね。

ＧＭ／プリシア：「そうそう。今知ると後こう悔かいすることになるかもよ」




　いたずらそうな笑みを浮うかべながら、プリシアが思わせぶりなことを言う。




ファム：え─────っ！




　大げさに驚おどろくファム。そしていつしかふたりは大声で笑いあっていた。

　いつまでも、いつまでも。

　やがてプリシアが別れを告げる。




ＧＭ／プリシア：「それじゃ、そろそろみたいだから」

ファム：そっか。じゃ、元気でね……ってのもおかしいか。




　恩おん寵ちようの森の時と同じように次し第だいにプリシアの姿すがたが薄うすれていく。




ＧＭ／プリシア：「そうだ！　あたしもこの学園に、エルクレスト・カレッジに入学して冒険者になります！」

ファム：うんっ！　プリシアなら絶対に冒険者になれるよ。だから、がんばって！

ＧＭ／プリシア：「はいっ！」




　その姿が見えなくなるまで、ファムはずっとプリシアを見送っていた。







◆エンディング 02◆兄と妹




　歓かん喜きの声を上げ、仲間と共に健けん闘とうを称たたえ合う学生。お互たがいの無事を確かく認にんし合い、抱いだき合う年とし若わかい恋こい人びと。怪け我が人にんを保ほ健けん室しつへと運ぶように指し示じしている教きよう師し。

　大おお騒さわぎをしている人たちの中、ひとり反対の方角へと歩くひとりの青年。




ＧＭ：では、次はカッツのエンディングです。

カッツ：もちろん妹のところに行くぞ。




　先ほどまでの喧けん噪そうが嘘うそのように静まりかえった部屋。

　仮か眠みん用のベッドの上にはひとりの少女が眠ねむっている。

　その様子を優やさしい笑顔で見つめるひとりの青年。




ＧＭ：まるで死人のように青ざめていたラリエットの顔に、次し第だいに生気が戻もどってきます。

カッツ：ラリエット？




　ゆっくりと少女のまぶたが開いていく。

　最初に飛び込こんできたのは、心配そうな兄の顔。




ＧＭ／ラリエット：「お兄ちゃん？」

カッツ：ああ。ようやく会うことができたな。

ＧＭ／ラリエット：しばらく黙だまったあと、ラリエットは大きく頷うなずきます。「そうだね。ようやく会えた……」

カッツ：……長かったな。

ＧＭ／ラリエット：「うん。長かったね……」




　ラリエットの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ、頬ほおを濡ぬらしていく。

　だが、それは悲しみのためではない。それは嬉うれしさゆえの涙。




カッツ：大だい丈じよう夫ぶ。これから失った時間を少しずつ取り戻もどしていけばいいさ。なぁに、時間は十分にある。そうだ、まずはこの学園のことから話そう。ここにはな……。




　いつになく饒じよう舌ぜつに語るカッツ。その様子を嬉しそうに見るラリエット。

　兄と妹の時間がようやく重なり合った。







◆エンディング 03◆夏休みの終わり




　やがて長かった夏休みが終わりを告げようとしていた頃ころ、エルヴィラ・アルディリケは、ひとり執しつ務む室しつで書類に目を通していた。

　もうじき新学期が始まるのだ。そのためにしなければならないことはたくさんある。いつまでも怪我で寝ねているわけにはいかなかった。

　と、扉とびらをノックする音が部屋に響ひびき渡わたる。




ＧＭ：次はカミュラのエンディングです。

カミュラ：わたしは学長のところに行きましょう。執務室の前で扉をノックします。

ＧＭ／エルヴィラ：「どうぞ」いつもと変わらない声が部屋の中から聞こえてきます。

カミュラ：失礼します。

ＧＭ：部屋の中には、いまだ傷きずが完全に癒いえていない学長が、執務中です。

カミュラ：お加か減げんはよろしいんですか？

ＧＭ／エルヴィラ：「いつまでも寝ているわけにはいきません。もうすぐ入学試験ですからね。オルランド寮りようの準じゆん備びはもうよろしいんですか？」

カミュラ：ご心配なく。

ＧＭ／エルヴィラ：「それとファムリシアさんの様子はどうですか？　魔ま族ぞく化の心配がなくなったとはいえ、スカディの動きは油ゆ断だんできませんからね」

カミュラ：ご心配なく。いつもと変わりありません。きっと大丈夫でしょう。

ＧＭ／エルヴィラ：「そうですか……」安心したようにエルヴィラは笑顔を見せます。

カミュラ：そういえば、〝覇は王おうの遺い産さん〟はどうなりました？

ＧＭ／エルヴィラ：「あなたの杖つえとケセド殿どのの竪たて琴ごと以外はすべて宝ほう物もつ庫こに。この間のようなことがないように十分に封ふう印いんは施ほどこしました。ただし……」

カミュラ：ただし？

ＧＭ／エルヴィラ：「私の権けん限げんにおいて、必要な時が来た時は〝覇王の遺産〟を学生や教きよう師しに貸かし出せるようにします。その時はあなたも協力してくださいね」

カミュラ：分かりました。でも、大だい丈じよう夫ぶですか？




「私は学生たちを信じていますから」




　いつものようにエルヴィラ・アルディリケは微笑ほほえんだ。







◆エンディング 04◆見送る者、見送られる者




「まさか我わが子に助けられることになろうとはな」




　エルクレスト・カレッジの正門で、旅立つ母親をその息子むすこが見送りに来ていた。ちょっと前であれば母親の軽口に腹はらを立てるところだが、今はそれを受け流す余よ裕ゆうもある。




ＧＭ：次はヴァリアス。学園を離はなれることになったケセドを見送りに来ています。

ヴァリアス：ようやくこれで静かになるな。

ＧＭ／ケセド：「よく言うわ。枕まくらを涙なみだで濡ぬらすほど寂さびしいくせに」

ヴァリアス：言ってろ！




　もともと会話が多かったわけじゃない。そもそもケセドが吟ぎん遊ゆう詩人ということもあって、ほとんど家にいたことがない。

　ヴァリアスが自分のことは自分でできるようになった頃から、ケセドはずっと家を空けてばかりだ。




ヴァリアス：今度はどこに行くんだ？

ＧＭ／ケセド：「しばらくエリンディルを離れて、西のアルディオン大陸に渡わたることになるかもしれん。まずはここからヴァンスター帝てい国こくへ向かうことになるが」

ヴァリアス：長くなりそうだな。

ＧＭ／ケセド：「我われらの王に頼たのまれては断ことわるわけにもいかないからな。まったく人使いの荒あらい王だよ。いや、竜りゆう使いというべきか」




　吟遊詩人の癖くせに相変わらず冗じよう談だんは下手だ。そんなことをヴァリアスは思う。




ＧＭ／ケセド：「これからもファムリシアのことを頼むぞ。あれはまだまだ若わかい。まぁ、おぬしも十分若いがな。だが、まだ子こ供どもを作るには早いぞ」

ヴァリアス：言ってろ！




　真っ赤になってそっぽを向くヴァリアスをしばし微笑ましく見つめたあと、ケセドは竪たて琴ごとをかき鳴らし、『覇王の勲いさおし』の一節を高らかに歌い上げながら歩き出す。

　母親の旅立ちを黙だまって見送るヴァリアス。

　美しい歌声と音色が風に乗って聞こえてくる。いつまでも、いつまでも──。







◆エンディング 05◆終わりと始まり




　いよいよ新学期。

　今日からあたしも二年生になる。

　久ひさしぶりの自じ宅たくは、なんだか別の場所のようだった。知っている、覚えているはずの場所なのに、なぜか違ちがう場所のような気がした。




ＧＭ：それでは最後のエンディングです。このシーンで『ハートフル』も終わりです。実家に里帰りしていたファムがエルクレスト・カレッジに戻ってくるところからです。目の前には学園の巨きよ大だいな門が建っています。

ファム：あっ！　じゃあ、その門を見上げています。やっと戻ってきた、みたいな感じで。

ＧＭ：そして、門の下にはちょうど母親を見送っていたヴァリアスがいます。

ヴァリアス：早くしないと遅ち刻こくするぞ（笑）。

ファム：遅刻なんてしませんよ。だって、今日から二年生なんですから。




　そうか。あたしの今の家はここなんだ。




ヴァリアス：そりゃそうか。おっと、そろそろ受験生が寮りように来る頃じゃないか？　早くしないと、またカッツ先せん輩ぱいにどやされるぞ。

ファム：そうですねっ！




　ちょうど一年前と同じようにヴァリアスが手を差し伸のべる。

　その手をぎゅっと握にぎるファム。




ヴァリアス：みんなが待ってるぜ！

ファム：はいっ！




　向かう先はオルランド寮。




ＧＭ／アルヴィン：「ようっ！　ふたり共遅おそいぞ！」とアルヴィンが声を掛けてきます。

カッツ：ようやく来たか。早く歓かん迎げい会かいの準じゆん備びを手伝ってくれ。

カミュラ：はい。カッツさんもさぼっていないで仕事、仕事！

カッツ：なんで私だけ……（一同笑）。




　机つくえと椅い子すの片かた付づけられた談話室に並ならんでいる受験生たち。

　一年前はあそこにいたんだ。そんなことをファムはぼんやりと考えていた。

　ふと気づくと、見知った女の子が列の中から手を振ふっている。カッツの妹、ラリエットだ。




ファム：ラリエットさん、この学園を受験するんですね。

カッツ：どうしても冒ぼう険けん者しやになるって聞かなくてな。困こまったものだ。




　やがて歓迎会が始まる。

　希望と不安とをまだ幼おさない顔から覗のぞかせている受験生たち。

　そんな彼らを迎むかえたのは、一見受験生たちよりも幼く見えるプリフェクト。

　でも、彼女が六賢けん人じんのひとりにして、覇は王おうの仲間であるシェフィールドであると、この中の誰だれが信じるだろうか。そんなことをつい考えてしまうファム。




カミュラ：（優しい声で）受験生のみなさん。オルランド寮はみなさんを歓迎いたします。これまでの努力と、日ひ頃ごろの実力さえ発はつ揮きすれば、ここにいる全員が入学できるとわたしは信じています。じゃあ、カッツさん、あとはよろしく♪

カッツ：去年と一いつ緒しよですかっ！　えー、無事に進級できたカッツです（一同笑）。

ファム：進級できたんですねっ！

カッツ：もちろん。えっと、このオルランド寮に来たことは諸しよ君くんたちにとってはとてもラッキーといえることでしょう。なぜなら、この寮には素す晴ばらしいお方がいるからです！

ヴァリアス：挨あい拶さつも同じかよ（笑）。




　カミュラとカッツの演えん説ぜつを聴ききながら、ファムは思う。

　今年はどんなことがあるのだろうか。

　ふと窓まどの外の景色に目を移うつすと、そこにはエルクレスト・カレッジの校こう舎しやと、陽の光を浴びて緑色に輝かがやく木々が見えた。

　もうすぐ夏は終わり、秋が来る。秋の次は冬、そして春。

　季節は巡めぐり、留とどまることはない。

　ファムは思う。そうやって人も成長していくのだ。そして自分も……。




「がんばらなくちゃっ！」




　心の中でファムは呟つぶやき、新たな一年に向けて気を引き締しめる。

　エルクレスト・カレッジでの学園生活はまだ始まったばかりなのだから。
















目覚めと追つい憶おくの最終楽章　～フィナーレ～




　……記き憶おくがどんどんと薄うすれていく。

　そして暗くら闇やみに溶とけていく心と身体からだ。どのくらいその感覚に身を任まかせていたのだろう。

　やがて、どこからか声が聞こえてくる。




「……ア、……シア？」




　あたしの名前を呼よんでいる？

　そしてゆらゆらと揺ゆれるあたしの身体。

　右、左、右、左……。

　ん？　地じ震しん？　違ちがう、誰だれかがあたしの身体を揺すっているんだ。




「……シア、プリシア？　もう朝ですよ」




　あれ、お母さん？

　眠ねむい目をこすりながら、あたしはベッドから身体を起こした。だんだん意い識しきが覚かく醒せいしていくと、ようやく思い出す。今日はとても大切な日だっ！




「なんで早く起こしてくれないのよ」




　文もん句くを言うあたしに、何度も起こしたとお母さんの声。

　急いで支し度たくをして、お母さんの用意してくれた朝ご飯を食べる。

　そっか、お母さんの作るご飯はしばらく食べられないんだ……。

　そんなことを考えると、見み慣なれれたはずの家の風景も愛いとおしくなってくる。

　もう一度ぐるりと部屋の中にあるものを眺ながめていく。そしてふと目に入る暖だん炉ろの上の写真立て。そこには若わかい頃ころのお祖母ばあちゃんが仲間と一いつ緒しよに微笑ほほえんでいる。

　お祖母ちゃんの胸むねには、緑色の石が嵌はまったペンダントがキラキラと輝かがやいていた。

　その瞬しゆん間かん、あたしはすべてを思い出した。

　お祖母ちゃん──ファムさんと一緒にいた日々を。

　一緒にダンジョンを探たん索さくし、エルクレスト・カレッジを走り回った時のことを。

　思わず胸に手を当てると、そこには今まであったはずのもの──お祖母ちゃんからもらったペンダントがない。ということは……あれは夢ゆめじゃなかったんだっ！

「早く食べないと遅おくれるぞ」




　ぼっとしているあたしを見かねて、お父さんが声を掛かけてきた。

　そうだ。早く準じゆん備びしなきゃ。

　食事を軽く済すませたあと、荷物をまとめながらあたしは一所懸けん命めいに思い出す。ファムさんとはじめて出会ったダンジョンは今でもあるのだろうか。一緒に上った鐘しよう楼ろうは今でも鐘かねを鳴らしているんだろうか。オルランド寮りようは今でも変わらずに残っているのだろうか。

　その時、あたしは思い出した。お祖母ちゃん──ファムさんから聞いた言葉を。




「プリシアなら絶対に冒険者になれるよ。だから、がんばって！」




　うん、そうだよね。




　さぁ、行こう。エルクレスト・カレッジへ。ファムさんと過すごしたあの場所へ。




アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

約束のアンサンブル　Fin.
















アリアンロッド・リプレイ・ハートフル追加データ




　この章では、『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』に登場した〝覇は王おうの遺い産さん〟を紹しよう介かいする。どれも実じつ際さいにゲーム内で使用されたデータである。




覇王の遺産

〝覇王の遺産〟は、かつて中原を支し配はいしていた〝覇王〟がエリンディルにもたらしたマジックアイテムである。『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』終しゆう了りよう後ご、〝神しん獣じゆうの杖つえ〟アイン・ソフ・アウル、〝白銀の竪たて琴ごと〟ウァードネを除のぞく〝覇王の遺産〟はすべてエルクレスト・カレッジの宝ほう物もつ庫この奥おくの間に納おさめられている。

　どれも強力なマジックアイテムであり、そう簡かん単たんに持ち出すことはできないが、何らかの特別な理由があり、エルクレスト・カレッジ理事会の許きよ可かを得ることができれば、これらのアイテムを借り受けることができるだろう。

〝覇王の遺産〟の扱あつかいについては、エクストラドロップと同等のものとして扱い、その使用にはＧＭの許可を必要とする。エクストラドロップについては、『アリアンロッドＲＰＧエネミーガイド』Ｐ[image: ]を参照のこと。
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戻る（※）







あとがき




　この『ハートフル』というシリーズは、『アリアンロッド』のゲームデザイナーである菊池たけしの書く『ルージュ』シリーズと並へい走そうという形で始まりました。

　実は『ハートフル』を始めるにあたって、一番悩なやんだのはそこでした。『ルージュ』というシリーズがある上で、新たなリプレイシリーズを始める。どうすれば、『ルージュ』とは違ちがう形で『アリアンロッド』というゲームを面おも白しろく紹しよう介かいすることができるか……。




　まずはじめに考えたのは、冒ぼう険けん者しやというＰＣの立場を活いかしつつ、新たな舞ぶ台たいを作り出すことです。幸いなことにすでに『上級ルールブック』に掲けい載さいされているエルクレストを使用することで、この点はすぐにクリアすることができました。

〝賢けん者じやの街〟エルクレストには、エルクレスト・カレッジという冒険者を養成するための学園があります。この学園の学生をＰＣにするという方法です。

〝冒険者〟でありながら〝冒険者〟ではない存そん在ざい──冒険者養成学校の学生をＰＣにすることで、ルールブックで設せつ定ていされたＰＣの立場から大きく逸いつ脱だつすることなく、さらに学園生活という新しいフューチャーを取り入れることにしたわけです。

　さらにさまざまなシナリオのパターンや作成の方法を紹介し、この本を読んだ方が実じつ際さいに遊びたくなるようなリプレイ、ＧＭとしてシナリオを作って遊びたくなるようなリプレイ。それを大目的として設定し、ＰＣよりもプレイヤーやＧＭの視し点てんを中心に書いたり、シナリオ作成のコラムを載のせたりと、各かく巻かんごとにさまざまなことにチャレンジしてみました。

　これらが果たして成功だったのかどうかは読者の方々に委ゆだねるしかないわけですが、『ハートフル』シリーズを読んで、ひとりでもシナリオを作ってみたいと思った方がいればいいなぁ、と思っています。




　さて、それでは恒こう例れいの各シナリオについての解かい説せつです。例によってネタバレを含ふくんでいますので、まだ本文を読んでいない方はご注意くださいませ。




第九話　記き憶おくと現げん実じつのモザイク

　このシナリオはパーティをふたつに分けて行動させるという目的で作成しました（その理由については第一〇話の方で解説します）。しかし、ＰＣが分かれて行動するシナリオはすでに第三巻でやっていますので、こちらは同じダンジョンを別々に攻こう略りやくしていくという方式にしました。しかも、過か去こと現げん在ざい（実際には過去ではありませんが）から同時に攻略するというかなり特とく殊しゆな方法です（笑）。

　記憶が過去を作る、物に記憶が宿るというのはＳＦでは決して珍めずらしくないテーマですが、それをファンタジー風にアレンジし、取り込こんでみました。ＳＦ的考こう証しようが必要ないのでこの手のテーマは割わりとファンタジー向きだと思いますが、いかがでしたでしょうか？

　実じつ質しつふたつのダンジョンを作ることになりましたので、シナリオを作る手間は[image: ]倍くらいかかりましたが、仕し掛かけを連動させることによって普ふ通つうのダンジョンとは異ことなる雰ふん囲い気きを出すことができ、それなりに満足いくものができました（カッツ＆カミュラ組に登場させたエネミーのバランスが微び妙みようだったのが残念ですが……）。

　なお、本文中にも書いてありますが、どのようにパーティを分けるかは第四巻の第八話のエンディングフェイズを終えたところでプレイヤーに相談してもらい、それを元に第九話のダンジョンの構こう造ぞうと敵てきのバランスを決めています。

　実際、パーティを分けるとすれば、ファム＆カッツ、ヴァリアス＆カミュラの方がバランスがいいかと思いますがそれはそれ。物語を重視してパーティを分けたプレイヤーの四人に乾かん杯ぱいです。おかげで前まえ倒だおしパーティと後ろ向きパーティとなりました（笑）。

　今回は記憶という形で現在と過去を同時にプレイしていますが、同じダンジョンを別々に攻略するというネタは、いろいろと使うことができます。





①途と中ちゆうでパーティがふたつに分かれる必要がある

②違う入口からＰＣとは別のパーティ（主にＮＰＣ）が侵しん入にゆうしている

③過去編へんと現在編とで別々のシナリオをプレイする



　などなど。




　特に③の方法は、別のキャンペーンで使ったダンジョンをもう一度使い、そのキャンペーンでのプレイした結果（ドアが壊こわれているとか、戦った痕こん跡せきが残っているとか）を反はん映えいした形で演えん出しゆつするとプレイヤーも盛もり上がるでしょう。

　ぜひ、一度試してみてください。




第一〇話　奇き跡せきの中で紡つむぐ夢ゆめ

　そして最終回。

　もちろん舞台はエルクレスト・カレッジ。

　学園奪だつ還かんは、シリーズが続いた場合は絶ぜつ対たいにやりたいと思っていたシナリオでした。このために第四巻で学園からＰＣたちを追い出した？　くらいですから。

　しかも、前のシナリオでパーティが分ぶん離りしているので、嫌いやでもお互たがいが必要不ふ可か欠けつなことが分かり、さらにＰＣたちの絆きずなを深めるというシナリオにもなっています。まさに王道を絵に描かいたようなシナリオといえるでしょう（笑）。

　なお、今回登場したエルクレスト・カレッジの結界については、いまやエルクレスト・カレッジでは必要不可欠ともいえるＮＰＣになったシャルロッテ・イエミツ嬢じようを投とう稿こうしてくださった群青海ぐんじよう・かいさんが送ってくださった設せつ定ていです。

〝鏡の中の〟ウリエラは学長エルヴィラの姉、鐘しよう楼ろうに出た天てん翼よく族のラファエスはグラナドス寮りよう最初のプリフェクトです。彼らはみずからの肉体を結界の一部に埋うめ込み、学院を守る結界の要かなめとなっています。この他に今回は登場しなかった神出鬼き没ぼつのケット・シー（でも茶ちや虎とらのデブ猫ねこ）〝笑い猫〟ガブのふたりと一匹ぴきで学園の結界は作られています。

　あとは、エルダの魔ま術じゆつ師しミーカイールの魂たましいを封ふうじた何かがあれば結界は完全になるのですが……という設定になっています（まぁ、完全ではないのでスカディに解とかれてしまったわけですが）。この何かについては……秘ひ密みつにしておきましょう。ただし、ヒントは今まで発売されたサプリメントやリプレイにあります。興きよう味みのある方は、探さがしてみてください。

　また、『ハートフル』に登場した〝覇は王おうの遺い産さん〟のデータも掲けい載さいしました。こちらはＧＭの許きよ可かの下もと、正しくお使いくださるようお願いいたします。そう簡かん単たんに理事会は使用の許可を出してくれないでしょうが（笑）。

〝覇王の遺産〟といえば、デュランダルの力で何を願うかについてはすべてプレイヤーに任まかせていました。ＰＣが死し亡ぼうしてもデュランダルの力で蘇よみがえらせることもできるので、敵もかなり強めにしました。ＰＣの行動によっては、ＮＰＣが死亡する可か能のう性せいもありました。

　とはいえ、願いのスロットは三つ。ラリエットの呪のろいを解く必要もありますので、どれを願うか迷まよう展てん開かいになるかと思いきや、『ハートフル』のプレイヤーたちは運も強かったようです。終わりよければすべてよし。もっとも綺き麗れいな形に収おさまったのではないでしょうか。




　さて、それではお待ちかねの告知のコーナーです。

『ルージュ＋１』のあとがきでも書きましたが、『ルージュ』『ハートフル』と終わり、次の『アリアンロッド』はどうなっているんだっ！　と思っている方も多いかと思います。

　とゆーことで、『アリアンロッド』のこれからですが……。




　新しいリプレイシリーズの展てん開かいが決定しました！　しかも三シリーズ併へい走そう＆小説でっ!!

『アリアンロッド・サガ』と名付けられたこのシリーズの核かくは菊きく池ちたけしのリプレイです。このリプレイには声せい優ゆうの大おお竹たけみゆさん（アーツビジョン所しよ属ぞく）が参加しています。大竹さんはプライベートでもＴＲＰＧを遊んでいらっしゃるとのこと。どういうＰＣを演じられるか今から楽しみです。さらにこのリプレイのキャラクターを主人公とした小説も刊かん行こうされる予定です。この小説を手て掛がけるのは、シグやトランのプレイヤー、『ダブルクロス』のデザイナーでもある矢野俊策やの・しゆんさく。さらにその後も私、久保田悠羅くぼた・ゆうらのリプレイ（仮かりにリプレイＡとしておきます）、鈴吹太郎すずふき・たろうのリプレイ（リプレイＢ）が企画中です。

　しかも、これらはエリンディル以外の大陸を舞ぶ台たいとした、それぞれが微び妙みように絡からみ合あうクロスオーバー形式！　今夏いよいよ開かい幕まくですっ！

　また、この新大陸を解かい説せつするガイドブックや、エリンディルを舞台とした新しい企き画かくも進行中。これらについては随ずい時じお知らせしていきたいと思います。乞こうご期待！




　さて、そろそろあとがきのページも残り少なくなってきました。

　本シリーズのタイトルにもなっている「ハートフル」という言葉は、「心からの～」を意味しています。本書の制せい作さくに関かかわっているスタッフ。小島めぐみさん、小暮英麻こぐれ・えまさんらセッションに参加したプレイヤー。素す敵てきなイラストを描いてくださったｂｏｍｉさん、安達洋介あだち・ようすけさん、ツジヤスノリさん、いろは楓かえでさん、猫猫猫ねこびよう・ねこさん。エルクレストの設定を送ってくださったヴィクセンさん他、いつもたくさんの投稿をくださるユーザーの方々。

　そして、本シリーズに最後までお付き合いいただいた読者の方々。みなさまに「心からの」感かん謝しやを述のべさせていただきたいと思います。本当にありがとうございました。




　本書がみなさまの〝たんぽぽのお酒〟になることを祈りつつ、エリンディル大陸とは違ちがう、次の舞台でお会いいたしましょう。

二〇〇八年三月五日　久保田悠羅
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